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財団法人松江市教育文化振興事業団



巻頭図版 1

空から見た松江市街 (2012年撮影 島根県)

宍道湖沿いに広がる低湿地に発展した街であることが分かります。
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空から見た松江城周辺 (1970年撮影 島根県)

江戸時代の街並みを良くとどめていることが分かります。



巻頭図版 2
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城下町造成最初期に掘削された素掘りの大溝 (耳しから撮影)

南北溝 (人物入り)の右上に東西溝の先端部 (浅い)が見える。

底部に天保八年 (1837年)と墨書された布志名焼の片口



口

1.本書は、平成24年度に委託を受けた、城山北公園線都市計画街路事業に伴う松江 城 下町遺跡発掘調査及び立会調

査の報告書である。

2.本書で報告する発掘調査及び立会調査は、平成 18年度から24年度にかけて島根県松江県土木整備事務所から松江

市教育委員会が依頼を受け、財団法人松江市教育文化振興事業団が実施 した調査である。

3.遺跡名は、松江城下町遺跡の後に町名と代表番地を ()内に付した呼称にすることとした。

4.立会調査は、「MJR(松江城下町遺跡立会調査の略)十番号」を付加 して表記する。なお、この番号は松江市教育

委員会文化財課が行う松江城下町遺跡立会調査も含めた通 し番号である。

5 各遺跡の詳細は以下のとおりである (ブロック分けについては第 1章で説明)。

「第1ブロック」は市道北田大手前線 と主要地方道松江・鹿島・美保関線に挟まれた城山北公園線北側部、「第3ブ

ロック」は主要地方道松江・鹿島・美保関線と市道母衣南北線に挟まれた城山北公園線北側部である。「第4ブロックJ

は主要地方道松江 。鹿島・美保関線 と市道母衣南北線に挟まれた城山北公園線南側部である。

例

ブロック名・遺跡名 所 在 地 開発面積 調査面積

松江市殿町 191番地 13外 780∬ 504∬

第 1・ 松江城下町遺跡 (殿町1982外 ) 松江市殿町 198番地2外 391∬ 31訴

第3・ 松江城下町遺跡 (殿町3432) 松江市殿町343番地2 30∬ ２
ｍ６つ

ι

第3・ 松江城下町遺跡 (殿町344外 ) 松江市殿町344番地外 172面 128M

第3・ 松江城下町遺跡 (殿町3451外 ) 松江市殿町345番地 1外 90面 681xi

第3・ 松江城下町遺跡 (母衣町40外) 松江市母衣町40番地外 548∬ 370面

第3。 松江城下町遺跡 (母衣町44外) 松江市母衣町44番地外 178∬ 100面

第3・ 松江城下町遺跡 (母衣町453) 松江市母衣町45番地3外 67∬ 37∬

第3・ 松江城下町遺跡 (母衣町45外 ) 松江市母衣町45番地外 109∬ 73面

第4・ 松江城下町遺跡 (殿町358-1) 松江市殿町358番地 1 13∬ 6�

第4・ 松江城下町遺跡 (殿町3551) 松江市殿町355番地 1 14面 16∬

第4・ 松江奴下町遺跡 (殿町3541) 松江市殿町354番地 1 ２ｍ 4面

第4・ 松江城下町遺跡 (殿町3531) 松江市殿町353番地 1 15∬ 20811i

第4・ 松江城下町遺跡 (母衣町361外 ) 松江市母衣町36番地 1外 227∬ 56だ

第4・ 松江城下町遺跡 (母衣町354外 ) 松江市母衣町35番地4外 89� 56�
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調査ブロック配置模式図



6.本調査は遺跡ごとに細分して実施 したが、本報告書においては、各ブロックの西から 1区、2区、…と調査区番号

を振 り直 し、細分された調査区にはアルフアベット小文字を付 した。新旧対応表は以下のとおりである。

また、第1ブロックlattSK01は 1 lattSK01のように略して表記する。

ブロック 新調査区名 旧 調 査 区 名

第 1

1-la[正 松江城下町遺跡 (殿町 191-13外 )1区

1-lb区 /′ 2区

1 lc区 3区

第 3

3-1区 松江城下町遺跡 (殿町 3451外 )

3-2a区 松江城下町遺跡 (殿町 343-2)。 (殿町 344外)2区

3-2b区 ′′ 1区

3-3a区 松江城下町遺跡 (母衣町 40外)1区

3-3b区 2区

3-4区 松江城下町遺跡 (母衣町 44外)。 (母衣町 45-3)

3-5区 松江城下町遺跡 (母衣町 45外 )

7.各年度の調査組織

[平成17年度]

調査主体者  松江市教育委員会

(事務局)   教育長 山本弘正 (～ 5月 20日 )、 福島律子 (5月 21日～)

参 事 岡崎雄二郎 (文化財課長兼務)(6月 1日 ～)

文化財課長 岡崎雄二郎 (～ 5月 31日 )、 調査係長 飯塚康行

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団

理事長 松浦正敬、専務理事 長野正夫

事務局長 松浦克司 (埋蔵文化財課長兼務)、 調査係長 瀬古諒子、

主任 門脇誠也 (事務担当者)

[平成18年度]

調査主体者  松江市教育委員会

(事務局)   教育長 福島律子

参 事 岡崎雄二郎 (文化財課長兼務)、 調査係長 飯塚康行、主任 後藤哲男 (事務担当者)

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団

理事長 松浦正敬、専務理事 長野正夫、事務局長 松浦克司

埋蔵文化財課長 廣江員二、調査係長 瀬古諒子、主任 門脇誠也 (事務担当者)

[平成19年度]

調査主体者  松江市教育委員会

(事務局)   教育長 福島律子

文化財課長 吉岡弘行、調査係長 飯塚康行、主任 後藤哲男 (事務担当者)、

副主任 川上昭一

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団

理事長 松浦正敬、専務理事 中島秀夫、事務局長 松浦克司

埋蔵文化財課長 廣江員二、課長補佐 錦織慶樹、主任 門脇誠也 (事務担当者)

[平成20年度]

調査主体者  松江市教育委員会

(事務局)   教育長 福島律子

文化財課長 吉岡弘行、調査係長 飯塚康行、主任 後藤哲男 (事務担当者)

副主任 川上昭一

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業国

理事長 松浦正敬、事務局長 松浦克司 (専務理事職務代理者)

埋蔵文化財課長 廣江虞二、課長補佐 錦織慶樹、調査係主幹 中尾秀信

主任 門脇誠也 (事務担当者)



[平成21年度]

調査主体者  松江市教育委員会

(事務局)   教育長 福島律子

文化財課長 吉岡弘行、調査係長 飯塚康行、主任 後藤哲男 (事務担当者)

副主任 川上昭一

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団

理事長 松浦正敬、事務局長 松浦克司 (専務理事職務代理者)

埋蔵文化財課長 廣江員二、課長補佐 錦織慶樹、調査係主幹 中尾秀信

主任 門脇誠也 (事務担当者)´

[平成22年度]

調査主体者  松江市教育委員会

(事務局)   教育長 福島律子

文化財課長 錦織慶樹、調査係長 赤澤秀則、主任 後藤哲男 (事務担当者)、

主任 川上昭一

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団

理事長 松浦正敬、常務理事 松浦克司、総務課長 原成美

埋蔵文化財課長 大西誠、調査係長 中尾秀信、専門企画員 門脇誠也 (事務担当者)

[平成23年度]

調査主体者  松江市教育委員会

(事務局)   教育長 福島律子

文化財課長 錦織慶樹、調査係長 赤澤秀則、主任 曽田健 (事務担当者)、

主任 川上昭一

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団

理事長 松浦正敬、常務理事 松浦克司、事務局長心得 原成美

埋蔵文化財課長 藤原博、調査係長 中尾秀信、専門企画員 後藤哲男 (事務担当者)

8,各遺跡 。各年度の調査は以下のとおりである。

第 1ブロック

*本調査

[平成21年度]

名   称  松江城下町遺跡 (殿町191-13外 )発掘調査… (報告書 第 1ブロックla・ lb。 lc区 )

所 在 地  松江市殿町191番地13外

調 査 期 間  平成21年7月 1日 ～平成21年 12月 31日

調 査 面 積  全調査面積333∬

調査 1区調査面積214面

調査2区調査面積77∬

調査3区調査面積42面

調 査 指 導  島根県教育委員会 文化財課 企画員 池淵俊一

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

調査員 柚原恒平、調査補助員 田中基次

作業員 犬山孝昭、岩上和輝、小川春江、門脇祐介、木村司、小松原茂、齋藤幸夫、船越律、

吉川毅

遺物整理員 細田順子

*立会調査

[平成20年度]

遺 跡 名  松江城下町遺跡 (殿町198-2外 )

調査主体者  松江市教育委員会 文化財課

飯塚康行、後藤哲男、川上昭一、佐々木紀明、小山泰生、金森みのり、高橋真紀子、宮本亜希子

[平成21年度]

遺 跡 名  松江城下町遺跡 (殿町191-13外 )



調査主体者  松江市教育委員会 文化財課

飯塚康行、後藤哲男、川上昭一、徳永隆、小山泰生、高橋真紀子、宮本亜希子

遺 跡 名  松江城下町遺跡 (殿町191-13外 )

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

調査員 石井悠、柚原恒平、調査補助員 北島和子、清水初美

[平成22年度3

遺 跡 名  松江城下町遺跡 (殿町191-13外 )

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

調査員 中尾秀信、調査補助員 清水初美

第3ブロック

*本調査

[平成18年度]

名   称  松江城下町遺跡 (殿町345-1外)発掘調査… (報告書 第3ブロック1区)

所 在 地  松江市殿町345番地1外

調 査 期 間  平成18年8月 18日～平成18年 10月 2日

調 査 面 積  68∬
調 査 指 導  島根県教育委員会 文化財課 文化財保護主任 勝部智明

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

調査員 江川幸子、調査補助員 大森義和

作業員 角田ミヤコ、田中和美、秦岡彬、細田勇治、細田信子、吉岡永子

遺物整理員 川上登志江 善家幸子

[平成20年度]

名   称  松江城下町遺跡 (母衣町40外)発掘調査… (報告書 第3ブロック3a区・3b区 )

所 在 地  松江市母衣町40番地外

調 査 期 間  平成20年9月 1日 ～平成21年3月 18日

調 査 面 積  全調査面積300∬

調査1区調査面積79面

調査2区調査面積221面

調 査 指 導  広島県三次市立奥田元宋・小由女美術館 館長 村上勇

島根県教育委員会 文化財課 企画員 池淵俊一

島根県古代文化センター 専門研究員 西尾克己

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

調査員 石井悠、調査補助員 福光龍治、清水初美

作業員 青山克忠、伊藤俊和、岩上和輝、大国徳則、小川真由美、門脇祐介、金森まゆみ、

木村司、中村道夫、中村勇一、原英誉、船越律、山本孝明、山本守

遺物整理員 石倉紀子、高尾万里子

[平成21年度]

名   称  松江城下町遺跡 (母衣町40外)発掘調査… (報告書 第3ブロック3b区 )

所 在 地  松江市殿町347番地2外

調 査 期 間  平成21年6月 1日 ～平成21年6月 26日

調 査 面 積  35�
調 査 指 導  島根県教育委員会 文化財課 企画員 池淵俊一

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

調査員 石井悠、調査補助員 北島和子

作業員 石川秀人、犬山孝昭、門脇祐介、齋藤幸夫、船越律、中村道夫、吉川毅

名   称  松江城下町遺跡 (母衣町344外)(調査1区)発掘調査… (報告書 第3ブ ロック2b区 )

所 在 地  松江市南田町344番地外

調 査 期 間  平成22年2月 16日～平成22年3月 23日

調 査 面 積  70訴



調 査 指 導  国立大学法人島根大学 総合理工学部 地球資源学科 准教授 酒井哲弥

島根県教育委員会 文化財課 企画員 池淵俊一

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

調査員 廣濱貴子、調査補助員 渡邊真二

作業員 安達福、木村司、仁島陽子、野津喜代美、野津益男、原英誉、船越律、

遺物整理員 竹田奏絵、仁島陽子

[平成22年度]

名   称  松江城下町遺跡 (殿町344外)(調査2区)発掘調査― (報告書 第3ブロック2a区 )

所 在 地  松江市殿町344番地外     
´

調 査 期 間  平成22年4月 1日 ～平成22年7月 13日

調 査 面 積  全調査面積154∬

調査1区調査面積70面

調査2区調査面積84だ

調 査 指 導  国立大学法人島根大学 総合理工学部 地球資源学科 准教授 酒井哲弥

島根県教育委員会 文化財課 企画員 池淵俊一

霙 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

調査員 柚原恒平、調査補助員 小山泰生

作業員 犬山孝昭、小川春江、小川真由美、門脇祐介、原英誉、船越律、吉川毅

[平成23年度]

名   称  松江城下町遺跡 (母衣町45外)発掘調査― (報告書 第3ブロック5区 )

所 在 地  松江市母衣町45番地外

調 査 期 間  平成23年7月 28日～平成23年9月 13日

調 査 面 積  32面
調 査 指 導  島根県教育委員会 文化財保護主任 松尾充晶

島根県立三瓶自然館サヒメル 学芸員 中村唯史

実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

調査員 廣濱貴子、調査補助員 宇津直樹

作業員 木村司、原英誉、中村道夫、中村勇一

[平成24年度]

名   称  松江城下町遺跡 (母衣町44外)発掘調査… (報告書 第3ブロック4区 )

所 在 地  松江市母衣町44番地外

調 査 期 間  平成24年5月 14日～平成24年7月 25日

調 査 面 積  132面

調 査 指 導  島根県教育委員会 文化財課 企画幹 今岡一三
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松江城下町遺跡 (母衣町80-3外 )



実 施 者  財団法人松江市教育文化振興事業団 埋蔵文化財課

調査員 中尾秀信、調査補助員 清水初美

[平成24年度]報告書作成業務

作 成 期 間  平成24年 4月 1日 ～平成25年3月 30日

調 査 主 体  松江市教育委員会
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真、金属製品におけるX線写真にあたっては、島根県立古代出雲歴史博物館の協力をいただいた。

10.出土遺物のうち文字資料の判読については、内田文恵氏 (松江市教育委員会 文化財課 史料編纂室 編纂官)の ご教

示を得た。
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て感謝の意を表 したい (敬称略、五十音順 )。
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12.本書に記載した遺物の復元・実測・浄書・整理、遺構の浄書は、以下の者が行った。

石倉紀子、金坂昇、木村由希江、高尾万里子、千代田絵美、藤原智美

13.本書の執筆・編集は松江市教育委員会文化財課の協力を得て、園山が行った。

14.本書における土器区分・分類・編年は以下を参照した。

陶磁器編年 :『九州陶磁器の編年一九州近世陶磁学会10周年記念―』九州近世陶磁学会 2000年
15。 本書における方位は、平面直角座標北を示 し、座標値は世界測地系に準拠 した平面直角座標系第Ⅲ系の値である。

また、レベル値は海抜標高を示す。

16.本書における遺構記号は以下のとおりである。

SA=塀・柵 SB=建物 SD=溝 SE=井戸 SK=土坑 SP=ピット SX=不明遺構

なお、遺構番号は、調査時に設定 したものを報告書作成にあたり調査区毎に種別の番号を振 り直した。

17.本調査及び立会調査における「土層の色・質」は、調査時の記載をそのまま使用している。

18,遺物の部位名称は、右記の図を参照。

19.掲載した遺構図の縮尺については、各図に縮率とス

ケールを明記した。掲載した遺物の実測の縮率は、原

則、陶器 。金属製品・石製品・ガラス製品は1/3、 木

製品・瓦は1/4、 銭貨は1/2と する。例外としての縮

率は、遺物脇に明記した。

20.遺物観察表における法量の内、「>Jは最大残存部の

数値を示す。

21.出土遺物集計表および本文中の遺物数は破片数を 1イ固

とカウントした。また、動物遺存体種別一覧表・出土遺物組成表・出土遺物一覧表は、非掲載遺物を含めた数量で

ある。なお、非掲載遺構から出土 した遺物については、調査時に設定した遺構名をそのまま記載した。

22.出土遺物、実測図および写真等の資料は、松江市教育委員会において保管している。

23.平面図関係は、島根県松江県土整備事業所の工事図面を浄書し、航空写真は同事務所から提供されたものを使用した。
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3.33a区 第 1面 SK02調査状況 (北から)

3-3区

1.33b区 西側第 1面 (東から)

2. 3-3b区 東側第 1面 (東から)

3-3区

1 33b区 第 1面 石組水路 1・ 礫敷 1(東から)

2 33b区 西側第 1面 (北から)

3-3区

1.33b区 建物土台2(東から)

2.33a区 土留め遺構 1(北東から)

3-3区

1.33a区 第2面 壁状遺構 1

2.33a区 第2面 建物土台1(西から)

3-3区

1. 3-3b区 東側第2面 (東んヽら)

2.33b区 第2面 石垣 1(北から)

3-3区

1.33b区 第2面 石垣1(北から)

2. 33b区 第2面 石垣1(西から)

3. 3-3b区 石垣と杭

写真図版目次

図版16

図版17

図版18

図版20

図版21

図版22

図版23

図版24
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図版32 3-3区                                        図版42 3-5区

1.33b区 第3面 SK05。 SX01(南から)           1.調 査前手前通路は城山北公園線 (南東から)

2.33b区 第3面 SK05完掘状況 (南から)           2.ト レンチ内石積遺構 (北から)

3.3-3b区 第3面 SX01土層断面 (北壁)           3.第 1面 (南から)

図版43 3-5区

図版33 33区                            1・ 第2面 植栽痕 (南から)

1.3-3 b tt SX02検 出状況 (北西から)            2.第 2面 植栽痕

2.3 3 b tt SX02調 査状況 (南から)             3.第 2面 植栽痕完掘状況 (北から)

3.33b区 第3面 SX02土層断面           図版44 35区

図版34 33区                             1・ 第3面 SK01完掘状況 (東から)

1.33b区 ウラジロ検出状況 (西から)            2 SK01土 層断面 (西壁)

2.33b区 ウラジロ検出状況 (東から)            3.第 3面 SK01土層断面 (北壁)

図版35 33区                         図版45 35区
1.33b区 ウラジロ検出状況 (ト レンチA狼

´
)        1 第4面 SD01・ 02検出状況 (北から)

2.人骨出土状況                       2.第 4面 SD01・ 02調査状況 (北から)

図版36 3-4区                                       図版46 3-5区

1.調査前道路は城山北公園線 (南から)            1.第 4面 SD01土層断面

2.第 1面 SA01(西から)                   2.第 4面 SD02土層断面 (西壁)

3.第 1面 SK01完掘状況 (東から)               3.第 4面 SD02遺物出土状況

図版37 34区                         図版47～ 49

1.第 1面 SK02完掘状況 (南から)              1-1区 出土遺物

2.第 1面 石積土坑1(南東から)           図版50～ 53

3。 第1面 石積土坑1(東から)                32区 出土遺物

図版38 34区                         図版543-2区 、3-1区、33区出土遺物

1.第 1面 石積土坑2検出状況 (東から)        図版55～ 62

2.第 1面 石積土坑2(東から)                3-3区 出土遺物

3.第 1面 石積土坑2(北から)           図版63～ 66

図版39 34区                             34区 出土遺物

1.第2面 (西から)                 図版673-5区 出土遺物

2.第2面 調査状況 (南西から)               鉄製品X線写真

3.第2面 植栽痕                      33区 近現代遺物

図版40 3-4区                            MJR240出 土遺物

1.第4面 SK03・ 04調査状況 (東から)        図版68 動物遺存体 哺乳類1(イ ヌ)

2.第 4面 SK03・ 04完掘状況 (南西から)       図版69 動物遺存体 哺乳類2(イ ノシシ・ネコ。海獣類)

図版41 34区                        図版70 動物遺存体 鳥類

1.第4面 SK03土層断面               図版71 動物遺存体魚・貝類

2.第 4面 SK04完掘状況 (東から)          図版72 動物遺存体 解体痕のある骨

3.I層検出状況 (北から)



第 1節 調査に至る経緯

第 1章 調査に至る経緯

第1節 調査に至る経緯

松江城の大手前から南田町に向かう大手前通り (主要地方道松江鹿島美保関線の一部及び県道本庄福富

松江線の一部)は、現在すでに4車線化されている宍道湖大橋と国道485号 (通称 :く にびき道路)を結

ぶ松江市内循環線の一部として東西を結ぶ重要 /1-幹線となっている。島根県では、殿町から学園南の国道

485号 (く にびき道路交差点)までの1,040m区間を「3.330都市計画道路 城山北公園線」として車道4

車線化と両側5mの歩道を整備することとした (第2図 )①

これに伴い、松江市教育委員会は、事業に先立って、用地買収の完了した地点から試掘調査を実施し、

遺跡の確認された地点については文化財調査を行うこととした。調査対象地は、東西全長620m、 城山北

公園線北側への拡張は10～ 13m、 同線南側への拡張は4～ 7mである。

遺跡名は、松江城下町遺跡の後の ()内に町名と代表番地を付し、松江城下町遺跡 (調査地の地番)と

呼称した。

本発掘調査は、平成18年度から団松江市教育文化振興事業団埋蔵文化財課が、まとまった調査地が確

保できた場所から実施した。しかし、範囲が狭小な場所や民家や商店の前については、出入り口をふさい

で長期にわたる本発掘調査を行うことは不可能であり、共同管、上・下水管、ガス管の埋設など、掘削が

伴う工事にあたっては立会調査で対応することとした。

第1図 調査位置図 (1:25′000)
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第 1章 調査に至る経緯

立会調査については、松江市教育委員会で実施 していたが、遺構の密度が高 く対応不可能 と/A― り、平成

20年度から団松江市教育文化振興事業団埋蔵文化財課への委託で実施 している。

第 2節 調査 の手法

調査地は建物が密集する市街地中心にあることから、調査には非常に多くの制約を伴った。本発掘調査

は、基本的に矢板は打設せず、官民境界部分と車道との間に緩衝帯を設け、安全勾配を確保しながら掘り

下げた。但し市街地であるため狭小な調査区が多く、水道管・ガス管等の保全や進入路の確保および廃土

処理の必要等から、調査区を細分して実施した。また、複数の年度にわたる調査地もあった。そのため、

遺構や土層の連続しない箇所が生じる部分もあり、遺構面の整合性や遺構および土層の検証を困難にさせ

る要因ともなった。

表土及び撹乱層の掘削は重機を用い、その後人力で掘 り下げながら遺構の検出に努めた。立会調査につ

いては、遺構が検出されれば工事を中断し、可能な限り遺構と土層の観察、記録を取るよう努めた。遺物

――一_‐狂聖

第2図 調査区配置図 (1:5′ 000)
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第2節 調査の手法 。第3節 報告書作成について

は基本的には、重機で掘 り上げられた土を選別しながら取 り上げた。

測量は、 トータルステーションを用い、必要に応じて遣 り方測量・平板測量を併用した。断面図はレベ

ルを用い手作業で計測を行っている。

写真撮影は、35mm・ 120mmリ バーサルフィルムとモノクロームフィルム及び一眼レフデジタルカメ

ラを用いて行った。

第 3節 報告書作成工程

現地調査においては、用地買収が完了した場所から調査を実施しているが、発掘調査の報告にあたって

は、江戸時代の屋敷配置を考慮 して、城山北公園線および南北に縦断する道路を一つの境界 として「ブ

ロック分け」を行い、ブロック毎に調査報告書を刊行することとした。

平成23年度は、「松江城下町遺跡発掘調査報告書 1」 において、第 1工区第5ブロックの同遺跡 (母衣町

68)、 第Hブロックの同遺跡 (南 田町771外 )、 (南 田町52-32外 )、 (南 田町527外 )、 (南 田町521外 )

の本調査とそれぞれのブロックの立会調査について報告した。

本報告書は、第 1・ 3・ 4ブロックの報告であるが、用地買収等の都合により、第 1ブロックの東半分と

第3ブロックの一部に未調査地が残っている。これらの調査地については今後改めて調査を実施する予定

である (例言5を参照 )。 なお、第 1工区第6・ 7・ 8・ 9・ 10・ 12ブロック、および第2工区については、

平成25～ 27年度にかけて計画的に刊行する予定である (第3図 )。

帰1屯 1 島根ふるさと館1江
市
道
母
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母
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大
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線

・
← 城 山 北 公 園 線 →

道

４
３
「
号
線

・

島

根

県

民

会

館

第3図 第1正区報告書刊行状況模式図

■■1本報告書掲載

囲田国報告書刊行済
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第 2章 遺跡の位置と周辺の歴史

第 2章 遺跡の位置と周辺の歴史

第1節 地理的環境

松江城下町は、島根県東部の松江平野中央に位置する。北に島根半島が、西に宍道湖、東に中海が広が

る。本遺跡は、原始時代、外海とつながっていた宍道湾が形成した砂州および中国山地・島根半島から流

れ出る河川によって作られた沖積地に立地する。宍道湖周辺部は標高が低い低湿地であった。遺跡のあり

方に影響を与えるよう/8-大きな変化として、出雲平野を西流して外海に注いでいた「斐伊川」が江戸時

代の寛永年間(1624～ 1643年)に東へ流れを変え、宍道湖に注ぎ込むようになったことが挙げられる。当

然、宍道湖の水位は上昇したと考えられ、低湿地に位置する松江城下町にとってその影響は軽微ではな

かったと推測される。

日 本 海
また、城下町が形成された松江平野は、大雨や河

川の氾濫等に起因する洪水に幾度もみまわれていた

ことが文献から窺える。近年の松江城下町遺跡発掘

鳥取県
 調査成果から、江戸時代を通 して大規模な屋敷地造

|1大中
、々
 成を数回行っていることや、江戸時代から現在まで

|

高ヽ山県 の間に、平均約15mの嵩上げ造成を行っていたこと

中国山地

ｒ
ｉ

ノ
イ
‐

0 1コ ′500ィOOO EOkm

が明らかとなっている。こうした造成を行い、洪水

などの災害に対処していたものと思われる。第4図 松江周辺の主要河川

,■

ミ
∵r.

松江城周辺の航空写真(1947年 11月 3日撮影 :国土地理院)
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第2罰 周辺の歴史的環境

第2節 周辺の歴史的環境

1.城下町建設以前の松江

松江城下町遺跡が位置する平野中央部には周知されている原始・古代の遺跡は少なく、沼や浅い湖が残

る湿地帯が広がっていたものと思われる。中世の遺跡は少ないが、宋銭や明銭などの渡来銭のほか、長さ

44cmの脇差が一振り出土したコゴメダカ山遺跡(16)、 15～ 16世紀代の石敷基壇や宝医印塔が出土した二

反田古墓(17)、 多くの柱穴が検出され、掘立柱建物跡の覆土から12世紀頃の白磁碗や褐釉四耳壺とともに

土師器のイや皿などが出土した中竹矢遺跡(20)、 また、丘陵頂部につくられた古墓や五輪塔とともに備前

系焼締陶器の壷が出土した袋尻遺跡群(24)な どが散見される。

戦国時代になると月山富田城 (安来市広瀬町)を拠点とする尼子氏の出雲支配によって、軍事的観点か

ら丘陵上に城が築かれる。雲芸攻防戦の舞台となる、荒隈城(8)。 満願寺城(9)・ 白鹿城(14)・ 和久羅山城

(19)・ 茶臼山城(21)な どが点在する。この頃の出雲国の政治・経済的中心地は、月山富田城下にあった。

Ⅲ
、

■フィメ

1松江城下町遺跡 (第 1ブ ロック)

2松江城下町遺跡 (第 3・ 第4ブ ロック)

3松江城
4松江城下町遺跡

(殿町287番地・279番地外)

5舎人遺跡
6松江藩主松平家墓所
7荒隈城跡
8荒隈城跡 (小十太郎地区)

9満願寺城跡
10薦津殿山城跡
11石在経塚
12山槙経塚軍
13高 つぼ山城跡
14白鹿城跡
15子 白鹿城石
16コ ゴメダカ山遺跡
17二反田古墓

第5図 周辺の主な遺跡位置図

18稲葉城跡
19和久羅山城跡
20中 竹矢遺跡
21茶臼山城跡
22黒田畦遺跡
23出雲国造館跡
24袋尻遺跡群
25床几山
26布志名焼窯跡群
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第2章 遺跡の位置と周辺の歴史

関ケ原の戦い後、慶長5年(1600年 )、 出雲・隠岐両国を拝領 した堀尾忠氏が遠江国浜松 (現 :静岡県浜

松)か ら月山富田城に入城する。しかし、堀尾氏はわずか3年後の慶長8年 (1603年 )、 幕府から城地移

転の許可を得る。この城地移転については様々な理由が考えられるが、月山富田城が典型的な中世の山城

であり、鉄砲攻撃などに対応できない軍備上の問題を抱えることや、兵農分離後の近世城下町にそぐわな

い狭小な城下、物資輸送機能の脆弱さや、領地の東端に位置するという統治上の問題があったことなどが

挙げられる
1。

そして、新たな城地の候補地として、直線距離にして約 1 7km北西に位置する末次 。白潟を

含めた松江周辺を選定し、城下建設移転が行われる。

古代から中世にかけては大橋川を挟んで北の末次地域には東西方向の砂州が、南の白潟地区には南北方

向の砂州が、宍道湖の沿岸流によって形成されていた。「末次」の名は『出雲国風土記』に記載されてい

る須衛都久社に由来する。戦国時代には末次氏が治めており、末次荘内には末次城 (位置は松江城のある

亀田山と推定されている)が築かれていた。また、永禄6年 (1563年)に末次氏が毛利氏から末次森分や

市屋敷をあてがわれていることから、末次荘内に定期市が立つ市場集落が形成されていたと思われる
2。

「白潟」は『雲陽大数録』によると、周辺に家もなく白砂であったことから“白潟“と言うようになったと

され、中世の大橋川沿岸には港湾を示す「津」「潟」の地名が見られる。中国明代の著書『壽海図編』 (明

の嘉靖41年 :1562年 )には出雲地方の港湾の一つとして「失呵焙町 (白潟)」 の名があり、日本海から

宍道湖内奥部に至る水運ルー トの重要な港湾であつたと思われる
3。

また、毛利氏が河村又二郎なる人物

を白潟・末次の磨師・塗師・輪師などの司に任じていることから、末次・白潟に商人や職人の集団が存在

していたものと思われる。「末次」「白潟」の周辺にも5名 (村)「奥谷 。菅田 。中原・末次・黒田」があつ

たとされ、この5名は家屋が点在する村落であったと思われる。

このように開府以前に市場機能・流通機能 。生産機能を兼ね備えた集落が存在していたことが、堀尾氏

がこの一帯に城下町を建設することを決めた理由の一つと考えられる。

との移り変わり齢 え氏・京極氏・松平氏の出雲国統治)2.城下町の形成と松江藩:

城下町の建設は、早世した忠氏の遺志を受け継いだ父吉晴の主導のもとに進められ、慶長 13年 (1608

年)に富田から松江への移城が行われている
4。

城下町の形成にあたり、まず、城下の東側・南側に広がる湿地を埋め立て、地盤を強固にする造成の必

要があつた。造成土には、築城や堀を掘った際に排出した土を使い、地盤を固めて家臣の屋敷地とした。

町の構造は、城郭の周囲に上級 。中級の家臣団の屋敷地を配している。その外側に町人地を配置し、さら
かぎがた ろ

にそれらを取り囲むように寺社や下級の家臣団の屋敷地を配置している。また、城下の要所には鍵型路、

袋小路、勢溜等の防御施設を配置して城の守りを固めている。

堀尾氏は33年間出雲 。隠岐国を統治し、松江城下町建設の基礎を築いたが、忠晴に嗣子無 く二代で断

絶となった。

寛永H年 (1634年 )、 若狭国小浜 (現 :福井県小浜)から出雲へ入国した京極忠高が松江藩主となるが、

寛永 14年(1637年 )に逝去、一代で断絶となる(半年後に播磨国龍野6万石で再則 。忠高は、わずか3年余

りの統治であったが、その間に治水工事や殖産興業を行うなど、その治績は大きかった。

-6-



第2節 周辺の歴史的環境

寛永 15年(1638年 )、 信濃国松本 (現 :長野県松本)か ら入国した松平直政が松江藩主となり、明治維

新を迎えるまでの233年間、松平氏十代にわたり藩政は続いた。

本報告書で記載する時期区分については、下記の表 1に示すよう設定した。ただし、堀尾期についての

時期区分は、下記の表では堀尾氏が出雲・隠岐両国を拝領 した1600年を統治の開始時期としたが、松江

城下町遺跡発掘調査においては、堀尾氏が松江城築城・城下町建設を開始したとされる1607年から断絶

する1633年までの期間を使宜的に堀尾期とした。

表1 時期設定と松江藩主の変遷

第6図 松江藩主の系図と家紋(藩史大辞典をもとに一部改変し作成)

※堀尾氏が広瀬から松江へ移つたのは1608年 である
5

堀尾家 (外様) 京極家 (外様) 雲州松平家 (親藩)

堀郭
「
雑電逹

分銅(法馬)紋

■■■
■■■

六つ目結紋

■
■

撒

■
■

晦

４ヽ若
離
岬
ら
↓
京
極
駐
献

廻
三つ葉美

然
珈

裁
偲
‐７
漑
雛
‐８
丸
ほ
卜
鶏
封
―，ｏ
森
磐

離
椛
瀬
ら
↓

松
平
藤
喋
１２
靴
隊
ｌｅ
靴
燃
１４
乱
選
情
致
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第 2章 遺跡の位置と周辺の歴史

3。 明治以降の城下町

松江藩は、明治4年 (1871)の廃藩置県で松江県を経て島根県となる。明治22年 (1889)に松江市政が始

まり、県庁所在地として発展し現在に至る。明治時代に入り、それまでの武家地は、そのまま公共施設に

利用されたり、細かく短冊状に分筆されたりして屋敷地は改変していく。しかし、現在でも通りや路地、

かぎがた ろ

外堀、内堀、鉤型路等が残っており、江戸時代の町割 りの面影を見ることができる。

表2 松江とその周辺に関わる略年表

和暦 西暦 松江とその周辺に関わる出来事 主な出来事

永禄 3 尼子晴久逝去 桶狭間の戦

永禄 9 富円城開城 尼子義久・秀久・倫久らが毛利元就に降伏

元亀 2 尼子氏 出雲より撤退

慶長元 宍道湖があふれ、末次は 1村すべて亀田山に避難する

慶長 5 堀尾忠氏、徳川家康から出雲・隠岐両国 24万石を拝領 し、

父吉晴≧共に広瀬の富田城に入る

関ヶ原の戦

慶長 9 1604 堀尾忠氏逝去、吉晴が孫忠晴を後見する

慶長 12 松江城の築城開始、城下町の造成が始まる

慶長 堀尾吉晴、広瀬から松江へ移る

慶長 6月 堀尾吉晴逝去、松江城完成、城下町が形成される

この頃、末次 。白潟の 1郷をあわせて 「松江Jと 称す

寛永 10 堀尾忠晴逝去、堀尾氏嗣子なく断絶する

寛永 11 1634 て進 葱管、徳川家光から出雲・隠岐両国 26万 4千 2百石を

拝領 し、若狭国小浜より出雲へ入国

寛永 斐伊)||が 氾濫 し、宍道湖に流路を変える。この頃、斐伊川に

「若狭土手」を築き、鉄流しを認める

寛永 忠高、石見銀山を幕府から預かる 天草 。島原一揆

寛永 14 京極忠高逝去、京極氏嗣子なく断絶する

寛永 15 松平 直政、徳川家光から出雲国 18万 6千石を拝領 し(隠岐

国は預 り地)、 信濃国松本より出雲へ入国

寛文 6 広瀬藩 (3万石)と 母里藩 (1万石)を分藩する

延宝 7 倉崎権兵衛が楽山焼を始める

正徳元 石橋町より出火、石橋、奥谷、北田町延焼

安永 9 布志妬焼、藩窯となる

明治 2 松平定安、藩知事に任命される 版籍奉還

明治 4 松江 。広瀬・母里の 3県を合併し、島根県となる 廃藩置県

明治 22 松江市誕生
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第2節 周辺の歴史的環境

4.絵図等 に見 る調査地点 の変遷

城下町の建設は城の築城と並行して行われた。堀尾期 (1607～ 1633年)の町割 りは城の周囲に内堀を

廻らせ、外堀に囲まれた地区を「内山下」 (現在の殿町・母衣町にあたる)と呼び、武家地の中心地とし

た。東側内堀沿いと内山下の入り日となる京橋北詰には防衛のための勢溜が作られ、そこから大手前へ抜

ける道筋に鉄砲衆をもつ重臣が配置されていることから、重要な道であったことが考えられる。また、松

江城大手前から東西に延びる城山北公園線 (通称 :大手前通)は、当時も今も重要な幹線道路であったと

考えられる。

内堀を挟んで、城の東側には家老屋敷が置か

れ、殿町は1000石以上の重臣が多 く居住する区

域である。特に松江城下町遺跡 (殿町19113外 )

が位置する第 1ブ ロックは重臣の屋敷が並んでい

た。また、母衣町は殿町の東に位置 し、500～

1000石の比較的上級の武士が居住する区域であ

る。外堀沿いに重臣の邸宅が数件配置されてい

る。松江城下町遺跡 (殿町344外 )、 (殿町343-

2)、 (殿 町345-1)、 (母衣町40外 )、 (母衣町44

外)、 (母衣町45-3)、 (母衣町45外)が位置す

る第3ブロックと大手前通南沿いの第4プロック

は500～ 1000石級の中級家臣の屋敷が大手前通

に面したところに配置され、 100～ 500石級の家

臣がその周辺に多く居住する (第7図 )。

京極期 (1634～ 1638年)の町割は、基本的に堀

尾期の町割を踏襲するが、三之丸の補修など若千

の手が加わっている (第8図 )。

第7図 堀尾期松江城下町絵図 (江戸初期)

島根大学付属図書館蔵

1    ~歯

第8図 京極期松江城下町絵図 (寛永年間)丸亀市立資料館蔵
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第2章 遺跡の位置と周辺の歴史

松平期 (1638～ 1871年)になると町割に大き

な変化はないが、堀の改修などとともに屋敷地の

改変が行われるようである。特に堀は、京極期ま

で四十間 (約72m)あったとされる四十間堀も一

部を除いて狭 くなり、深さを深 くしている。同様

に塩見縄手の堀や三之丸南側の堀、京橋川も底を

浚えて深くしている (第9図 )。

絵図からみる道路幅員は、第 1ブ ロックの南側

の東西道路 (大手前通)が 5間 2尺5寸 (10.5m)、

西側の南北道路が4間4尺 (9m)の規模 となって

お り、 第3ブ ロックでは南側の大手前通 。西側

の南北道路 ともに5間半 (10.7m)の規模で、側

溝幅は南側・西側共に2尺 (0,6m)と なっている。

明治維新後、城下町の解体が進む。明治6年

(1873年)の松江市三分間図では、屋敷地が分筆されたり、官公庁用地や町屋へと変貌していく様が窺え

る (第 10図 )。

重臣の屋敷地が並んでいた第 1ブ ロックも分筆されていくが、松江城下町遺跡 (殿町19卜 13外)の位

置する屋敷地付近は細分されず、官公庁用地となる。昭和37年 (1962)とこ松江市消防署が開所し、現在

は「島根ふるさと館」の駐車場部分にあたる。第3ブロックのうち、松江城下町遺跡 (殿町343-2)、 (殿

町344外)、 (殿町345-1)の 位置する屋敷地は、西側の道路側を間口として東西に長い、いわゆる「うな

ぎの寝床」状の地割 となっている。また、松江城下町遺跡 (母衣町40外 )、 (母衣町44外 )、 (母衣町45-

3)、 (母衣町45外)の位置する屋敷地と大手前通

南沿いの第4ブロックの調査地付近は、大手前線

側を間日として南北に長い地割となっている。こ

の敷地割は、城山北公園線工事着工前の現代宅地

割ともほぼ一致するものである。

松尾寿『松江ふるさと文庫5 城下町松江の誕生と町

のしくみ―近世大名堀尾氏の描いた都市デザインー』

松江市教育委員会 2008年

山根正明『松江ふるさと文庫6 堀尾吉晴―松江城ヘ

の道―浜松、冨田、松江、城普請の軌跡―』松江市教

育委員会 2009年
岡宏三「中世のプレ松江」『松江藩の時代』山陰中央

新報  2008年
「堀尾古記」『新修島根県史』島根県1968年

4と 同じ

第10図 松江市街三分間図 (明治 6年)

広島大学何属図書館蔵

第9図 松平期松江城下町絵図 (江戸後期)

島根大学付属図書館蔵
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第 1節 調査の概要

第 3章 調査の概要と基本層序

第1節 調査の概要

本調査の概要 (第 11・ 12・ 13図 )

本調査としては、第 1ブロックと第3ブロックにおいて調査を行った。第4ブロックにおいては、立会調

査のみ実施している。

第 1ブロックは、市道北田大手前線と主要地方道松江・鹿島・美保関線にはさまれた城山北公園線沿い

の北側部にあたる。東西長約 120mの 区画である。松江城の東に隣接し、道路を挟んで西側には松江城大

手前駐車場があり、南側には島根県民会館が建っている。この区画のほぼ中央に南北に小路が走る。11

区はこの小路の西側で、現在の島根ふるさと館前に位置する。調査にあたり、進入路の確保および上下水

道管・ガス管等の保全の必要から調査区を3区画に分け、平成21年度に調査した (1-la。 1_lb・ 1 lc区 )。

第3ブロックは、主要地方道松江 。鹿島・美保関線と市道母衣南北線にはさまれた城山北公園線沿いの

北側部にあたる。東西長約 100mの 区画であるが、西半分は殿町、東半分は母衣町にあたる。

西側交差点の角地にあたる31区は、城下町遺跡の調査としては最初の調査地であり、平成18年度に調

査した。その北側に位置する3-2区は、平成21～22年度に調査区を2分割して調査した (3-2a・ 32b区)。

第2ブロック

第11図 本調査区配置図 (1:2′ 500)

一
「

第1ブロックー

壻 四
川遊貰船乗堀

島根県員会館

赤褻
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第3章 調査の概要と基本層序

ブロックの中央部に位置する33区は、平成20～ 21年度に調査区を4分割 して調査した。また、平成23年

度に東側交差点の角地にあたる35区 とその西に隣接する3-4区を調査 した (各調査区の調査面積 。調査

期間の詳細は例言を参照)。

本調査での遺構面数は、それぞれの調査区の試掘調査の成果に基づき、人為的な整地層や遺構の掘り込

まれた層位をもとに認定した。また、本調査中の壁面や トレンチでの土層堆積状況を観察しながら遺構面

の検出に努め、必要に応じて面数を追加している。この遺構面をそれぞれ上から順に「第 1面」、「第2面」

と呼称 したが、調査区間で同一呼称面の時期が一致するものではない。なお、本遺跡では度重なる造成や

掘削、遺構の重複などにより、掘り込み面が確認できない遺構が多いことから、遺構検出面として表し、

時期は個別遺構の文中で示した。

出土遺物量は、第 1ブ ロックの卜1区がコンテナ (34× 54× 15cm以下同)47箱、第3ブロックの31区

がH箱、3-2区が67箱、33区が102箱、3-4区が22箱、35区が12箱の合計261箱である。

現在の地表面直下は、一様に撹乱を受けている。これは、武家屋敷が解体されて以降、現代に至るまで

の造成や掘削によるものである。撹乱および近現代層出土遺物は、表91～ H21こ集計 し、必要な遺物に

ついては個別に図示した。

なお、本文中に図示した遺物のうち、遺構面出土遺物は、その面で検出した遺物であり、混入も含まれる。

立会調査の概要 (第 12・ 13図 )

立会調査は、上下水道や電線共同溝工事などが対象となっている。工事の進捗状況位により重複する箇

所があるが、遺跡確認の試掘調査を含め、第 1ブ ロックで14カ 所、第3ブロックで19カ所、第4ブロック

X-58,050

殿町191-13外

All」 R483

190

All」 R169
T2

は未報告調査範囲

赤字は遺跡名を示す

0              1:1000           50m

第12図 第 1ブロツク調査区配置図 (1:1′ 000)
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第 1節 調査の概要。第2節 基本層序

で22カ所の合計55ケ 所を平成18年度～23年度に調査した。また、平成24年度分としてはMR329のみ掲

載した (詳細は表 H3～ H5を参照)。

遺物に関しては、工事中の掘削排土中からの出上で出上位置 。標高が不確定であり、遺構内および包含

層遺物として扱うことができないため、重要遺物のみ掲載した。ただし、近世 。近現代遺物が多数出上し

ている (コ ンテナ23箱)こ とから、数量は集計した (表 H6～ 118)。

第 2節 基本層序

松江城下町は、嵩上げ造成によって現在の生活面の高さとなっており、殿町・母衣町の県道城山北公園

線沿いで標高約 19～2.Omを 測る。造成土の厚さは第 1ブロックで1.2m前後、第3ブロックで1.6m前後を

測る。以下、これまでの城山北公園線沿線の発掘調査で認識されている基本的な層序の概観を説明する

(第 H・ 14図 )。

城下町造成以前の旧地表面には、黒褐色～暗褐色系の粘質土が広範囲に堆積しており、検出される標高

は松江城に近い殿町側 (A地点)で高く (標高約0,8m)、 東の母衣町側 (B地点)で低い (標高約0.4m)。

基本的には自然堆積の腐食土層であり、0.2～ 0.3mの厚さで堆積している。形成された年代は分かってい

ないが、低湿地の環境下で形成されたものと考えられている。城下町を調査する上での鍵層であり、以

下、黒褐色～暗褐色系の粘質土を I層 として表記するが、松江城に近い微高地では I層の下に砂礫層が堆

積することから砂質度が高 く、母衣町では砂礫を含まず粘性の強い状態の場所もある。この下には自然

堆積層の灰色細砂層 (以下 Ⅱ層)があり、さらに下の青灰色粘質土層 (以下Ⅲ層)へ続 く。Ⅱ層とⅢ層の間で

は、水生生物の生痕が観察できる場所もある。

母衣町40外 母衣町45外 MJR25o
MJR215

MJR213
母衣町44外 IM」R2平

殿町3451外
MJR31＼ MJR252 MJR251 AnJR219
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０

〇ヽ
∞
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〇
蛉
り
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背肺
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第3章 調査の概要と基本層序

I層上には城下町造成の初期段階の造成土が乗る。この造成上は場所によって多少の相違があるもの

の、先に示した I～Ⅲ層の混合上であり、殿町 。母衣町の遺跡内で広 く確認される土層である。その供給

元としては堀や屋敷を区画する大溝の掘削土が考えられる。以下ではこの造成土をA層 (第 1造成上)と

して表記し、各調査区の土層において、これに比定される層をこの記号で示すものとする。

A層の上にも江戸時代の造成上が厚く堆積している。これらは細かく分層ができるものの、場所により

厚さや土質が様々であり、大火による焼土層もないことから、共通して認識できる鍵層として示すことが

できない。細かい掘 り直しや造成が繰 り返されており、隣接する調査区であってもそのすり合わせが困難

なほどである。A層から上についての土層と遺構面の関係については、それぞれの調査区で詳述すること

としたい。

以上の状況は、これまで調査を行った城山北公園線沿線における現段階での基本層序であり、広い松江

城下町全体について共通する層序とするには結論が出ておらず、今後の課題である。

200m

100m

I

0 00m  i

第14図 基本層序模式図

A地点

撹乱および近現代層

/

A層 (第1造成土)

I層

砂礫層

I層

撹乱および近現代層

江戸時代の造成土

A層 (第1造成上)
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第 1節 第 1ブロックの調査

第 4章 本調査の結果

第 1節 第 1ブロックの調査

第 1ブ ロックは、市道北田大手前線と主要地方道松江・鹿島・美保関線にはさまれた城山北公園線沿い

の北側部である。東西約 120mの 区画にあたるが、東半分は未調査地が残るため、本報告書では平成21

年度に調査した西半分 (11区)の報告となる (第 15図 )。

1.1-1じ至

1)調査の概要と土層雄積状況 (第 15・ 16図 )

調査地は松江城の東側に隣接しており、現在、島根ふるさと館がある駐車場部分にあたる。江戸時代に

は禄高1000石以上の上級武家屋敷地であった。

調査区はこの屋敷地の南側、城山北公園線の北側を調査する形になる。

今回の調査では、既設の水道埋設管等を避けるため、調査区を3区画に分割して調査する必要が生じ

た。遺跡の西端に設定した東西30.5m× 南北70mの鞄囲を卜la区、中央部に設定した東西H.Om× 南北

7.Omの範囲を1 lb区、東端に設定した東西6.Om× 南北7.Omの範囲を1-lc区とし、卜la区から調査を

進め、続いて1 lc区、卜lb区 と実施した。

標高1,9mの路面アスフアルトの下は、土壌改良と思われる厚み20cm前後のコンタリートで部分的に覆

われていた。1 lc区

`Fお

いては調査区南端にガス管等が埋設されており、破損を防ぐためこれを避けな

がら掘り進めた。1 la区 。1 lb区においてはコンクリート塊を含む撹乱のため精査が困難な部分もあっ

た。いずれの調査区も遺構面の大半が近現代の撹乱により消失していた。

曇| X-58′ 050

殿町19113外

M」 R183
MJR209 MJR194

M」 R199

MJR169
T2

は未報告調査範囲
赤字は遺跡名を示す

9         1:11000       510m

第 15図 第 1ブロック本調査区配置図 (1:1′ 000)

〇
い
い
、〇

∞
井

〇
〇
い
、〇

∞
＞
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第 4章 本調査の結果

獅一　　　　的一

獅一　　　　蜘一

1-la区

1-la区

卜la区

B枷

100m

轟墾色宅曇落こ財麿皇長3象≧く含0
黒褐色土 (軟質砂岩を含む)

は遺構埋土

第16図  1-1区 土層断面図 (1:80)
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第 1節 第 1ブロックの調査

松江城下町の基本層序は、自然堆積層である I

層・ Ⅱ層を基盤としている。本調査区では、Ⅱ層

上に自然堆積と考えられる砂礫層が薄く堆積し、

次に黒褐色砂質土が乗ってお り、この上に盛土

(城下町造成土)を施 している。この黒褐色砂質

土は微細な腐食植物やⅡ層ブロックを混合し、撹

拌された様相を示すことから、何らかの人為的な

影響を受けたことが窺え、純粋に自然堆積層と定

義することができない土層であった。しかし、こ

の黒褐色砂質土は、母衣町68番地外 (松江地方

裁判所前)や殿町287番地・279番地 (松江歴史館)な どの発掘調査で確認された I層 (黒褐色粘質土)

に砂礫を多く含んだ土質であり、標高0.8m前後でほぼ水平に堆積 していることから、城下町遺跡の基盤

層として認識されている I層の範疇に入るものとして捉えた。

I層上には、城下町の初期造成土であるA層が0.2～ 0.4m堆積する。卜 la区 において、A層の盛土内で

軟質砂岩を検出した (第 16図斜線部)。 この軟質砂岩は、松江城下町の基盤層をなす、いわゆる「松江層」

と呼ばれる地層を構成するもので、城下町を造成する際の盛土として検出されている。松江城の堀端には

「松江層」が露頭している (上写真)。 本調査区と位置的に近いことからも、堀の掘削土を造成時の盛土と

して利用した可能性が考えられる (図版3-3)。

さらに、A層の上に造成上が積み重ねられていく様相が見られ、 1～2層に大別できた。

1層 は砂礫を多く含む黄褐色砂質土を主体とする。層厚0.3～ 0.5mで、近現代の盛土層である。

2層 は浅黄色～黒褐色砂質土を主体 とし、層厚0,1～ 0.3mで ある。この上面を第 1面 としたが、 1-la

区・ 1 lb区では、撹乱により遺構面が広い範囲で破壊されていた。検出標高は1.5m前後である。形成年

代は、出土遺物から17世紀後半～ 19世紀代と推定される。

A層上面を第2面 とし、検出標高は1.0～ 1.2mである。形成年代は、17世紀前葉～前半代と推定される。

なお、調査を実施 した平成21年当時は城下町遺跡の調査数が少なく、 I層は自然堆積の旧表土層と考

えられていたため、 I層上面まで全面掘 り下げていない。 lc区 において、一部を トレンチ状に I層上面

まで掘り下げたが、遺構 。遺物とも検出されなかったため調査を終了した。

2)第 1面 (第 17・ 18図 )

標高 1.5m前後で検出した遺構面で、2層を基盤とする。 1-la区と1 lb区では撹乱の範囲が広いため遺

構は確認されず、卜 lc区において土坑3基を検出した。

SK01(第 18図 )、 遺物 (第 19図、図版47)

卜 lc区東端部に位置する土坑である。東の調査区外へ広がる。平面形は楕円形をなす。規模は、長軸

1.4m以上、短軸 1.3m、 深さ0,3mを 測る。埋土から多量の瓦破片が出土した。

松江城内堀に露頭 している「松江層」

-17-



第 4章 本調査の結果

出土遺物は、総数150点(総重量11,310gで あ

る.。 材質別では、
・
陶磁器類28点 (陶細 、磁器12、

土師器7)、 瓦M点 (1平80、 丸4)、 未質遺物10点、金

属製―品1点、石製品島隷 1動物遺存体4点、自然遺物1

点、その他20点 (ガラス.:近現代の混入品―)な どで

ある。

第19図 1は鯨 磁器の碗である。れ陶V-1朗。

図化した遺物の年代は13世紀代を
―
示しているが、

図|ヒ し得なかつた幕末期の遺物を含むことから、幕末

鶏の遺構とした。1多量の瓦破片が出土したことから、

廃棄土坑と考えられる.α

＼_

第 19図  1‐lCtt SK01出土遺物|(113)

10 cn

表3.5K01出 4翻 籍

Ｈ
；

挿
署

出上―

位置
材賃 縫 器 形

法  量 ICun)

筆
・雑

生産地 九的編年 備   考

日径 絡 その他

10■1 Sk01 犠器 醜 i4 >3お
職
．鉤 BBM系 V-1 内外1面 :染付 畳付:無紬■波佐見焼

「くらわんか手」1,世経代

SK02(第18図)、 遺物 (第20図、図版4つ

1-lc区中央に位置する土坑である。平面形は不整長円形を|な す。規模は、長軸2.5m、 短軸1盪m、 深

さ012m蒻を測る。主軸は東西方向であると埋土は黒褐色上で、多量の瓦破片が1出上したj

出土遺物は、総数315点、総重量第,648gである。材質別では、町磁器類14点 (陶器6、 磁器4、 土師

第17図 1-1区 第 1面全体図1(1:2001
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第 1節 第 1ブロックの調査

器 4)、 瓦294点 (平293、 丸 1)、 木質遺物 7点などである。

第20図 1は刷毛 目塗 りの肥前系陶器の碗である。2は肥前系磁器の碗である。

図化 した遺物の年代は 17世紀後半か ら18世紀前半を示 しているが、図化 し得なかった幕末期の遺物を

含むことから、幕末期の遺構 とした。多量の瓦破片が出土 したことから、廃棄土坑 と考えられる。

0       1:3      10 cm

2

表 4 SK02出 土土器観察表

第 20図 1-lc tt SK02出 土遺物 (1:3)

1 lb区

0             1:200

(1 :200)

挿図

番号

出土

位置
材 質 器種 器 形

法  量  (cm)

業
孵

生産地
九陶

編年
備    考

回径 底径 器高 その他

20-1 SK02 陶器 碗
2241

95'
肥前系 皿 畳付 :無釉 ハケロ塗り 17世紀後半

20-2 SK02 磁器 碗 >4【 肥前系 Ⅲ 陶胎染付 外面 :染付 18世紀前半

〇
∞
寸
、〇

∞
井

キ
一――B′

10m

第 18図  1-1区 第 1面全体図 2
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第 4章 本調査の結果

欝 ロ

10 cm

第 21図 1-lc tt SK03出 土遺物 (1:3)

SK03(第 18図 )、 遺物 (第21図、図版47)

1 lc区 北西隅に位置する土坑である。平面形は不整円形をなす。調査区の北側へ広がる。規模は、長

軸2.2m以上、短軸0.9m以上、深さ0.3mを測る。埋土は黒褐色土で、多量の瓦破片が出土した。

第 22図 1-1区 第 2面全体図 1(11200)

高まり1_

Ｏ

③
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第 1節 第 1ブロックの調査

出土遺物は、総数283点、総重量26,070gで ある。材質別では、陶磁器類 13点 (陶器 H、 磁器 2)、 瓦

264点 (平262、 軒丸 1、 不明 1)、 木質遺物2点 (板材 2)、 金属製品2点、その他2点 (ガラス2)な どである。

第21図 1は肥前系陶器の大型の鉢で、二彩手である。 21ま 須佐焼陶器の播鉢である。3は肥前系磁器の

碗で、見込みにコンニャク印判による五弁花文が押される。4は肥前系磁器の小郭である。

図化 した遺物の年代は 17世紀半ばか ら19世紀前半を示 しているが、図化 し得なかった幕末期の遺物を

含むことから、幕末期の遺構 とした。多量の瓦が出土 したことから、廃棄土坑 と考えられる。

表 5 SK03出 土土器観察表

図

号

挿

番

土

置

出

位 材 質 器種 器形
法  量  (cm) 重 量

残存率
生産地 九陶編年 備    考

日径 底径 器高 その他

21-1 SK03 陶器 鉢
２‐

制
肥前系

こ彩手 外面上部 :鉄釉 下部 :無釉 内

面上部 :鉄釉 17世 紀中

21 -2 SK03 陶器 橋 鉢
５‘

制
須佐 缶体 :無釉 橋 目単位9本 以上

磁器 碗 肥前系 Ⅳ 内面 :染付 高台 :無釉 コンニヤク印版

磁器 71ヽ イ 肥前系 V 豊付 :無釉 1780年～1820年代

3)第 2面 (第22・ 23図 )

標高 1.0～ 1.2mで検出した遺構面で、A層を基盤とする。近現代の撹乱によって破壊された部分が多い

が、調査区全体で確認できた。柱穴列3基、井戸 1基、土坑4基、高まり1ケ 所を検出した。

SA01(第 22・ 24図、図版22・ 3)、 遺物 (第24図、図版47)

1 la区に位置する柱穴列である。4穴を検出した。柱間0,8～ 1,Omで、3間 (2.7m)の規模である。主

軸方位はN-4° Eである。Plと P31よ 長軸 1.0～ 12m、 短軸0,7m、 深さ0.6～ 0.7mを測る掘方で、礎盤石

第 23図  1-1区 第 2面全体図 2(1:200)

０
６
寸
、〇
∞
＞

〇
卜
寸
、〇

∞
＞
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第 4章 本調査の結果

Ａ
ヽ

市

0          1:4 20 cm

―

Ｉ

Ａ

9    1:,0    ?m          柱底面の刻E「

第 24図  1 latt SA01・ 出土遺物実測図 (1:60、 遺物は 1:4)

の上に直径 15cmの柱が立つ。Plの柱の底面には田の刻印が3か所見られる。P3の柱は六角に加工されて

いる。P2と P4は直径04m、 深さ0.2m弱の掘方で、直径8～ 10硼の丸太材を使用している。Plの底から

軒丸瓦の瓦頭部分が出土した。柱建立時の祭祀に伴って埋められたものと推察される 。柱間1.8mを測る

Plと P3が主柱穴をなし、P2と P4が支柱穴となる建物を想定 した場合、約 14.Om東で平行する、後述の

卜 lbttSA02と ともに、南北45× 東西 14.Omの 建物となる可能性も考えられる。ただし、調査範囲の狭

さと撹乱により確認できない柱穴があるため、想定の1つ として示しておく。

出土遺物は、総数 1点、総重量700gである。瓦 1点 (軒丸 1)である。

第24図 1は Pl出土の軒丸瓦である。瓦頭文は連珠三巴文左巻で、珠文17個が確認できる。

時期を判定する遺物は出土していないが、検出面から17世紀前半代の遺構と考えられる。

表6 SA01出土瓦観察表

SA02(第23・ 25図、図版6)

1 lb区に位置する柱穴列である。3穴を検出した。柱間14mで、2間 (2.8m)の規模である。主軸方

位はN-4° Eである。柱穴は直径0.5m、 深さ0,3～ 0.5mの掘方で、Plと P3で大海崎石の根石を、P2で直

径 1 0cmの丸太材を検出した。南北方向の柵あるいは塀のような施設が考えられる。また、前述の1 la区

柱底面の刻印写真

図

号

挿

番

土

置

出

位
種類 色調

法  量

幸孵
備    考

大きさ (Cn)

24-1 SA01 軒丸瓦
外)暗灰色

内)白 灰色
外径 165/内 径 110/丸 瓦厚20/巴 径63/弧深20 連珠三巴文 左巻 残存珠文 17
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第 1節 第 1ブロックの調査

SA01と ともに南北4.5× 東西 14.Omの建物が想定される。

出土遺物は、総数2点、総重量3,000gである。木質遺物2点 (P2出土丸太材他 1)である。

時期を判定する遺物は出土していないが、検出面から17世紀前半代の遺構と考えられる。

SA03(第23・ 25図、図版6)

1 lb区に位置する柱穴列である。3穴を検出した。柱間12mで、2間 (2.4m)の規模である。主軸方

位はN-4° 一Eで、SA02の東0,8mに 平行する配置をなす。柱穴は径0.4～ 0.5m、 深さ02mの掘方で、P6で

大海崎石の根石を検出した。対応する柱穴は撹乱のため確認できなかった。

時期を判定する遺物は出土していないが、検出面から17世紀前半代の遺構と考えられる。

SE01(第 22・ 26図、図版3)、 遺物 (第26図、図版47)

1 la区に位置する井戸である。撹乱により上部が破壊されており、明確な掘込み面が確認できなかっ

た。出土遺物の様相から、本来は第 1面 に相当する遺構と考えられる。上端直径2.Omを測 り、二段掘 り

である。上段部は下端直径 1.8mで、標高0.6mの I層面まで掘られ、下段部はそこから直径約0.8mの円

筒状に掘 り込まれる。標高-0.6mま で確認したが、湧水のため掘 り下げを停止 した。下段部の掘方形状

から丼筒が設置されていた可能性がある。下段部の下層には砂 (2層 )が40cm堆積していた。中央に直径

6硼、残存長90cmの節をくりぬいた竹が立ててあり、廃棄時に丼戸祭祀が行われたものと思われる。 1層

上部は埋土と瓦破片が混在して堆積しており、瓦は廃棄時に投棄されたものと考えられる。

0        1:60        2m

第 25図  1-la tt SA02・ 03実測図 (1:60)

|

⑤
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第 4章 本調査の結果

黒褐色土

灰色砂層
灰色粘質土 (淡黄色粘質土ブロック混合)

o        l160        2m

O
o   l:1    2 cm

―

0       1:3       10(m

SE01出土遺物

第26図 1-la tt SE01・ 出土遺物実測図 (1:60、 遺物は 1:3、 1:1)

出土遺物は、総数1,928点、総重量175,575gで ある。材質別では、陶磁器類30点 (陶器 13、 磁器5、

土師器 1、 土製品 H)、 瓦1,896点 (軒丸 1、 丸 18、 平 1,877)、 木質遺物 1点、金属製品1点などである。

第26図 1は 陶器の土瓶の蓋である。 18世紀～幕末に相当する。2は肥前の広東碗である。九陶 Vtt。 3

は磁器のミニチュア碗である。4は煙管の雁首である。

出土遺物の年代は18世紀～幕末期を示していることから、幕末期に廃棄されたものと考えられる。

表 7 SE01出土土器観察表

挿図

番号

出土

位置
材 質 器 種 器形

法 量  (Cm) 重 量

残存率

生産地
九陶
編年

備    考

口径 慮径 器高 その他

SE01 陶器 雲
エ

０‐

研
不 明

土瓶の蓋か 上面のみ黒色釉

重ね部:S字状に落ち込む
18世紀～幕末

磁器 碗 広東形 肥前系 V
内外面 :草花文様の業付 日縁端部内

及び高台内に2重圏線を持つ

26-3 SE01 磁器 ままごと道具 碗 形
働

100〔
不 明 型造り 畳付 :無釉 13世紀～19世紀
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図
号

挿
番

土
置

出
位 種類 材質

法  量 重 量
残存率

備    考
大きさ (cm)

26-4 管
首

煙
雁 真鍮 長61/火 皿系φ14/小 口φ09

13〔

100,
真鍮製煙管の雁首で側面に接合ラインがある

表 8 SE01出土金属製品観察表

第 1節 第 1ブロックの調査

0           1:4

第 27図 1-lb tt SK04出 土遺物 (1:3、 1:4)

0         1:3         10 cm 20 cm

SK04(第 23図 )、 遺物 (第27図、図版47・ 48)

1 lb区に位置する土坑である。撹乱により上部が破壊されており、明確な掘 り込み面が確認できな

かった。出土遺物の様相から、本来は第 1面に相当する遺構と考えられる。平面形は不整形である。規模

は、長軸2.5m以上、短軸 1.5m、 深さ0.2m弱を測る。埋土から多量の瓦破片が出土した。

出土遺物は、総数719点、総重量74,336gである。材質別では、陶磁器類3点 (陶器 1、 磁器2)、 瓦

713点 (丸 5、 軒平4、 平704)、 木質遺物3点 (板材3)である。

第27図 1は瀬戸・美濃系陶器の植木鉢である。2は磁器の皿で、19世紀代に相当する。3は肥前系磁器

の鶴首瓶である。4は軒平瓦である。

本遺構は第2面で検出したが、出土した遺物は図化し得なかったものも含め幕末期から明治初めにかけ

ての様相を示している。多量の瓦破片が出土したことから、廃棄土坑と考えられる。

表 9 SK04出 土土器観察表

図
号

挿
番

出土

位置
材 質 器種 器 形

法  量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編 備 考

口径 底径 器高 その他

陶器 植木鉢 >69 瀬戸．鎌
大型の植木鉢
内外面 :施釉

27-2 磁器 皿 不 明 母付:無釉 19世紀

27-3 磁 器 鶴首瓶 肥前系 V 外面 :染付
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第 4章 本調査の結果

表 10 SK04出土瓦観察表

挿図
番号

土
置

出
位

種類 色調
法  量

襲孵
備    考

大きさ (cm)

27-4 SK04 軒平瓦
外)暗灰色
内)明 灰色

上弦幅236/下弦幅215/瓦当高47
/平瓦厚16/文様区高27/弧深28

左桟瓦(r3類 )唐草文 明治か

SK05(第 23図、図版6)、 遺物 (第28図、図版48)

1 lc区北端に位置する土坑である。第2面で検出したが、上面が撹乱を受けている可能性がある。北と

西の調査区外に続く。正確な形状や規模は不明であるが、規模は、東西3.5m以上×南北 1.Om以上、最大

深さ0.5mを測る。平面形は隅丸方形状をなし、後述のSK06の北側を壊している。

出土遺物は、総数 108点、総重量 1,3398で ある。材質別では、陶磁器類22点 (陶器5、 磁器2、 土師器

13、 土製品2)、 瓦 1点 (平 1)、 本質遺物85点 (板材73、 その他 12)な どである。

第28図 11ま肥前系陶器の碗で、絵唐津である。九陶 12期。

出土遺物は17世紀前葉を示しているが、後述のSK06よ り新しいことから、17世紀半ば～後半代の遺構

と考えられる。

SK06(第 23図、図版6)、 遺物 (第28図、図版48)

1 lc区 の中央に位置する土坑である。北側を前述のSK05に 壊され、新旧関係はSK06(古 )一SK05

(新)である。規模は、東西 1.5m、 南北3,7m以上、最大深さ06mを測る。南北方向に主軸をもつ。最下

層付近で小さ/1-板状木片等を多く含む有機物堆積層が確認された。廃棄土坑と考えられる。

出土遺物は、総数 146点、総重量13,756gで ある。材質別では、陶磁器類28点 (陶器3、 磁器 1、 土師

器20、 土製品4)、 瓦 107点 (軒丸2、 丸3、 平 101、 不明 1)、 木質遺物H点 (板材9、 その他2)な どがあ

る。

ず

4

0         1:3         10 cm

第 28図  1 lctt SK05。 SK06出 土遺物 (1:3)
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第 1節 第 1ブロックの調査

第28図 2は肥前系陶器の大皿の底部である。二次焼成 と考えられるが、焼成不良の可能性 もある。3は

肥前系陶器の片口である。九陶 12期。4は月巴前系磁器の碗で、初期伊万里である。九陶 Ⅱ 2期。

出土遺物の様相から、 17世紀半ば～後半代の遺構 と考えられる。

表 1l SK05出土土器観察表

挿図
番号

土
置

出
位

材質 器種 器形

法 量  (cm) 重 量

残存率

生産地
陶
年

九
編 備 考

口径 慮径 器高 その他

陶器 碗 肥前系 [-2 絵唐津 内面 :鉄絵
1594～ 1610年代

表 12 SK06出土土器観察表

図
号

挿
番

出土

位置
材質 器種 器 形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編 備    考

口径 底径 器高 その他

陶器 大 皿 >36 肥前系

外面 :無 釉 内面 :施釉
見込部 :胎土目積痕2ヶ所
高台内 :中 心部に指圧痕あり
二次焼成または焼成不良
1594～ 1610年 代

28-3 陶 器 片口 173 >70
６モ

研
肥前系 I-2

絵唐津 外面下部 :無 釉 口縁端部 :無釉
口縁部 :わずかに片口接合粘上が残る
17世紀初め

SK06 磁器 碗 >38 肥前系
初期伊万里 外面 :染付
1630～ 1650年 代

SK07(第 22・ 29図、図版4・ 5)、 遺物 (第30・ 31図、図版48・ 49)

1 la区 の東端に位置する大形の土坑である。北側と中央部が撹乱に壊される。南壁で肩部が確認され

たことから、方形の平面形をなすものと考えられる。調査区の北 と東側に広がる。規模は東西7.5m以

上、南北4.5m以上と推測される。床面に凹凸が見られることから、複数の落ち込みが掘られていたもの

と考えられる。しかし、平面上では落ち込みの切 り合いや新旧関係等は確認されなかった。

埋土の上層部は、 1～ 6層の粘質土が堆積する。下層部は、7・ 8層の有機物堆積層が東側及び北側に広

がりを示 している。最深部は検出面から約08mの深さを測 り、暗黄色の有機物層が堆積する。その上部

に木切れや大鋸屑、 飽 屑等の混入層が見られる (図版4-2)。 この層は、厚いところで20cm以上を測り、

南西側に比較的多く堆積している。このことから、木切れや大鋸屑等は南側から廃棄されたものと推察さ

れる。

埋土からは、陶磁器 。木製品・金属製品 。自然遺物などが出土している。

出土遺物は、総数2,418点、総重量25,679gで ある。材質別では、陶磁器類27点 (陶器 H、 磁器 1、 土

師器 15)、 瓦 1点 (平 1)、 木質遺物2,380点 (椀 1、 箸 112、 下駄 2、 柱材H8、 板材452、 木片 1,260、 そ

の他435)、 金属製品6点 (釘 6)、 動物遺存体4点 (鳥 2、 魚2)な どである。

第30図 1は肥前系陶器の碗である。九陶Ⅱか。2・ 3は肥前系陶器の皿である。胎土目積みである。九

陶 12期。4は肥前系陶器の鉢である。内面はマット状釉である。5の底部と同一個体になる可能性がある。

6は備前陶器の据鉢である。 16世紀末に相当する。7は京都系土師器の皿である。
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第4章 本調査の結果

第31図 1は角型の連歯下駄である。前方の鼻緒部分には指の痕跡が残る。2は角型の連歯下駄である。

表面に刃物と思われる傷が残る。3は東柱である。両端部にホゾがあり、片側は丸木の可能性がある。4

は櫛状の不明品である。5は不明品である。三方に長方形の低い台が付く。鍋敷きと考えられる。6は不

明品である。片側側面を刃部様に削っており転用品と考えられる。7は長方体の木製品である。正六面体

ではないが、それぞれの面に墨書によるサイコロの目が印されている。8・ 9は鉄釘である。断面は方形

で、端部を欠損する。

出土遺物の様相から、17世紀前半代の遺構と考えられる。

o         l:60        2m

1 にぶい橙色粘質土
2 明緑灰色土
3 黄褐色土
4 暗灰黄色粘質土 (黒褐色土ブロック混合)

5 灰色砂質土 (暗灰黄色粘質土ブロック混合)

6 黒褐色粘質土
7 黒褐色土 (有機物多く含む)

8 オリーブ褐色土 (有機物多く含む)

9 灰色土 (Ⅱ 層混合)

第 29図  1-la tt SK07実 測図  (1 :60)
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第 1節 第 1ブロックの調査

部分的な調査に止まり、金容が把握できないため、遺構の性格については確定しがたい。多量の木切れ

や大鋸屑・飽屑等が堆積していることや生活雑器とともに食物残滓など出土していることから、廃棄土坑

として機能していたものと考えられる。

第 30図 1-la tt SK07出 土遺物 1(1:3)

0         1:3         10 cm
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第 4章 本調査の結果
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表 13 SK07出土土器観察表

図
号

挿
番

出土

位置
材質 器種 器 形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編 備 考

口径 底 径 器高 その他

SK07 陶器 碗 >40
０７

４０ 肥前系 Iか 内外面 :施釉 底部 :土見せ

30-2 陶器 皿 肥前系 I-2 見込部 :月合土目積痕
内外面 :施釉 底部 :土見せ

SK07 陶器 皿 肥前系 I-2 見込部 :胎土目積痕
内外面 :施釉 底部 :土見せ

30-4 SK07 陶器 鉢 >34
０‐

研
月E前系

全面 :施釉あり 外面 :照りを持つ釉
内面 :マット1大釉
295と 同一個体 平鉢か

30-5 SK07 陶器 鉢 >23
４０と

制
肥前系

全面 :施釉あり 外面 :照りを持つ釉
内面 :マット状釉
29-4と同一個体 平鉢か

SK07 陶器 福 鉢 備前 16世 紀末

30-7 土師器 皿 京都系 手づくね 指頭圧痕あり

第 1節 第 1ブロックの調査

高まり1(第22・ 32図、図版7)

1 la区の中央に位置する。A層を精査中、標高 1.Omで調査区に対 して斜め方向に走る帯状の黒褐色砂

質土を検出した。撹乱によって壊された部分があるが、規模は幅06～ 1.5m、 長さ約70mで、調査区の

北と南側に続 く。主軸方位はN57° ―Eである。

表 14 SK07出土木製品観察表

図
号

挿
番

出土

位置
種類 名称・部位

法  量  (cm)

木取 襲簾
備 考長さ

(口 径)

幅
高さ

(器高)

その他

SK07 下 駄 角型連歯下駄 >175 板 目 脂の痕跡あり 後部欠落

SK07 下駄 角型連歯下駄 板 目
畿

⑪ 表面に刃物と思われる傷あり

SK07 束 柱 >204 両端部ホゾがあり 片側は丸木の可能性あ
り 丸太材に合わせるか

不明品 厚04
生

帥 板材を転用か

SK07 不明品 φ135 厚07
～105

鍵

醐
鍋敷きか 三方に長方形の台ありか

不明品 厚03 柾 目 片側側面 :刃 部様に削っている 転用品か

SK07 不明品 不 明
長方体 昌書によるサイコロの目あり 正六
面体ではない

表 15 SK07出土金属製品観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位 種類 材質

法  量 重 量
残存率

備 考
大きさ (cm)

SK07 釘 鉄 長>21/φ 04 生

働

０

３ 断面 :方形 端部 :欠損  この他に5点 、計6点出土

釘 鉄 長>30/φ 03
５‐

制

０

９
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第 4章 本調査の結果

南壁に沿ってトレンチ (a一aり を設定

した。掲載|し た図

'よ

遺構を斜め方向に切っ

た断面である。3層 (I層)上に2層 (黒

褐色砂質土)が台形状に1 5clnほ ど乗り、3

層 (I層)上面との高低差は最大で20cln

を測る。高まりの上面はほぼフラットな面

をなしている。これは、1層 徹層)あ る

いはその後の造成時に上部が削られた可能

性が考えられるため、本来の高さは不明で

_a′

5

1 灰3砂質土 :A層

ζ憂握色圭脇蒸ヽ烹家をぃ):I層
4 砂礫層
5 灰オリーブ粘質細砂 lⅡ 層

o     l:60     2m

第32図  1-la区 高まり1土層断面図 (1'60)

ある。高まりと3層 (I層)は撹拌された様相をなし、3層 (I層)下面では山凸がみられた。このこと

から、耕作等、何らかの人為的な影響を受けたことが窺える。

この帯状の高まりは、造成時の掘削によって形成.さ れた可能性も否定できない。しかし、高まりの外側

にこれを掘り込んでできた遺構がみられないことや、軸方位が城下町の地割や他の遺構 (建物 ,滞等)と

異なることなどから、城下町造成以前の旧地形とみるのが妥当であると考える。 1層上面まで掘り下げた

調査をしていないため、断定はできないが、1畦畔あるいは畑畝等|の可能性が考えられる。

第2面遺楠外出土遺物 (第33図、図版49)

出土遺物は、総数36点、総重量2,059宮 である。材質別では、陶磁器類30点 (陶器 12、 磁器4、 土師器

14)、 瓦3点 (軒丸 1、 平2)、 木質遺物1点 (栓 1)、 金属製品1点 (釘 1)、 動物遺存体1点 (貝 1)な どである6

0      1:4     1 0 CIH

01         1:3         10 cm

第2面遺構外出土遺物 (113、 1:41

-32-
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第 1節 第 1ブロックの調査

第33図 1は 志野焼の向付である。2は瀬戸・美濃系陶器の植木鉢である。墨書があるが判読不明。3は

窯道具の焼成台である。円錐状の脚5ケ所持つ。上面に高台痕あ り。4は栓である。

表 16 第 2面遺構外出土土器観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位 材質 器 種 器 形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編 備 考

口径 底径 器高 その他

遺構外 陶器 向 付 筒形 >6C 志野 外面 :鉄絵

遺構外 陶器 植木鉢 >113 瀬戸．録

内面 :シ ッタ痕あり、昌書 (半 1読不明)

高台部 :半 円形のえぐりあり
底面中央 :排 水穴がある

33-3 遺構外 土製品 窯道具 焼成台 φ72
０‐

研

表裏面 :回 転糸切痕
上面 :高 台痕の残りあり
円錐状の脚5ヶ所

表 17 第 2面遺構外出土木製品観察表

挿図
番号

土
置

出
位 種類 名称・部位

法 量  (cm)

木 取
重 量
残存率

備 考長さ
(口 径)

幅
高さ

(器高)

その他

遺構外 栓 φ23～32 柾 目 円錐形

4)/Jヽ糸吉

11区において検出した遺構は、表18の とおりである。遺構面は2面を確認した (第34図 )。

第 1面 は、標高 1.5m前 後に位置する。2層 を基盤 とする19世紀～明治初めの生活面 と考えられる。

1 la・ b区では遺構面のほとんどが近現代の撹乱によって破壊されていたが、本来は撹乱部分に遺構が存

在していたものと思われる。第2面で検出した1 lattSE01と 1 lbttSK04は、出土遺物の様相から、本来

はこの時期の遺構と考えられる。1 lc区 でSK01～ 03を検出した。SK01～ 04は、廃棄土坑と考えられ、

生活雑器とともに多量の瓦破片が埋められていた。SE01では、竹筒による廃棄時の祭祀が行われていた。

第2面は、標高 1.0～ 1.2mに 位置する。A層を基盤とする17世紀前葉～後半代の生活面と考えられる。

この遺構面も近現代の撹乱を受けていた。SA01～ 03、 SK05～ 07を検出した。 1 lcttSK05・ 06は検出

標高が12mと やや高く、出土遺物の様相から、 17世紀半ば～後半代の遺構と考えられる。本来はこの時

期の遺構面が存在し、遺構が他にもあったものと思われるが、撹乱によって破壊されたものと思われる。

1 lattSA01、 卜lbttSA02・ 03は、城山北公園線に直交 したN-4° Eの主軸方位をもつ。南北方向の柵

あるいは塀のような施設が考えられるが、検出範囲の狭さから確定はできない。SA01と SA02を梁行きと

する南北約45m× 東西約140mの建物が考えられる。調査地が道路に面した屋敷の出入 り口にあたるこ

とから、門長屋も想定できる。1 lattSK07は東西75m以上、南北45m以上、深さ0.8mを測る大形土坑

である①大鋸屑・飽屑等の多量廃棄が行われている。

旧地表の I層 は、撹拌されたその状況から、耕作が行われた可能性がある。その一部は1 la区で検出

した標高 1.Omま での帯状の高まり1と なっている。この高まりは、城下町の区画方位 と異なる斜め方向

の方位をもち、水田畦畔の可能性が考えられる
1。 A層が覆土となっていることから、17世紀前葉の城下

町造成直後またはそれ以前と考えられる。また、城下町造成の初期造成土であるA層内に、松江城の堀端

で検出される軟質砂岩 (松江層)が混在していた。堀の東側に位置する第 1ブロック内の屋敷地造成に、
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表 18 1-1区検出遺構一覧

遺構面 検出標高 (m) 時   期 検 出 遺 構

第 1面 1.5前後 19世紀～明治初め SK01  SK02  SK03  SK04  SE01

第 2面 10～ 12 17世紀前葉～後半 SA01 SA02 SA03 SK05 SK06 SK07 高まり 1

第 4章 本調査の結果

堀掘削の残土が使われた可育P陛が考えられる。

2.第 1ブロック本発掘調査のまとめ

第1ブロックの本発掘調査は西側半分の11区のみである。県道城山北公園線 (大手前通)に沿う、東

西幅約60mの屋敷地の南側にあたる。

17世紀前葉あるいは城下町造成以前 :畦畔の可能性がある高まり1が見られる。また、旧地表の I層は

耕作上の可能性があり、城下町造成以前の様相を示している。

17世紀前半 :堀尾期に相当する、大鋸屑・飽屑等が多量廃棄される大形土坑 (SK07)が確認された。

近辺で製材および建築工事がおこなわれたことが窺え、大工関係の作業場の存在も推察される。

また、南北方向の柱穴列 (SA01～ 03)が確認され、SA01・ 02からなる建物は門長屋に想定される。

17世紀半ば～後半代 :土坑2基 (SK05・ 06)が確認された。廃棄土坑と考えられる。

19世紀～明治初め :井戸 (SE01)が廃絶し、多量の瓦破片が出土する廃棄土坑4基 (SK01～ 04)が確

認された。

_匡
部  副

1-lb区

|

第1面 (19世紀～明治初め)

|

第2面 (17世紀前葉～後半代)

第 34図 第 1ブロツク 遺構配置図

o   l:500   10m

―
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第 2節 第 3ブロックの調査

第 2節 第 3ブロ ックの調査

第3ブロックは、市道母衣南北線と主要地方道松江・鹿島・美保関線に挟まれた城山北公園線沿いの北

側部である。東西約 100mの 区画にあたる。一部未調査地が残るため、本報告書では調査の終了した3-1

～5区の報告となる。

調査は平成 18年から平成24年まで、調査可能となった区域から順次実施した (第35図 )。

1,3-1区

1)調査の概要と土層堆積状況 (第35・ 36・ 37図 )

調査地は、第3ブロックの南西部角地に位置する。南側は城山北公園線に接し、西側は南北道路に接し

ている。北側には32a区が位置する。江戸時代には上級武士の屋敷地であった。屋敷の出入 り日は絵図

等から江戸時代を通 じて南向きであったと考えられる。調査区はこの屋敷地の南西隅を調査する形にな

る。調査範囲は東西 14.5m× 南北5mの方形の調査区である。

調査はまず、調査区を縦断する東西方向の トレンチ (A― A′ )を設定し、土層観察を行なった後に面的

な掘 り下げを行なった (第36図 )。

現地表面標高は2.Omである。地表面下1lmの標高0.9mで I層 に至る。 1層上に黒灰色あるいは灰色

系の混合土からなる城下町造成土が積み重ねられていく様相が見られた。しかし、明確な遺構面は確認さ

れなかった (第37図 )。

ヨ|

343-2 母衣町45外

MJR215 MJR21 母衣町40外 母衣町453 kA/JR25♀

母衣町44外
212

MJR

X-58′ 100

ハ洲JR19

外

ｏ
詞
�
『
判
　
４４
＝
＝
‐‐
＝
４

殿町3

殿町

殿町3j牛1/ヤ MJR241
MjR49 M」 R257

/ M」 R132

戻隻田丁353-1

ハ洲JR210 A/」 R01

母衣町35 4 MJ武 198
母衣町361

|  ど笙報告調査範囲
赤字は遺跡名を示す

9         11,000       510m

第35図 第3ブロック本調査区配置図 (1:1′ 000)

Mり180 MJ田 79M」壁
4 MJ剛 67
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第 4章 本調査の結果

Ｉ

Ｘ
・
５８

，
０

一

|

0

第36図 3-1区  トレンチ配置図 (1:200)

10m

1 撹乱±    6 褐色土
2 明橙色±   7 濁灰褐色土
3 褐色±    8 灰色土
4 淡灰褐色±   9 褐斑灰色土
5 淡褐色±   10 濁灰褐色土

11 淡褐灰色±  16 濁灰色粘質土
12 褐斑灰色±  17 濁褐斑灰色粘質土
13 灰色粘質土
14 灰色粘質土
15 灰白色粘質土

o        l:60        2m

第37図 3-1区  トレンチ (A― Aつ 土層断面図 (1:60)
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第2節 第3ブロックの調査

標高1.8mで、明治時代以降の建物跡等を検出した。明治初期に屋敷地が細分割されて以降、様々な建

物が建てられ現在に至っている。そのため、深いレベルまで撹乱が及んでいた部分もあった。

調査区の南辺と西辺には来待石 (凝灰質砂岩)製の側溝が廻る。この側溝は江戸時代に作られ、現在の

道路側溝に継承されているもので、来待石の石積は明治期になってからの造作である。江戸時代中期の絵

図をみると、南側・西側とも幅2尺 (0,6m)の溝が廻っている。

トレンチの掘 り下げ途中、現代の来待石側溝の下に古い段階の石積遺構があることが判明した。また、

トレンチ内下層部で石列を検出した。石積遺構の構造を観察するために標高 1.5mま で全体を掘 り下げ、

部分的に トレンチを設定しながら調査を進めた。

調査当時、 I層は自然堆積層と考えられ、遺構面として捉える認識が確立していなかったことから、 I

層上面まで全面掘 り下げとせず、 トレンチ確認で調査を終了している。 I層上面での遺構及び遺物は検出

されなかった。

なお、本調査が松江城下町遺跡では最初の調査であったため、遺構面および城下町造成についての十分

な認識が得られない状況での調査であった
2。

2)遺構と遺物

本調査区では、石垣とトレンチ内で石列が確認された (第39図、図版8・ 9)。

石垣1(第39図、図版8・ 9)

調査区の南辺と西辺で検出した石垣で、道路側溝として見られる石組水路の屋敷側石垣にあたる。

現道路側溝に沿うように南辺の石垣は東西方向、西辺の石垣は南北方向に延びる。検出幅は0.5～ 0,8m

で、東西方向に12.Om、 南北方向に4,7m分を確認した。主軸方位は南北方向がN-4° 一E、 東西方向がN

-86° 一Wである。石垣の下端は標高0.9mの I層面に至 り、標高 1,9mま で3～ 4段の石が積まれ、全体で

高さ1.Om前後の規模になる。石材は大海崎石

(角 閃石粗面安山岩)を主体としている。この

上部に後世の来待石製の側溝が道路側に作ら

れている。

石垣は現道路の側溝に接して40～ 60cm大 の

石を積み上げ並べている。そのなかには80～

90cm大 の石も含まれていた。そのうちの1つ

には、屋敷内である北側の面に「輪違い紋」

の刻印がみられた (第38図、図版9-3)。 「輪

違い紋」は堀尾家の家紋のひとつであるが、

転用されたものと考えられる。石は外側 (道

路側)に面をもって据えられているようであ

る。10～ 30cm大の多数の石を裏込め石として

0           1:4 20 cm

第38図 3-1区 刻印石拓本 (1:4)
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第4章 本調査の結果

積み上げ、盛土を施し、石垣の道路側を側溝としたものと考えられる。土層の堆積状況から、屋敷地の高

上げ造成に伴って、石垣の積み直しあるいは積み上げが行われたものと考えられる。

なお、同様の石垣が立会調査においても検出されている。

石列 (第39図、図版8-2～ 9-2)

トレンチ内で石列を4カ 所検出した。B― B´ 間で検出したものを石列 1、 C一 C´ 間で検出したものを石

アU2と した。また、A― A´ 間で2ケ所検出し、西側のものを石列3、 東側のものを石列4と した。これらの

石列は、 トレンチ内という狭い範囲での検出であり、面的な調査をしていないため、詳細が不明な部分が

多い。

石列 1～ 3とよ石垣 1の裏込め石の端から0.3mほ ど離れて検出された。10～ 40cm大の大海崎石を主体と

して使用している。石列の下端はいずれも標高09mの I層面に至る。

石列 1は、幅約0.3mで、標高 1.2mま で 2段ほど組み上げられ、東西方向にO.5m分確認 した。石列2

は、幅約0.3mで、標高 1.4mま で石を重ねるように組み上げている。石列3とよ、幅約0.3mで、標高 1.3m

まで 2段に組み上げられ、南北方向に0.5m分確認した。これらの石列はいずれも屋敷内に向かつて面を

もって組まれている。

石列4は、 10～30cm大 の石を標高 1.2mま で2段ほど積み上げており、南北方向に0.6m分確認 した。面

は判然としない状態であった。

トレンチ内での調査で不明な部分が多いが、石列 1・ 2は東西方向に方向性をもたせて作られているよ

うで、同軸上 (N-86° 一W)に位置していることから、一連の遺構と考えられる。石列3・ 4は南北方向

(N-4° ―E)に方向性をもたせて作られているようである。石列4については、石列3か ら約8.3m西にあり、

平行して南北方向に延びることが予想され、何らかの区画をなす石組遺構の一部の可能性が考えられる。

石垣 1と石列の構築時期は判然としないが、ともに I層上から積まれていることから、 17世紀前半代が

推定される。石垣 1と 石列 1～3の間は造成土である粘質土で埋められている。 トレンチC― C´ の土層断

面をみると、石列の上で石垣 1とこ向かって堀込みが確認できた。石垣 1の 1段 日と2段目の間に至ることか

ら、この時点で作 り直しあるいは構築の時間差があったものと推察される。調査当時、石垣 1と 石列は別

遺構として解釈されていた。しかし、下段部においては石垣 1と石列の時期差は判断し難く、同時期に存

在していた可能性がある。石垣 1の西端部から石列3の東端部までと、南端部から石列 1・ 2の北端部まで

はいずれも約1,3mを測る。

想定ではあるが、石垣 1と 石列1～3か らなる幅約1.3mを測る石垣が、屋敷地の西と南側に築かれてい

た可能性が考えられる。
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第 2節 第 3ブロックの調査

い
い
い
、〇

∞
井

| |
――は石列の推定配置を示す
。は胞衣容器出土

0             1:100             5m

c200m

1 淡褐色土
2 淡褐灰色土
3 褐斑灰色土
4 灰色粘質土
5 濁灰色粘質土
6 濃灰色土
7 濃灰色砂層

1 撹乱土
2 暗褐色土
3 褐色土
4 灰色土
5 暗灰粘
6 褐斑灰色土
7 鮮濃緑色粘質土
8 青灰色粘質土
9 濁褐色土
10 褐斑灰色土
11 黒灰色粘質土
12 暗灰色粘質土

1 撹乱土
2 褐色土
3 灰色土
4 暗灰粘
5 褐斑灰色土
6 鮮濃緑粘質土
7 青灰色粘質土

0        1:60        2m

第39図 3-1区 石垣 1・ 石列1～4実測図 (平面1:100、 断面1:60)
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第 4章 本調査の結果

0         1:3        10 Cm

第40図 3-1区 その他の遺構外出土遺物 (1:3)

3)その他の遺構外出土遺物 (第 40図、図版 54)

近現代の盛土層および撹乱層から出土した遺物のうち、重要と思われるものを掲載した。

掘 り下げ途中、調査区南西部の標高 1,8mで、土師器の皿2点を検出した。2点の上師器は、割れた状態

で出土しているが、完形で合わせ口であることから、胞衣容器の可能性が考えられる。埋納坑は確認され

なかったが、検出標高から、明治以降のものと考えられる。

第40図 1は、器高が低 く体部は逆「ハ」の字状に立ち上がり、口縁が被圧する。2は、日縁端部に面を

もつ。

表19 その他の遺構外出土土器観察表

4)/Jヽ 4簡

本調査区が城下町遺跡の初調査であったことから、調査手法も確立されておらず、結果的に十分な調査

に至らず終了している。そのため、不明な部分も多い。

確認された石垣 1は 、屋敷地を廻る側溝石垣の屋敷側石垣である。城下町を区画する道路に沿って配置

されていたことが窺える。 トレンチ内で確認された石列のうち石列 1～ 3は、屋敷地の外縁に作られた石

列の一部と考えられる。

構築当初から現在の石垣の姿をなしていたとは思えないが、石垣 1の下段部と石列 1～3は、検出面等か

ら17世紀前半代に作られていた可能性が考えられる。また、石垣 1と石列 1～3間は約 1.3mを測り、これ

らを土台とした塀または壁が存在していた可能性が考えられる。

石垣の外側は石組水路の道路側溝として利用され、度重なる嵩上げ造成によって石列は埋没し、石垣は

明治になって、上部に来待石製の道路側溝が作られ、標高約 1,9mの現代の生活面まで上げられてきたも

のと思われる。

図
号

挿
番

土
置

出
位

材 質 器種 器 形
法 量  (cm)

襲
孵

生産地
陶
年

九
編

備    考

口径 底径 器高 その他

遺構外 土師器 イ

鍵

醐
在地系 底部 1回 転糸切痕

遺構外 土師器 郷
352〔

90,
在地系

=部
:回 転糸切痕
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第 2節 第 3ブロックの調査

2.3-2区

1)調査の概要と土層堆積状況 (第35・ 41図)

調査地は第3ブロックの西側に位置する。江戸時代には上級武士の屋敷地であった。調査区は屋敷地の

南西部にあたり、西側は南北道路に接している。南側は前述の31区に接する。調査区のうち、北側が松

江城下町遺跡 (殿町343-2)に 、南側が同遺跡 (殿町344外)にあたる。屋敷地の出入り口は、絵図等

から江戸時代を通して南向きであったと考えられる。

調査範囲は172∬であるが、調査が急がれる東側については1区 (報告書3-2b区 )と して、平成21年度

に調査を実施 し、残 りの西側を2区 (報告書32a区)と して平成22年度に調査 した。3-2b区 は、東西H

m× 南北6～ 7m、 32a区は東西 14m× 南北6mの方形に調査区を設定 した。なお、調査途中、立会調査

で確認された遺構を調査するため、3-2a区の南西部を西側へ東西 1.2m× 南北1.5mの範囲で拡張してい

る。本調査区の現地表面標高は1,9～ 2.lmである。標高0.5～ 0.6mで 1層 にいたる。この I層を基盤とし

て、初期造成上のA層が0.3m前後堆積する。さらに、その上に造成土が積み重ねられていく様相が見ら

れ、 1～4層に大別できた。

1層 は砂礫を多く含む褐灰色土を主体とする。層厚0.3～ 0.5mで、2～7層に細分できる。近現代の盛土

である。

2～4層の上層部には砂層が数cmか ら1 0cm前後堆積していた。整地を兼ねて意図的に敷かれているよう

であり、その上面を遺構面と捉えた。

2層は明褐色～黄褐色土あるいは黄灰色粘質土を主体 とする。層厚0.1～ 0.3mで、2層 に細分できる。

この上面を第 1面 とし、検出標高は1,4～ 1.5mである。形成年代は、出土遺物と検出遺構から18世紀後半

～ 19世紀前半と推定される。

3層は明黄褐色～青灰色粘質土を主体とする。層厚0.3m前後で、2～3層に細分できる。この上面を第2

面とし、検出標高は1.1～ 1.3mである。形成年代は、 18世紀後半～ 19世紀前半と推定される。

4層は灰褐色砂質土あるいは青灰色土を主体とする。層厚0.2～ 0。 3mで、2～3層に細分できる。この上

面を第3面 とし、検出標高は1.0～ 1.lmである。形成年代は、 17世紀後半～ 18世紀前半と推定される。

A層上面を第4面とし、検出標高は0,8～ 0。9mである。形成年代は、 17世紀前葉～前半代と推定される。

I層上面を第5面とし、検出標高は0.5～ 0.6mである (第41図、図版 112)。
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矯 挫
翔 面
第5面

A′

第1面

１

２

３

４

褐灰色土 (砂礫多く含む)

明褐色～黄褐色土あるい|よ黄灰色粘質土 (上層に灰色砂層を含む)

明黄褐色～青灰色粘質土 (上層に灰色砂層を含む)

灰褐色砂質土あるいは青灰色土

―
B′

第1面

第2面

第3面__
第4面

は遺構埋土

第41図 3-2区 土層断面図 (1:30)
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第2節 第3ブロックの調査

2)第 1面 (第42図 )

標高 1.4～ 1.5mで検出した遺構面で、2層を基盤とする。}2b区では現代井戸により南西側のほとんど

の遺構面が破壊されていた。柱穴列 1基と大型土坑 1基、その他中小のピットを検出した。

SA01(第42・ 43図 )、 遺物 (第43図、図版50)

3-2b区の北東部に位置する柱穴列である。3穴を検出した。柱間 1.2～ 1.4mで 2間 (約2.7m)の規模で

ある。主軸方位はN-90° 一Wである。柱穴は直径0.5～ 0.8m、 深さ0.7mの掘方で、直径10～ 20cm、 長

さ70～ 80cmほ どの丸太材を検出した。掘方内には中小の礫が埋まっていた。丸太材には樹皮が付いてい

たことから母屋に伴う柱とは考え難い。P2・ 3の埋土から陶磁器片が出土している。3穴のみの検出で、

遺構の性格を特定するには到らなかった。想定ではあるが、小屋などの簡易的な建物が考えられる。ま

た、柱穴列の南側には小ピットが多く検出され、細い杭が残存しているものもあった。これらの小ピット

は塀や柵のよう/d~柱穴と考えられる。

出土遺物は、総数35点、総重量744gである。材質別では、陶磁器類3点 (陶器 1、 磁器 1、 土師器 1)、

木質遺物32点などである。

第43図 1は P2出土の肥前系磁器の青磁香炉である。2はP3出上の肥前陶器の皿である。

図化した遺物は17世紀代を示しているが、細片のため図化し得なかった19世紀代から幕末期の遺物を

含むことから、 19世紀代から幕末期に廃絶したものと考えられる。

―― A′

X-58′ 080

И
年
十

０
６
蛉
、〇

∞
＞

い
い
い
、〇

∞
＞

|

は瓦の集積範囲

・ は杭 0             1:200 10m

第42図 3-2区 第 1面全体図 (1:200)
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第 4章 本調査の結果

A―

閣―鰺
P2

Ｏ
Ｐ‐

Ａ
ＩＩ
ＩＩ
く
ド
キ
‐

が

一

青灰色土と黄白色上の混合土
淡灰褐色砂

o         l:60        2m

第43図

表20 SA01出 土土器観察表

0         1:3         10 cm

3-2btt SA01・ 出土遺物実測図 (遺構1:60、 遺物1:3)

図
号

挿
番

出土

位置
材 質 器種 器形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編

備    考

口径 底径 器高 その他

SA01

(Pl)
磁器 香炉

艶

制 肥前系
青磁 内面中程～底部 :無 TEIだ が赤〈

着色してある
断面 :漆継痕あり 17世紀代

SA01

(P2)
陶器 皿 肥前系

内外面 1施釉 見込部 :胎止目積痕
4ヶ所 底部 !上見せ
1594～ 1610年代

SK01(第 42図、図版 122～ 13-3)、 遺物 (第44～ 46図、図版50～ 52)

32a区の中央に位置する。検出した規模は、東西約90m、 南北4.3m、 深さ約0,7mで、調査区のほと

んどを占める。南と北側へ広がる。掘方は、北側へ続く様相を示すものの、南側へは南壁へ向けて上がり

勾配を示すことから、掘方の縁が、南壁間近くにあることが推定される。調査範囲の制約もあるが、上記

の理由から土坑とした。

掘方の底面は、ほばフラットだが、土坑の北西隅に東西20m× 南北13mの範囲で方形の平坦部が見ら

れた。この平坦部は、暗灰色の粘質土を厚さ10cmほ ど盛 り上げて作られている。周縁には抗列が巡 り、

杭列の外側に瓦や石の堆積が顕著に見受けられた。上層部には、多量の瓦が埋められていた。
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第 2節 第 3ブロックの調査

0       1:3      10 cm

第44図 3-2att SK01出 土遺物1(1:3)
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第 4章 本調査の結果

|              |    |

済 乳
°

才
14

第45図 チ2att SK01出土遺物2(1:3、 1:4)
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第2節 第3ブロックの調査

瓦の重なりは、粗密があり、もっとも密な北東部で、約20cmの厚みを測る。出土した瓦の総重量は約

1,500kgを 量る。また、比較的短期間に廃棄されたものと考えられ、廃棄後は暗青灰色の粘質土で埋めら

れていた。瓦を取 り除くと、10～ 50cm大の石が散乱した状況がみられた。10～ 20cm大の石は掘方周辺

部に多く認められ、さらに50cm大の石が分散して検出された。

遺構東端の壁側で、やや不規則ではあるものの南北方向への杭の並びを検出した。杭列は北西部では逆

「L」 字状に打ち込まれていた。杭は径6cm前後で、その大半が先端部を鋭く加工されていた。また、杭列

に沿って細竹2～3本が水平方向に重ねられた状態で検出された。さらに杭列北側の斜面にはシダ類が敷

かれていた。形状から、「池」のような施設が想定されるが、金容が把握できず確定できない。上層部で

瓦が多量に出土したことから、最終的に廃棄土坑として利用されたものと考えられる。

出土遺物は、総数963点、総重量 106,524gで ある。材質別では、陶磁器類693点 (陶器347、 磁器

256、 土師器59、 土製品31点 )、 瓦 185点 (軒平20、 軒丸3、 平H5、 丸47)、 木質遺物54点、金属製品7

点、石器 1点、動物遺存体2点 (魚 2)、 自然遺物13点、その他8点などである。

陶磁器は在地産を主とし、「天保八年 (西暦 1837年 )」 の墨書がある布志名焼片口が含まれていた (第

44図 8。 巻頭図版2)。

第44図 1～9は在地系陶器である。 1は布志名焼陶器の碗である。2は茶碗である。Sは布志名焼陶器の

4

0        1:4 20 cm

第46図 チ2attSK01出 土遺物3(1:3)

%
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第4章 本調査の結果

皿である。明治以降と思われる。4は河ヽ皿である。内面に油煙付着。5は灯明皿である。6は播鉢である。

19世紀代に相当する。71ま 器の鉢である。8は布志名焼陶器の片口である。高台内に「天保八年 (西暦

1837年) 台所 小柳」と墨書がある。9は布志名焼の土瓶である。

第45図 1とよ在地系陶器の植木鉢である。2は瀬戸・美濃系陶器の植木鉢である。33図 2(1-1区 )と類似。

3は瀬戸・美濃系陶器の火鉢または植木鉢である。4～6は壷である。7は土鍋である。8は肥前系磁器の

碗である。 19世紀後半に相当するものと思われる。9は漆椀の蓋である。外面つまみ内に金で桜花と御所

車の文様を施す。10は コマ。Hは真鍮製の煙管の雁首である。火皿部を欠く。12は鉄製の取手である。

鉄棒の両端部を伸ばし、リング状に加工し、わずかに湾曲させる。13は銅製のリング状の製品である。

14は板状鉄製品で、鉄鍋の破片の可能性がある。15は頭部が耳かきとなっている真鍮製の警である。 16

は不明石製品である。摩耗した円礫の両面に2本の半円形の溝がある。砥石の可能性がある。

第46図は瓦である。 1は軒丸瓦で、連珠三巴文である。2とよ丸瓦で、内面にコビキBの痕が残る。3～ 5

は桟瓦である。3・ 4は左桟瓦で菊花文が、5に は「合」の字のスタンプが押されている。

出土した「天保八年」の墨書がある片口から、1837年以降明治初めにかけて廃絶したものと考えられる。
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第 2節 第 3ブロックの調査

表21 SK01出 土土器観察表

挿図

番号

土

置

出

位 材質 器 種 器形

法  量  (cm) 重 量

残存率

生産地
陶

年

九

編 備 考
口径 底径 器 高 その他

44-1 SK01 陶器 碗
3071

80,
布志名 青地釉 底部 :無釉

44-2 SK01 陶器 茶碗
８‐

倒
在地系

内面から外面腰部フ ケヽロ塗り
金面i施釉
高台 :十 ヶ所切り込みを持つ

44-3 SK01 陶器 皿 布志名 黄地釉 内面:染付 明治以降

44-4 陶器 小 皿
２‘
Ｄ

在地系

勺面から口縁端部外面まで施釉
勺面:油煙付着
車部:無釉、回転糸切痕

44-5 SK01 陶器 灯明皿 堆
船

1321

95+
在地孫

内側立ち上がりぶに一か所「U」字形に切
り込みがある。
外面:無釉 内面:施釉
底部 :回転糸切痕

44-6 陶器 幅 鉢 290 在地系
内面:福 目単位20本 全面:鉄釉
19世紀代

44-7 陶器 鉢
9001

40,

在地系

布志名か

内外面:白濁釉 見込部 i胎土目積痕
底部外面:無釉
高台基部 :焼成時の亀裂が巡る

44-8 SK01 陶器 片 口 23少
14401

709
布志名

青地釉 高台部 :無釉 高台内:墨書「天
保八年 台所 」ヽ柳」か

44-9 SK01 陶器 土瓶 >9t 128

401
布志名

青地釉 釉かけ分け 外面:青地釉
内面:透明釉 底部外面:無釉

45-1 SK01 陶器 植木鉢 >27 在地系
外面:施釉、来待釉か
底面中央 :わ 6m師の排水穴あり

SKO, 陶器 植木鉢 >67 2091

40i
瀬戸・美濃

外面:施釉 内面:無釉、シッタ痕あり
底部 i JI水 穴(ゆ 2cm)

高台:半円形のえぐり3ヶ所
1-1区遺構外出±332図 の遺物と類似

SK01 陶器
火鉢

or植木鉢
204 >71 3951

30'
瀬戸・美濃 高台部 :半円形のえぐりを持つ

SK01 陶器 小重 在地系 甍部:無釉、回転糸切痕

45-5 SK01 陶器 重
８６‐
剛

在地系
内外面 :鉄釉
嵐部 1回転糸切痕、マット釉か

45-6 SK01 陶器 士璽 >62 ４４モ
翻

在地系 内外面「茶色のマット釉

45-7 SK01 陶器 土 鍋 >72 ８３‘
刻

在地系 木面:無 TII内 面:施釉

45-8 磁 器 碗 肥前系 内外面 :染 付 畳付 :無 釉 19世 紀後半か

表22 SK01出 土木製品観察表

挿図
番号

出土

位置
種類 名称・部付

法  量  (cm)

木取 襲辮
備 考長さ

(口 径)

幅
高さ

(器高)

その他

45-9 SK01 漆椀 蓋 (33) つまみ径53
Ｌ

研

外面 1黒漆 内面 :赤漆 外面・つまみ内 :

金で桜花と御所車の文様

45-10 SK01 玩具 コ マ φ68 厚26
生

研

上面中央部が盛り上がっており、φ04cm
の孔を持つ
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第 4章 本調査の結果

植栽痕 (第42図 )

32b区 に位置する。浅い土坑内に根が残る植栽痕である。樹種は不明であるが、第 1面の時期に植え

られていたと考えられる。また、周辺には中・小のピットがみられる。調査地は屋敷の南側にあたること

から、南から南西側にかけて庭であった可能性が推察される。

第1面遺構外出土遺物 (第47図、図版52)

第47図 1は肥前系陶器の大皿である。二次焼成あるいは焼成不良の可能性がある。17世紀前半に相当

する。2は瓶鞭である。 19世紀代から幕末に相当するものと思われる。

表23 SK01出 上金属製品観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

種類 材 質
法  量

襲攀
備 考

大きさ (Cm)

煙管(雁首) 真鍮 長58/最大幅11/厚10 火皿部欠落

45-12 取 手 鉄 ξミ88/至登09
６と

研

全体錆付着 鉄棒の両端部を伸ばし、リング状に加工

し、わずかに湾曲させてある

45-13 不明品 銅 最大径56/厚06
８‐

研
リング状の製品である

45-14 鉄鍋か 鉄 長64 全体錆付着激 板状鉄製品でわずかに湾由している

45-15 審 真鍮 長168 頭部は「耳かき」となつている

表24 SK01出 土石製品観察表

挿図
番号

出土

位置
種類 材質

法  量

襲孵
備 考

大きさ (Cm)

45-16 不明品 石 長軸69/短軸43/厚 15
摩耗した円礫の両面に2本の半円形の溝がある

溝内面には細かいスジ状痕がある 砥石か

表25 SK01出 土瓦観察表

挿図
番号

出土

位置
種 類 色調

法  量

襲攀
備 考

大きさ (Cm)

軒丸瓦
外

内
灰色

灰色
外径156/内 径93/丸瓦厚22/巴径62/弧深22 連珠三巴文 左巻 残存珠文3

丸 瓦
外

内

色
色

灰
灰

民さ185/幅134/厚25 コビキB

SK01 桟瓦(左 )

外

内

色
色

灰
灰

長さ267/幅153/厚17 菊花文の下に横線のスタンプあり

46-4 桟瓦(左 )

外

内

色
色

灰
灰

長さ66/幅 112/厚17 菊花文のスタンプあり

46-5 桟瓦
外)灰色
内)灰色

長さ76/幅92/厚 17 合文のスタンプあり

表26 第1面遺構外出土土器観察表

図

号

挿

番

土

置

出

位
材 質 器 種 器 形

法  量  (Cm) 重 量

残存率
生産地

九陶

編年
備    考

日径 底 径 器高 その他

47-1 遺構外 陶器 大 皿 >77 肥前系
内外面 1施釉 底部 :化粧土あり 高台部 :無釉

二次焼成(焼成不良の可能性あり)17世紀前

遺構外 陶器 瓶タライ 惰円形 在地系 内外面 :施釉 19世紀代～幕末
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第 2節 第 3ブロックの調査

0       1:3      10 cm

2

第47図 32区 第1面遺構外出土遺物 (1:3)

2)第2面 (第48図 )

標高 1,1～ 1.3mで検出した遺構面で、3層を基盤とする。争2a区では遺構面の大半が第 1面の大型土坑

SK01に よって壊されていた。3-2b区 では西側が現代井戸や撹乱に壊される部分が多く、本来は全面に遺

構が分布していたものと思われる。土坑 1基、溝 1条を検出した

SK02(第 48図 )

3-2a区の東側に位置する土坑である。遺構の西側は土坑SK01に よって壊されている。規模は東西2.Om

第48図 3-2区 第2面全体図

蛉
や
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、〇

∞
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、〇
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＞
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0             1:200             1om

(1 1200)
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第 4章 本調査の結果

o         l:60        2m

第49図 3-2btt SD01実測図 (1:60)

以上、南北 1.9m、 深さ0.5mを 測る。遺構の下端の検出長が東西2.5mを 測ることから、上端の東西長4.7

mの長楕円形の土坑が推測される。下層部で有機物層の堆積が確認される。

埋土から陶磁器類が出土しているが、砕片のみで図化していない。

SD01(第 48・ 49図、図版 14)

32b区 に位置する東西方向の溝である。主軸方位はN-88° ―Wである。西側は後世の土坑に壊され

消滅している。調査区の東側に続 くと考えられる。規模は長さ4.5m以上、幅0,8～ 1.Om、 深さ0.2mを測

る。断面は浅い皿状をなし、北側の肩が後述の土坑SK03の南肩を壊している。

溝の底面で、丸太材が2列に平行するように並べられていた。丸太材は直径約 10cmで、lmほ どの長さ

で並べられ、内側には丸太を固定したと考えられる直径3cm前後の杭が打ち込まれていた。底面が東側に

向かってやや傾斜していることから、流水に関係する性格をもつ遺構と考えられる。

出土遺物は、総数17点、総重量2,485gである。材質別では、木質遺物17点である。

時期を判定する遺物は出土していないが、検出面から、概ね 18～ 19世紀代と考えられる。

3)第3面 (第50図 )

標高 1.0～ 1.lmで検出した遺構面で、4層 を基盤 とする。調査3-2b区 では南西部が現代井戸で破壊さ

れた部分があり、調査32a区では第 1面の大型土坑SK01に より遺構面の7割近 くが消失 していた。土坑 1

基、石組 1基、礫敷き、植栽痕を検出した。

SK03(第 50・ 51図、図版 13・ 14)、 遺物 (第52～ 54図、図版52・ 53)

3-2b区の北東部に位置する土坑である。平面形は方形をなし、調査区の東と北へ広がる。南側の肩は
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第50図 卜2区 第3面全体図 (1:200)

前述のSD01に 壊される。規模は東西4.8m以上×南北1.8m以上、深さ約0.2～ 0.3mを 測る。

埋土は、遺物や有機物を多く含む黒褐色土 (4層 )で、底面を精査すると、木杭及び杭跡が約20カ所検

出された。遺構の縁辺部を巡ると考えられるものも見られたが、はっきりとした規則性は見出せなかっ

た。当初は廃棄土坑と考え調査を進めていたが、南辺と西辺に沿って竹製格子状土留めが検出された。遺

。|よ杭

1:60

第51図 3-2btt SK03実 測図 (1:60)
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第 4章 本調査の結果
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第52図  3 2btt SK03出 土遺物1(1:3)
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第4章 本調査の結果

構の壁側に幅30～ 40cm、 深さ60cm前後の溝を掘り、その掘方内に直径約 lcmの竹を突き刺し、その竹を

支えにして横に竹を積み重ねるようにして置き、黒色土、暗青灰色土、灰褐色土の混合上で埋められてい

た。竹は結束されず、60cmほ どの長さに揃えられていた。この上留めの竹は遺構の内側へやや傾いてい

る。全容が把握でき/1-い ため、性格は不明であるが、貯水施設の可能性が考えられる。SK03は、廃絶し

た後に廃棄土坑として利用された遺構と考えられる。

埋土からは陶磁器・木製品などが多数出土している。

出土遺物は、総数458点、総重量28,6028で ある。材質別では、陶磁器類58点 (陶器9、 磁器9、 土師

器39、 土器 1)、 木質遺物397点、金属製品2点、動物遺存体 1点 (貝 1)な どである。

第52図 1～ 5は肥前系陶器である。 1は碗である。焼成不良の可能性がある。2は皿である。九陶 12

期。3は小邪である。九陶 I-2期。41よ瓶である。外面は腰部まで施釉し、内面には同心円タタキ痕が残

る。九陶Ⅱ-1期。5は播鉢である。九陶 I tt。 6～ 10は中国磁器で、6～9は碗である。

7の見込みには「寿」の染付が施される。10は皿である。高台内面に トビカンナがみられる。Hは京

都系土師器の皿である。口縁内外面に油煙が付着しており、灯明皿として使用された可能性がある。

第53図 1は漆碗の蓋である。つまみ内に赤で「一」の文字がある。2は漆碗である。内外面とも黒漆塗。

3は櫛である。4は桶の蓋である。直径2,7cmの 栓の穴がある。5～7は箆である。8は曲物の底板である。

9は箆である。持手部に直径3mmの小孔がある。 10。 11は箸である。12は羽子板である。板材の転用と

思われる。

第54図 1は小柄である。鉄製の刃部に銅板で包まれたグリップ部を持つ。グリップ上部に銅板合わせ部

がある。2は鉄・銅製の針である。全長 1 7cmの 大きな針で頭部に糸を通す小孔を持つ。畳針か。図化した

遺物は17世紀前半代を示しているが、混入品も含むものと思われる。

前述のSD01に 壊されていることや検出面から、概ね 17世紀後半～18世紀代の遺構と考えられる。

==

|      |

0      1:3      10 cm

第54図  3 2btt SK03出 土違物3(1:3)
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第 2節 第 3ブロックの調査

表27 SK03出 土土器観察表

挿図

番号

土

置

出

位 材 質 器種 器 形
法  量  (cm) 重 量

残存率

生産地
九陶

編年
備 考

回径 底径 器高 その他

陶 器 碗 >18
５‘

ッ
肥前系 I-1

見込部 !胎土 目積痕 3ヶ所 底部 i土見せ
二次焼成(焼成不良の可能性あり)

52-2 陶器 皿 肥 前 I-2 対外面 :施釉 見込部 :胎土目積痕 3ヶ 所 底部 :土 見せ

52-3 陶器 ′
Jヽ lTN 一副 I-2 再外面 :施釉 底部 :土見せ

52-4 SK03 陶器 瓶 か 一副 71・ 面 :腰部まで施釉 内面 :無釉 同じ円紋が残る

52-5 陶器 摺 鉢
8501

501
一副 I

口縁外面 :施釉

内面 :よ く使いこまれ、悟 目単位7本がわずかに残る
ロクロ成形 底部 i焦 げ跡が残る

高台内 :炭化物付着(摺鉢の後、鍋として使われたか)

17世紀前半

SK03 磁 器 碗
４４‐
剛

中国
口縁端部、内外面、高台外面に圏線 内面底部 :染付
畳付 :無釉、砂粒付着

52-7 SK03 磁 器 碗 >13 311

10,
中国 見込み i「寿」の染付 高台 :無釉

SK03 磁器 碗 >40 151

40,
中 国 外面 :焼成時の亀裂あリ ロ縁端部・内外面 :圏線が巡る

52-9 SK03 磁器 碗 >3
281

20'
中 国 内面 i圏線2本が巡る 畳付 :無釉

52-10 磁 器 皿 131
17

401
中国

口縁内外面 :圏線が巡る 内面底部 :染付
高台内面 ■ビカンナが巡る畳付 :無釉、砂粒付着

52-11 土師器 皿
122

100(
京都系 手づくね 口縁内外面 ,由煙付着 内面底部 :付着物あり

表28 SK03出 土木製品観察表

図
号

挿
番

出土

位置
種類 名称・部位

法 量  (cm)

木 取
重 量
残存率

備 考長さ
(口 径)

幅
高さ

(器高)

その他

53-1 SK03 漆椀 芸
ユ (35) つまみ径60

79(

100,

内外面 :黒漆
つまみ内 :赤 で文字あり「―」

53-2 漆椀 (71) 底径70
137〔

70'
内外面 :黒漆

53-3 SK03 櫛 >45 >69 厚10
10〔

70,
歯の間隔が密である流櫛

53-4 SK03 桶 厚12～ 16 板 目
127〔

30,

面取り加工されており線刻が一部巡る
φ27cmの栓の六あり
目釘穴7ヶ所

53-5 箆 172 07～ 19 彊言025 柾 目 刃部長3 9cm片 刃

53-6 SK03 箆 202 16～ 3〔 厚06 板 目
８‐

研
刃部長5 8cm両 刃

53-7 SK03 箆 318 28～ 5C 厚11 板 目
1391

100,
刃部長119

53-8 曲物 底板 φ14〔 Fヨ08 柾 目
130(

100,

同国を平均3cm間 隔で目釘穴及び目釘
が12ヶ 所残る

SK03 窟 27～ 62 厚08 板 目
79`

100,

持手部 :φ 3mmの 小孔
侍手側面 !目 釘穴2ヶ所 面 :焦げ痕

53-10 SK03 箸 隆07～08 柾 目
10と

100,
白木

53-11 箸 径06～ 07 柾 目
10〔

100,
白 木

53-12 SK03 玩具 羽子板か 290 35～ 73 旱08 柾 目
157`

100,

上端部焦跡あり 釘穴2ヶ所 目釘六2ヶ

所 目釘2ヶ所 板材転用か
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表29 SK03出 上金属製品観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

種類 材 質
法  量

襲罐
備    考

大きさ (Cm)

SK03 ′卜柄 鉄・銅
全長>124/刃 部長44/握部長80/
幅13/厚04

０‘

制

鉄製の刃部に銅板で包まれたグリップ部を持つ

グリップ上部に鋼板合わせ部がある

54-2 SK03 針 鉄・銅 ξ≧170/月同牟登04
全長1 7cmの 大きな針で頭部に糸を通す小孔を持
つ 畳針か

第 4章 本調査の結果

石組1(第 50・ 55図、図版 18)

32b区に位置する。前述の上坑SK03の南西隅部外側に配置された石組である。幅15cm、 長さ25～ 30

cmほ どの長方体の石3個を用いて作られた石組と、やや離れて長さ80cm× 幅40cmの 細長い石1個を検出

した。石材はいずれも大海崎石である。

石組は、基盤層の青灰色土を幅50cm、 深さ10cmに 掘り込み、そこへ長方体の石2個を内幅1 5cmで縦に

平行に並べ、その上に横位に1個を乗せている。暗渠のような形を成すことから、水の出入り口として設

置された可能性が考えられる。石組の0.2mほ ど南側にある細長い石は、石組に向かつて長軸を示すよう

に据えてあつた。土坑SK03を貯水施設と仮定するならば、その隅部に設置され、暗渠状に組まれた石組

の開田部が土坑SK03とこ向かっていることを勘案すれば、石組 1は SK03に付随する遺構の可能性が高いと

考えられる。

―
A′

。|よ竹

Al°
°m

050m

1 淡黄灰色土 (ブロック混り)

2 第1層 と第3層の混合土
3 オリーブ灰色粘質土 (砂質をやや含むが粘性が強い)

4 オリーブ灰色砂質土
5 淡灰色砂質粘土 (砂粒大きめ)

6 灰色砂質土
7 明灰白色砂質土 (黒色ブロック含む)

8 灰色+褐色ブロックの粘質混合土 (礫含む)

9 灰色+淡灰色+黒色ブロックの混合土

―― A′
     ~

10 青灰色ンル ト
11 灰色+淡黄灰色の粘質斑層 (上坑埋土)

12 黒褐色粘質土 (自然堆積層)

13 茶灰色砂質粘上 (ブロック含む)

14 灰色+茶灰色砂質粘土

0              1:40              2m

第55図  3-2a区  石組 1実測図 (1:40)
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第2節 第3プロックの調査

礫敷き2(第 50図、図版 17-2)

32b区の北西部に位置する。東西4.5m× 南北20mの範囲で検出した礫敷きである。調査区の北と西へ

の広がりを示す。東側は前述のSK03に接する。ほとんどが円礫で、礫の敷き詰め状況は粗密や凹凸があ

る。周辺の軟弱な地盤の地固めとして敷かれたものと考えられる。また、SK03とこ接して敷かれているこ

とから、SK03に付帯する施設の可能性も考えられる。

摩耗の激しい須恵器片が数点見つかっているが、礫の採集時に混入したものと思われる。

植栽痕 (第50図 )

3-2a区で、数力所の植栽痕を検出した。造成土を掘 り込み、植栽 した後、盛土を乗せている。周辺に

は不整形な浅い落ち込みが検出された。庭木の可能性が高い。

5)第 4面 (第56図 )

標高0,8～ 0.9mで検出した遺構面で、A層を基盤とする。柱穴列 1基、石列 1基、石組 1基、不明遺構 1

基を検出した。このうち、不明遺構は3-2a区の全域を占めるもので、第3面とは様相が一変する。3-2b区

では、南西部の一部が現代井戸で破壊されていた。

SA02(第56・ 57区])

3-2b区 の北東部に位置する柱穴列である。4穴を検出した。柱間09～ 1.lmで 3間 (3.Om)の規模である。

調査区の東と北へ広がる可能性がある。主軸方位はN-80° ―Wである。柱穴は直径0.4～ 0.6mの不整円

形で、深さ0.25～ 0 3cmを 測る。各々の柱穴の底面上からは拳大の礫が検出された。根石と考えらえる。
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0             1:200             1om

第56図  3-2区 第4面全体図 (1:200)
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第 4章 本調査の結果

A10°
m

―
ガヽ 竜√

第57図 3-2btt SA02実測図 (1:60)

出土遺物は、総数5点、総重量 1818で ある。材質別では、瓦 1点、本質遺物 4点などがある。

時期を判定する遺物は出土していない。

石列1(第56・ 58図、図版 191・ 2)

32a区の南西部に位置する。試掘調査 (�町R188)で確認された石列で、調査区を拡張して調査した。

南北方向に約2.Om分検出した。主軸方位はN-4° 一Eである。石材は長さ30～ 40cm、 厚さ20～ 30cmの

大海崎石を使用し、標高 1.lmま で2～ 3段積み上げている。調査範囲内での裏込め石は見受けられなかっ

た。石はすべて屋敷内である東側に面をもって作られている。

調査区の北で実施された立会調査 (�町R215)で 、この石列 1の延長部分と考えられる石列が確認され

2m

ている。また、前述の3-1区で検出された石列3と

同方向の延長上にあることから、石列は現道路に

沿って南北方向に延び、南は城山北公園線の角地

まで至っているものと思われる。

構築時期は、検出面から17世紀前半代と推定さ

れるが、確定できる資料に乏しい。

A―――

石組2(第 56・ 59。 60図、図版 19-3)

32a区の北西隅部に位置する石組である。石

はすべて大海崎石である。長さ50～ 60cm、 幅

20～ 30 cm、 厚 さ15cm前後の石が15～ 20cmの

間をもって平行に並べられ、上面には長さ50～   岸
°Om

60cm、 幅20～ 30 cm、 厚さ10cm前後の平たい石

2個が蓋石として据えてある。

―
A′

o         l:60        2m

Ｆ‐利
剖
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一
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-60-

第58図 3-2a区  石列1実測図 (1160)
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A―――

濫

石組平面図1

石組平面図2

Al°
Om 

、

000m

黒色ブロック十灰色砂質上十白色ブロックの斑層
SX01埋土

第 2節 第 3ブロックの調査

一 ― A′

0              1:40              2m

(1 :40)第59図  32a区 石組2実沢」図

正面から見ると、暗渠状に組まれている。蓋石の間には横木が埋め込まれていた。そのうちの 1つ は上

部が削られ、平らな面を作っている。石と石の間には支えと考えられる杭が打たれていた。石組は北方向

に緩やかに上がる階段状を示している。調査区外に続くものと考えられるが、詳細は不明な部分が多い。

暗渠状に組まれた形と緩い傾斜をもって造られていること/A― どから、導水施設の可能性が考えられる。

SX01(第 56・ 60図、図版20～ 22)

32a区に位置する。調査区のほぼ全域を範囲とする遺構で、北壁に沿うような形で平面プランが検出

された。調査区の東西側 と南側へ続いている様相を示 し、東西 12.Om以上 ×南北3.5m以上の規模にな

る。東側は調査2b区に続 くようであるが、32b区の西側に作られた現代井戸によって、東端部は不明で

ある。深さは0.3～ O.8mを 測り、底面は北から南に向かって落ち込む。

10～ 20cm掘 り下げたところで、竹組を4カ 所検出し、東から竹組 1・ 2・ 3・ 4と した。

竹組 1は、東端部に位置する。掘方の壁からやや西側に張 り出し気味に、2～3段の竹の重なりが南北

に10mほ ど続いている。竹に沿って約04m間隔で支えの抗が打ち込まれている①竹組2は、東寄 りに位

置する。2～ 3段の竹の重なりで、支えの杭が打ち込まれている。北側の掘方壁に沿って東西方向に約3.0

m延び、その西端からほぼ直角に南に向かって2.2mほ ど進み、さらに調査区外に続 くようである。竹組

3は、ほぼ中央に位置する。南北方向の軸をもつ。直径2cm前後の竹を約5cm間隔で突き立て、上部に長

さ1.0～20mの横竹を1～2段沿わせている。その間を直径5cm前後、長さ10mほ どの木杭でまばらに補

強しているようである。この竹組は4ケ 所中最も密に竹を立ててある。竹は底面上に堆積する5層から突

き立てられたものと思われ、底面にあわせて遺構の北側ほど竹の長さが短くなっている。一部が西側にな

ぎ倒されていたが、復元長は約25mを測り、さらに調査区の南側へ続 くと思われる (図版221・ 2)。 竹

-61-



第4章 本調査の結果

組4は、西側に位置する。南北方向に延び、北側の一部は西壁内に入る。上述の竹組等と類似した形態で

ある。調査区の北 。南側に続くものと思われる。

竹組間の埋土は、竹組 1以東は緑灰色シル ト質土、竹組 1～ 2の間は山土と考えられる黄橙色土で、南

側は非常に粘性の強い泥に近い埋土である。竹組2～3の間は下層に緑灰色シル ト質土が入 り込む黄橙色

上、竹組3～4の間は灰色細砂 (Ⅱ 層)と暗青灰色粘質土 (Ⅲ層)の混合上である。

竹組はSX01を 区画するような配置をもって作られている。それはまた、遺構の性格に関係するものと

考えられるが、全様が把握できないため、現状では不明遺構とした。

時期を判定する遺物は出土していないが、検出面から概ね 17世紀前半代の遺構と考えられる。

ヨ|

刊

X-58,080

判

＝
洲

汁

寸

〇
卜
蛉
〇ヽ
∞
＞

い
０
蛉
、〇

∞
＞

|

o             l:100             5m

l 暗灰色～オリーブ灰色の砂質土 (湧水著しい)下方に薄く粘
土を挟む

2 黒色ブロック+灰色砂質土十白色ブロックの斑層
3 暗灰色と緑灰色の砂質粘上の混合層
4 青灰色と暗灰色の砂質粘上の混合層 (床面付近にシダ含む)

5 灰色砂質土 (自然堆積層)

, 肇婚雹確憂圭
+黒色ブロック

]SK04埋土
o         l:60        2m

第60図 3-2att SX01・ 石組2実測図 (平面11100 断面1:60)
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第 2節 第 3ブロックの調査

Al°
°m

000m

―
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9             1:40             ?m

第61図 3 2att SX01竹 組実測図 (1:40)
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第 4章 本調査の結果

＼

2

0         1:3         10 Cm

第62図 チ2区 第4面遺構外出土遺物 (1:3)

第4面違構外出土遺物 (第62図、図版53)

第62図 1は 中国磁器の皿である。日縁端部・内外面に圏線が巡る。内面に鳥の染付。2は鉄製の短刀で

ある。刀身は薄く、両刃で茎部は破断している。包丁の可能性もある。

6)第5面 (第63図 )

標高0.5～ 0.6mの I層上面で検出した遺構面で、第 4面の遺構に壊された部分があるため、遺構密度は

低い。32a区で土坑1基、溝 1条を検出した。

SK04(第 63・ 64図 )、 遺物 (第64図、図版53)

32a区の中央に位置する。第4遺構面の不明遺構SX01の底面で検出した遺構である。SX01が広範囲に

わたっていたため、遺構の大部分が破壊を受けて不明であるが、上端の東と西で内側に入る形状がみられ

たため、土坑と判断した。検出標高は0.4mで Ⅱ層にあたるが、前述のように上部がSX01に 破壊されたも

のと考えられることから、本来は I層あるいはそれ以上の面から堀 り込まれた可能性がある。検出長は東

西3.5m、 南北約20mを測るが、規模はそれ以上が推測される。底面は南へ向かって落ち込む様相がみら

れたが、湧水 と南壁崩落の危険が生じたため、標高-0.3mで掘 り下げを停止した。埋土は、 I層 とⅡ層

表30 第4面遺構外出土土器観察表

図
号

挿
番

出土

位置
材 質 器種 器形

法  量  (Cm) 重 量

残存率

生産地
九陶

編年
備    考

日径 底径 器 高 その他

遣構外 磁 器 皿 >21
５‐

９
中国

口縁端部・内外面 :圏線が巡る

内面 :鳥の染付

表31 第4面遺構外出土金属製品観察表

図
号

挿
番

出土

位置
種類 材 質

法  量 重 量
残存率

備    考

大きさ (Cm)

62-2 遺構外 短 刀 鉄 全長>258/刃 部長250/最大幅36/厚03 薄形両刃で、包Tの可能性もある
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第63図 3-2区

がブロック状に混合したものである。

出土遺物は総数2点、総重量19gであ

る。本質遺物2点である。

第64図 1・ 2と も不明品である。板材

を転用 したもので、端部を鋭 く加工して

いる。2は板面中心部に径0.2mmの 小穴

があり、切断部にも同様の小穴がみられ

る。

時期を判定する遺物が出土 していない

ため、検出面から17世紀前葉またはそれ

以前と推定される。

第 2節 第 3ブロックの調査

∃|

0             1:200             1om

第5面全体図 (1:200)

Al°
°m

灰色細砂質土
灰色砂質土

0         1:60        2m

い
∞
蛉
、〇

∞
＞

い
０
い
、〇

∞
＞

ゝ

………… 2

20 cm0           1:4

第64図 3 2att SK04土 層断面図・出土遺物実測図 (断面1:60、 遺物1:4)
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第 4章 本調査の結果

表32 SK04出 土木製品観察表

図
号

臓
番

土
置

出
位 種類 名称・部位

法 量  (cm)

木取
重 量
残存率

備    考

酵
唯

幅 誰
縞

その他

64-1 不明品 厚02 不 明
5`

100'
端部 :鋭く加工 板材転用

不明品 155 一早 不 明
阪面中心部にφ02mmの小穴あり

切断部 :小穴あり

SD02(第 63図、図版23-2)

3-2a区の西端部に位置する溝である。標高0,7mの I層上面で検出した。拡張部の石列 1の調査時に、

掘方底面と西肩部の確認を試みたが、湧水に阻まれ、壁崩落の危険も生じたため調査を停止した。現時点

で底面と西肩部は確認していない。規模は南北に4.Om、 拡張部西壁面まで約3.Omを測る。

南と北の調査区外へ続くことから、それ以上の規模が推測される。東肩のラインは西側を走る道路 (南

北)と平行する。北壁の西端部を深掘 りして落ち込み状況を確認したところ、西側へ向かって落ち込み、

標高0,Om付近で平坦面をなすが、さらに西へ落ち込む様相がみられた。標高-0.lmまでの落ち込みを確

認した。また、東の肩部から底部に向かって、壁面にウラジロ (シ ダ類)が検出された。埋土は I層 とⅡ

層をブロック状に含む混合土で、埋土から遺物は出土していない。

全容は把握できなかったが、SD02は その規模と位置関係から、城下町遺跡の調査で確認されている素

掘 りの大溝と考えられる。素掘 りの大溝は、城下町造成の初期段階に屋敷地を区画しながら掘削される溝

で、現道路に沿う形の位置にあると考えられている。SD02の 東肩は調査区の西側を走る南北道路の東端

から約5mにあたることから、清幅は3.Om以上と推定される。なお、北に隣接して実施された立会調査

(�町R168)に おいて、SD02の東肩の延長部分を検出している (第 151図 )。

第5面遺構外出土遺物 (第65図、図版53・ 54)

第64図 1は瀬戸焼陶器の皿である。2は産地不明の陶器の播鉢である。悟目の単位は6本。3は中国磁器

の青花皿である。高台内に染付。畳付は無釉で砂粒が付着する。

0          1:3         10 cm

第65図 3-2区 第5面遺構外出土遺物 (1:3)

五
．

浄
・
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挿図
番号

土
置

出
位 材質 器種 器形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編 備    考

口径 底径 器高 その他

遺構外 陶器 皿 折縁形 >24 瀬戸 内外面 :施釉 17世紀初め

遺構外 陶器 悟鉢 >39
４‐

制 内面 :悟 目単位6本

遺構外 磁器 皿 菊形 >18
８‐

制 中国 高台内 !染付 畳付 :無釉、砂粒付着

第 2節 第 3ブロックの調査

表33 第5面遺構外出土土器観察表

7)その他の遺構外出土遺物 (第66図、図版54)

近現代の盛土層および撹乱層から出土した遺物のうち、重要と思われるものを掲載した。

第66図 1～ 3は32b区の近現代層から出土したものである。 1は土師器の皿である。2枚が拝み合わせで

埋められていた土師器の上側の皿である。底面に「南」の墨書がある。2は土師器の皿である。上述の土

師器の下側の皿である。 1・ 2は地鎮のために埋められたものと思われる。3は真鍮製の警である。頭部は

耳かきとなっており、分岐部に球を飾 りとしている。

―

中

―

＝

――

＝

＝

ｈ

＝

帖

咄

表34 その他の遺構外出土土器観察表

第66図 3-2区 その他の遺構外出土遺物 (1:3)

図
号

挿

番
土
置

出
位 材 質 器種 器 形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

九陶
編年

備    考
口径 底径 器高 その他

遺構外 土師器 皿
４４‐
側

在地系

土師器皿2枚が拝み合わせで埋められ
ていた
上側の皿 底面に「南」の墨書あり
底部 1回転糸切痕 662と セット

66-2 遺構外 土師器 皿
４０‐
硼

在地系

土師器皿2枚が拝み合わせで埋められ
ていた 下側の皿

底部 :回 転糸切痕 66-1とセット

表35 その他の遺構外出土金属製品観察表

挿図
番号

出土

位置
種類 材質

法  量

襲孵
備    考

大きさ (cm)

66-3 遺構外 讐 真鍮 長179
０モ

研
頂部は「耳かき」となつており、分岐部に球を飾りとしている
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第 4章 本調査の結果

8)/Jヽ糸吉

本調査区で確認された遺構は、表36の とおりである。

第 1面は、標高 1.4～ 1.5mに位置する。2層を基盤とする19世紀～明治初めにかけての生活面と考えら

れる。SA01が確認された。小屋などの簡易的な建物が想定される遺構である。また、3-2a区でSK01が確

認された。性格不明ながら、最終的に廃棄土坑となった大型の土坑で、生活雑器とともに多量の瓦が埋め

られる。

第2面は、標高 1,1～ 1.3mに 位置する。3層を基盤とする18～ 19世紀初めの生活面と考えられる。SK02

やSD01が確認された。第2面は、遺構面のほとんどが後世の遺構による破壊を受けている。

第3面は、標高 1.0～ 1,lmに 位置する。4層を基盤とする17世紀後半～18世紀代の生活面と考えられる。

32a区で浅い土坑と植栽痕が点在している。32b区でSK03と石組 1が確認された。SK03は、貯水施設の

可能性が考えられ、石組 1と西に広がる礫敷2は SK03とこ付随するものと思われる。

第4面は、標高08～0,9mに 位置する。A層を基盤とする17世紀前半代の生活面と考えられる。SA02、

SX01、 石組2が確認された。3-2a区のSX01は 、調査区の広範囲を占める規模で、竹組で作られた区画を

なし、貯水施設等の性格が考えられる遺構である。また、32a区の西端部で、南北方向の石列 1が確認さ

れた。3-1区の調査と立会調査から、南と北に延びるものと考えられる。32b区のSA02は 、北側に広がる

建物の一部と考えられる。

第5面は、 I層上面にあたり、17世紀前葉または城下町造成最初期に相当するものと考えられる。3-2a

区でSK04と SD02が確認された。SD02は 巾3.Om以上、深さ0.8m以上の規模をもつ溝で、道路に沿った

その位置から、堀尾氏による城下町造成の初期段階で掘削される素掘 りの大溝と考えられる。

表36 3-2区 検出遺構一覧

遺構面 検出標高 (m) 時  期 検 出 遺 構

第 1面 14～ 15 19世紀～明治初め SA01 SK01 植栽痕

第 2面 11～ 13 18～ 19世紀初め SK02  SD01

第 3面 10～ 11 17世紀後半～18世紀代 SK03 石組 1 礫敷き2 植栽痕

SA02  Tξ夢昭1  死耳4且 2  SX01第 4面 0 8～ 0 9 17世紀前半代

第 5面 05～06 17世紀前葉 SK04  SD02

3.3-3区

1)調査の概要と土層堆積状況 (第35・ 67・ 69図 )

調査地は第3ブロックの中央南側に位置する。南側は城山北公園線に接している。最近まで島根行政評

価事務所が所在していた区画にあたる。江戸時代には上級武士の屋敷地であった。出入 り回は絵図から、

江戸時代を通じて南向きであったと考えられる。

調査区はこの屋敷地の出入 り口である南側にあたる。調査区を分断するように南北に側溝が走ってい

た。この側溝を境に調査区を西側と東側に分け、東側はさらに調査の都合上、東側調査区・中央調査区・

中央北調査区と3分割 し、平成20年度に西側→東側→中央と調査し、平成21年度に中央北の調査を実施
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第2節 第3ブロックの調査

した。報告書作成にあたり、側溝より西側を3-3a区、東側を33b区 としてまとめた。なお、3-3a区は行

政区画上は殿町であるが、母衣町の遺跡名を付して扱っている (第67図 )。

調査区は、調査前、民家や公的機関の建物が存在していたところであり、明治期には松江憲兵分隊が、

後には島根行政監察局 (島根行政評価事務所)が置かれたところである。調査区はこうした近代以降の撹乱

を大きく受けていた。撹乱は、標高2.0～ 2.lmの 地表面から深さ1.4mま で及ぶ場所もあった。標高 1.5m

前後で、建物跡・来待石製水路・土坑・埋設桶等を検出したが、これらはほとんどが近代以降に相当する

ものであった。幕末期の遺構も含まれると考えられたが、撹乱と近現代遺構と混在する状況で判別し難

く、遺構面として掲載していない (図版242・ 3)。

平成20年度の調査 (旧 中央調査区)で、東壁付近を重機で掘 り下げていたところ、人骨が検出された。

壁面を精査したところ、土坑を検出した。壁を拡張して土坑及び人骨の出土状況を調査した。土坑は標

高 1.2mに 位置し、前述の憲兵隊建物基礎の下にあたる。南側が重機で掘削されたため正確な規模は不明

であるが、東西 1,9m、 南北0,7m、 深さ02mを測る。人骨は土坑の検出範囲のほぼ中央で出土 している

が、頭蓋骨のみであった①頸部以下は掘削時に破壊されたものと思われ、頭蓋骨の位置から、遺骸は北位

に置かれていたものと推察される。土坑はこの遺骸の埋納坑と考えられる

埋土からは、土器破片や釘などが若干出上している (第68図、図版352)。

第68図 1は肥前系磁器の碗である。九陶Ⅲ期。 2は肥前系陶器の播鉢である。九陶Ⅲ期。3は在地系

土師器の皿である。4は京都系土師器の皿である。手づくね成形で、見込みに強い回転ナデの痕が見られ

る。内面に油煙痕が見られることから、灯明皿として使用されたものと思われる。5・ 6は鉄釘で、5は折

れ曲がっている。7は煙管の雁首である。17世紀後半から18世紀前半代に相当する。

出土遺物の様相は17世紀後半から18世紀前半代を示しているが、上述のように重機掘削中の検出であ

り、遺構面として捉えることができなかったため、時期は確定でき/d― い。

第67図 33区 調査区配置図 (1:400)

〇ら
い」０∞

所務事価許錦
■
―

1～3は平成20年度    9
4は平成21年度 199 ∞

。は人骨出上位置
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第68図 3-3区 人骨埋納坑・出土遺物実測図 (遺構

表37 人骨埋納坑出土土器観察表

遺物1:3)

人骨出土状況

図
号

挿
番

出土
位置

材資 器 種 器 形
法  量  (cm) 重 量

残存率
生産地

九陶
編年

備 考

口径 底径 器高 その他

婦醐
磁 器 碗 >46

４‐

研
肥前系 Ⅲ 外面:乳花染付 17世紀後半～18世紀

人骨
埋納坑

陶器 悟鉢 >4( 肥前系 Ⅲ 口縁のみ鉄釉 1650年 ～1680年

68-3
人骨

埋納坑
上師器 皿 在地系 底部 :回転糸切

人骨
埋納坑

上師器 皿
畿
５０‐

京都系 手づくね 指頭圧痕あり

第38表 人骨埋納坑出土金属製品観察表

挿図
番号

土
置

出
位

種類 材 質
法  量 重 量

残存率
備 考

大きさ (cm)

人骨
埋納坑

釘 鉄 長25/頭幅07/厚03
ａ

ｏ

面
端

断
先

方形 頭部 :叩 き伸ばし折り曲げ

しの字状に曲がる

人骨
埋納坑

釘 鉄 長61/頭幅12/厚05
３‐

げ
斬面 :方形 錆付着

68-7
人骨

埋納坑
煙管
(雁首)

真鍮 長67/火皿φ14～ 17/小 口φ13 真鍮製煙管の雁首で側面に継ぎ目がある

-70-



第2節 第3ブロックの調査

標高約2.Omの地表面から約15m掘 り下げると、標高0.4～ 0.5mで I層に至る。この I層を基盤 とし

て、初期造成土のA層が0.1～ 0.3m堆積する。 I層上およびA層 内でウラジロ (シ ダ類)の堆積を検出し

た。ウラジロは3～ 10cmの厚みで敷き詰められたような堆積を示し、主に33b区の広範囲で確認された。

A層の上にさらに造成土が積み重ねられていく様相が見られ、1～3層に大別できた。

1層 は砂礫を多く含む灰白色～灰オリーブ色土を主体とし、層厚0.2～ 0.4mである。近現代の盛土層で

ある。

2層は灰黄褐色土を主体とする。層厚0,1～ 0.4mで、2～3層 に細分できる。この上面を第 1面 とし、検

出標高は1.3m前後である。形成年代は、出土遺物と検出遺構から17世紀半ば～後半代と推察される。

3層は灰白色～黄灰色土を主体とする。層厚02～0.4mで、2～3層 に細分できる。この層はA層 に掘 り

込まれた遺構の上層埋土に相当することから、基盤層としては捉えなかった。

北壁

A生堅Ⅲ

100m

000m

葬 嘉三

夢雰
〆―第3面

灰自色～灰オリーブ色土 (砂礫含む)

灰黄褐色土
灰白色～黄灰色土

B柳

100m
ー

第1面 共
第2面

―

―一 B′

k
第3面――――ヒ、

、

褐灰色～灰自色土 (砂礫含む)

灰黄褐色土あるいは灰色粘質土
灰白色～暗灰黄色粘質土

抗 角材

は遺構埋土

0              1:80              4m

第69図 33区 土層断面図 (1:80)
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第4章 本調査の結果

A層 上面を第2面 とし、検出標高は0.8mで あ

る。形成年代は、 17世紀前菜～前半代 と推定さ

れる。

I層上に敷き詰められたウラジロ (シ ダ類 )

堆積面を第3面 とし、検出標高は0.5～ 0.6mであ

る。城下町造成直後に相当するものと考えられ

る。 (第69図 )。

2)第 1面 (第70図 )

標高 1.3m前後で検出した遺構面で、2層を基

盤 とする。33b区 では、近現代の建物基礎や撹

乱によって遺構面が破壊された部分が多い。土

坑3基、石組水路 1基、石列 1基、礫敷き2ケ 所を

検出した。

6   5

1 黒褐色土 (微砂混り)灰白色粘土ブロック
2 暗褐色 (微砂 。小礫混り)灰白色粘土ブロック

3 黒褐色粘質土 植物繊維混り
4 暗褐色土 灰色ブロック混り
5 暗赤褐色土 (微砂小礫混り)

6 黒褐色粘質土

0         1:60         2m

第72図  3-3att SK01実 測図 (1:60)

SK01(第70・ 72図、図版25-2)、 遺物 (第 73・

74図、図版54・ 55)

3-3a区の東側に位置する土坑である。平面形は隅丸方形をなす。規模は一辺2.Om前後、深さ約0.5mを

測る。底面はほぼフラットで、埋土は、黒褐色粘質土と暗褐色土が堆積する。

X-58′ 080

|

o             l:200             10m

第1面全体図1(1:200)
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第2節 第3ブロックの調査

埋土から陶磁器 。木製品 。木片・食物残滓などが出土していることから、廃棄土坑と考えられる。

出土遺物は、総数 188点、総重量9,288gで ある。材質別では、陶磁器類72点 (陶器30、 磁器7、 土師

器35)、 瓦 1点 (丸 1)、 木質遺物 105点、金属製品1点、動物遺存体6点 (哺乳類 1、 鳥と、貝4)、 自然遺物

3点などがある。

第73図 1は肥前系陶器の小杯である。九陶 12期。2は月巴前系陶器の皿である。九陶Ⅱ期。3は月巴前系磁

器の碗である。外面染付で焼成時の癒着痕が残る。九陶Ⅱ-2期 (1650年前後)に相当すると思われる。4

は肥前系磁器の皿である。内面に線彫 り文様がある。九陶Ⅲ期の初め頃と思われる。

6は産地不明陶器の大皿である。全体に貫入が見られ釉がくすんでいる。17世紀半ば～後半に相当する

ものと思われる。6。 7は在地系土師器の皿である。ロクロ成形で、底部には回転糸切痕が残る。8は漆椀

である。外面は黒、内面は赤の漆塗 りが施される。9は箆である。刃部は使用による摩耗痕が見られる。

10・ Hは不明品である。椀もしくは蓋の取手の可能性も考えられる。 121よ 柄杓の底板と思われる。

第74図 1は丸型の差歯下駄である。前方鼻緒部分には指の跡が残っている。2・ 3は角型の連歯下駄で

ある。3の表面には一部漆が付着している。4は木簡である。墨書は確認できない。5は板である。両面に

墨書が確認できるが判読不明である。6は真鍮製の煙管の雁首である。火皿部分が欠落している。

出土遺物は、 17世紀前半代のものも含むが、概ね 17世紀半ば～後半代を示していることから、この時

期の遺構と考えられる。

X-58′ 080

-A′

X-58′ 085

X-58′090

|

0             1:200             1om

第71図  3-3区 第1面全体図2(1:200)
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第 4章 本調査の結果

Ψ

期
、

0         刊:3         10 Cln

回 11

第73図  3‐3att SK01出土還物1(1:3、

~ 12

o              l}4              20 cm

1:4)

′  }10

-74-一



第 2節 第 3ブロックの調査
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第 4章 本調査の結果

表39 5K01出 土土器観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

材質 器種 器 形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶

年

九

編
備 考

口径 底径 器高 その他

SK01 陶 器 小杯 )>20
０‘

制
肥前系 全面 :施釉

73-2 SK01 陶器 皿 溝縁形 肥前系 I 見込部 :砂 目積痕3ヶ所 底部 :上見せ

SK01 磁器 碗 >50
０‐

制
肥前系 Ⅱ-2カ 外面 :染 付 焼成時に他の器と癒着痕あり

1650年前後

SK01 磁 器 皿 1240 >31 肥前系
古伊万里 内面 :線彫り文あり
17世紀(Ⅲ の初め頃か)

73-5 SK01 陶 器 大皿 萩 Ⅲ か

全体 :貫 入が入り釉がくすんでいる
森部 :土見せ
説付 :回転糸切痕 17世紀中～後半

73-6 SK01 土師器 皿 在地系 姦部 :回転糸切痕

73-7 SK01 土師器 皿 17
４‐

００ 在地系 底部 :回転糸切痕

表40 SK01出 土木製品観察表

挿図
番号

土
置

出
位

種類 名称・部位

法 量  (Cm)

木取
重 量
残存率

備 考
長さ

(口 径)

幅 辞
縞

その他

73-8 SK01 漆椀 底径60 外面 :黒漆 内画 :赤漆

SK01 箆 厚05
２‘

研
刃部長55両刃 刃部 :使用による摩耗あり

73-10 SK01 不明品 厚11
表裏面 :黒漆 1部側面漆なし

碗もしくは蓋の取手の可能性も考えられる

73-11 SK01 不明品 厚 12
３５‐
側

表裏画 ;黒漆 1部側面漆なし

碗もしくは蓋の取手の可能性も考えられる

73-12 SK01 柄杓 底板か φ39 厚08
1001

剛面 :目 釘穴lヶ所、目釘3ヶ所が残る

下駄 丸型差歯下駄 ホゾ穴前後1ずつ 指の痕跡あり

74-2 SK01 下駄 角型連歯下駄 235 板 目
儀

碑

74-3 SK01 下臥 角型差歯下駄 板 目 表面 :一部漆あり

74-4 SK01 木簡 厚06 柾 目
141

90'
墨書あり 判読不明

74-5 SK01 板 厚07 柾 目
４６

００ 塁書あり 半‖読不明

表41 SK01出 上金属製品観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

種 類 材質
法  量

襲攀
備 考

大きさ (cm)

74-6 SK01
煙管
(雁首 )

真鍮 長83/小 日φ12X05
儀

働 真鍮製の煙管雁首 火皿部欠落
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第2節 第3プロックの調査

SK02(第 71・ 75図、図版25-3)、 遺物 (第75図、図版55)

33b区の西端部に位置する土坑である。西の調査区外に広がる。平面形は円形と推測される。全容が

把握できないが、規模は上端で最大幅3.7mを 測る。調査時、壁面崩落の危険が生じたため、深さ1.4mで

掘 り下げを停止した。埋土は、下層部に粘質土が堆積し、上層部は粘質土と砂質土が混合するように堆積

する。何回かの掘 り直しがあったものと思われる。

下層部で人頭大の石を検出した。また、30～40cm大 の石が点在 していた。人頭大の石は一部組まれた

ようにみられ、石組井戸の残部の可能性も考えられる。遺構の性格については判然としない。

埋土からは陶磁器片 。土師器片・漆器椀などが出土している。

出土遺物は、総数16点、総重量287gで ある。材質別では、陶磁器類12点 (陶器9、 磁器2、 土師器

1)、 瓦 1点 (平 1)、 木質遺物3点である。

第75図 1は肥前系陶器の溝縁形の皿で、九陶 12期。2は肥前系陶器の播鉢である。

出土遺物と検出面から、 17世紀半ば～後半代の遺構と考えられる。

1 緑灰色砂質土 (灰白色砂質土ブロック多く含む)

2 1に暗灰黄粘質土ブロック多量に含む
3 緑灰色砂質土
4 灰色粘質土
5 4に灰白色粘質土ブロック含む
6 灰色砂質土 (灰色粘質土ブロック 緑灰色砂質土ブロック含む)

7 黄灰色粘質土 (緑灰色砂質土ブロック含む)

8 灰色砂質土 (にぶい黄褐色粘質土ブロック含む)

9 灰色砂質土灰色砂質とにぶい黄褐色粘質土ブロック含む (小礫をやや多く含む)

10 黒褐色土 (有機物堆積層一部ウラジロ含む)

11 19に 小礫を多量に含む
12 灰色粘質土

0         1:60         2m

第75図  3-3btt SK02・ 出土遺物実測図 (遺構1:60、 遺物1:3)

0           1:3          10 cm
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表42 SK02出 土土器観察表

挿図
番号

土
置

出
位

材質 器種 器 形
法  量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編

備 考

口径 底 径 器高 その他

SK02 陶器 皿 か 溝縁形 117 肥前系 車部 :土 見せ

SK02 陶器 摺鉢 肥前系 悟目単位11本 二次焼成を受けている

第 4章 本調査の結果

SK03(第 71図 )、 遺物 (第76図、図版56)

3-3b区 の中央北寄 りに位置する土坑である。平面形は楕円形をなす。遺構の南側が、旧中央調査区と

旧中央北調査区の境界にあたるため掘削することができず未検出である。規模は長径12m、 短径O.6m以

上、深さ02mを測る。埋土から土器片や瓦片などが出土している。廃棄土坑と考えられる。

出土遺物は、総数24点、総重量4,7758で ある。材質別では、陶磁器類7点 (陶器5、 磁器2)、 瓦5点

(軒丸2、 丸 1、 平 1、 かんぶり1)、 木質遺物8点、金属製品1点、動物遺存体3点 (貝 3)である。

第76図 1は肥前系陶器の皿である。九陶Ⅱ期①2は肥前系陶器の皿である。口縁部はやや端反で、弱い

溝縁形である。3は肥前系磁器の鉢である。九陶Ⅱ l期に相当すると思われる。4は肥前系陶器の悟鉢で

ある①九陶Ⅱ期。5。 6は軒丸瓦の瓦頭部である。5は 5個、6は4個の珠文が確認できる。7は雁振瓦である。

出土遺物は17世紀前半代のものを含むが、肥前系の播鉢 (第 76図 4)の年代から、17世紀後半代の遺

構と考えられる。

表43 SK03出 土土器観察表

図

号

挿

番

土

置

出

位
材 質 器種 器 形

法  量  (Cm) 重 量

残存率

生産地
陶

年

九

編
備    考

国径 底径 器高 その他

SK03 陶器 皿 溝縁形 肥前系 Ⅱ

見込部 :砂 目積痕、施釉 タト面口縁部 :施釉

底部 :土見せ、回転糸切痕 (高台内を肖1り 込んでな

い)1610～ 1650年代

SK03 陶器 皿 肥前系 I-2
見込部 :砂 目積痕 底部 :土見せ

口縁 :やや端反、弱い溝縁形

SK03 磁器 鉢 肥前系
外面 :山水回の染付、2条の圏線あり

畳付 :無和 17世紀前半

76-4 SK03 陶器 橿鉢
３‐

０
肥前系

口縁 :上端に面を持ち内側に突出する

槽 目単位10本 (間 隔が空く)1690～ 1650年 代

表44 SK03出 土瓦観察表

図
号

挿

番

土
置

出
位

種類 色調

法  量 重 量
残存率

備 考

大きさ (Cm)

76-5 軒丸瓦 内外)灰 白色 外径160/内 径134/丸 瓦厚19/巴 径 !不明/弧深 :不明 残存連珠文5

76-6 SK03 軒丸瓦 内外)灰色 外径150/内 径124/丸瓦厚18/巴径 :不明/弧深17 残存連珠文4

SK03 雁振瓦 内外)灰色 長さ302/幅 142/高 さ129
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第 2節 第 3ブロックの調査

SK03出土遺物 (1:3、 1:4)

0       1:3       10 cm

既
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0        1:4 20 cn
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第76図 33b区
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第4章 本調査の結果

石組水路1(第70・ 71・ 77図、図版27)、 遺物 (第77図、図版56)

3-3a区東側から争3b区西側にかけて位置する。平面形は逆「L」 字状をなす。破壊を受けて石がない部

分があるが、33a区西端から33b区東端まで東西 12.Omを検出した。33b区では北へ屈曲して約2.5m進

む。軸方位は東西方向がN-87° 一W、 南北方向がN-3° 一Eである。33a区の西延長上に石が平行した列

状に点在しているのがみられ、本遺構の一部に/8-る 可能性がある。その場合、東西約 16mに およぶもの

となる。石組は、10～ 40cm大 の石を内側に面をもたせ、内幅03mで平行に並べている。石は標高 1.2～

1.4mで検出したもので、検出面の下に埋まり込んでいる部分がある。33b区では、石の上面に板材と棒

材による蓋が被せてあつた。

石組の下、標高 1.2mで、5～ 10cm大の礫からなる礫敷きを検出した。3-3a区では幅0.4～ 0。 7mで、東

西方向に3.7mの 範囲で敷き詰められていた。3-3b区 では幅0.4～ 0.7mで、南北方向に約4.Omの 範囲で敷

き詰められていた。礫は部分的に欠落している。この礫敷については、調査時には道路遺構の可能性を示

していた。報告書作成にあたり、前述の石組水路 1と 幅・長さ等の規模や方向がほぼ合致していることが

判明し、その直下に位置することから、石組水路の底部分と考えられる。

石組付近から土器片や銭貨などが出土している。

出土遺物は、総数 19点、総重量735gである。材質別では、陶磁器類6点 (陶器3、 土師器3)、 木質遺

物12点、金属製品1点 (銭貨 1)である。

第77図 1は肥前系陶器の碗である。九陶 12か らⅡ期。2は肥前系陶器の皿である。見込部に砂目積の

跡が残る。3は在地系土師器の皿である。内外面一部に油煙と思われる痕跡がある。4は銭貨「寛永通費」

で、古寛永 (1636～ 1659年)である。

出土遺物から、 17世紀後半以降の遺構と考えられる。

表45 石組水路1出土土器観察表

図

号

挿

番

土

置

出

位
材 質 器種 器形

法  量  (Cm) 重 量

残存率

生産地
陶

年

九

編
備    考

口径 底 径 器高 その他

77-1 石組水路 陶器 碗 肥前系
一・

２

Ⅱ 底部 :土見せ、一部に胎土付着

石組水路 陶器 皿

３‐

９
肥前系 [-2 見込部 :砂 目積痕 底部 :土見せ

77-3 石組水路 土師器 皿 27 在地系
底部 :回転糸切痕 内外面 :一 部に油煙と思われる

痕跡あり

表46 石組水路1出土金属製品観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

種類 材質
法  量

襲簾
備 考

大きさ (Cm)

77-4 石組水路 銭貨 銅 厚1 0mm
鍵

鋤
寛永通賓 1期 =古寛永(1636～ 1659年 )
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第 2節 第 3プロックの調査

0             1:100             5m

2m

は礫敷き

0              1:40

0       1:3       10 cm

③aO悦 蜘

第77図  3-3区 石組水路 1・ 出土遺物実測図 (平面1:100、
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第4章 本調査の結果

石列1(第71図、図版27-2)、 遺物 (第78図、図版56・ 57)

3-3b区 の中央西寄 りに位置する。標高 1.0～ 13mで検出した。幅10～ 20cm、 長さ30cm大の石を使用

し、南北方向から東西方向へ屈曲して並べられている。lm強ほど確認できたが、東側は撹乱により破壊

されている。石組水路の一部または建物基礎の可能性が考えられたが、判然としない。

石列付近から土器などが出上している。

出土遺物は、総数 18点、総重量6408である。材質別では、陶磁器類15点 (陶器6、 磁器 1、 土師器7、

土製品 1)、 木質遺物3点である。

第78図 1は肥前系陶器の皿である。九陶Ⅱ期。2は在地系土師器の皿である。3は京都系土師器の皿で

ある。手づくね成形で、外面一部と内面全体に油煙が付着していることから、灯明皿として使用されてい

たものと思われる。4は土垂である。

出土遺物は、17世紀前半代のものを含むが、検出面から17世紀半ば～後半代の遺構と考えられる。

①

一
t)二

く
てここここ三二三EE三二三二7ケ

'2

0         1:3         10 Cm

第78図 3-3b区 石列1出土遺物 (1:3)

表47 石列 ¶出土土器観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

材 質 器種 器 形
法 量  (Cm) 重 量

残存率
生産地

九陶
編年

備    考

口径 底 径 器高 その他

78-1 石列 1 陶器 皿

４‐

０９ 肥前系
見込部 :砂 目積痕4ヶ所、付着物あり 底

部:土見せ

78-2 石列 1 上師器 皿 在地系 主部 ;回 転糸切痕

78-3 石列 1 土師器 皿 >23
731

1001
京都系 手づくね 外面一部、内画全体:油 煙付着

表48 石列 1出土土製品観察表

挿図
番号

土
置

出
位

種類 材質
法  量

襲孵
備 考

大きさ (Cm)

石列 1 土製品 上垂 長33最大φ105
3モ

100'
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第 2節 第 3ブロックの調査

0       1:2       5 cm

第79図  3-3b区 礫敷き1出土遺物1(1:3、 1:2)

0         1:3         10 cm

簸 ∞ 6
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第4章 本調査の結果

礫敷き1(第71図、図版27)、 遺物 (第79。 80図、図版57)

3-3b区の西側に位置する。石組水路 1の東に接して検出した。5～ 10cm大の礫が、 1.2m× 1.Omの範囲

で敷かれていた。石組水路 1に伴うものかどうかは不明である。

礫敷き内及びその直下から遺物が出土している。

出土遺物は、総数 163点、総重量 15,353gである。材質別では、陶磁器類 103点 (陶器 54、 磁器3、 土

師器45、 土器 1)、 瓦29点 (軒丸 1、 丸7、 平21)な どである。

第79図は礫敷き内の出土遺物である。1は月巴前系陶器の皿である。九陶 I-2期。2は中国磁器の碗である。

3は肥前系陶器の括鉢である。日縁部が内側に延び上面に凹線状に面を持ち外反する形状である。九陶Ⅱ

期。4・ 5は京都系土師器の皿である。手づ くね成形で、内面に凹状の強いナデ痕が見られる。5は内外面

に油煙が付着していることから、灯明皿として使用されていたものと思われる。6は北栄銭「群符元費」

である。

0          1:3         10 Cm

第80図 3-3b区 礫敷き 1出土遺物2(1:3)
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第2節 第3ブロックの調査

第80図 は礫敷き直下の出土遺物である。第2面の包含層遺物になる可育P14があるが、礫の取 り上げ時に

取 り上げたため、図示 した。 1は肥前系陶器の天目碗である。九陶 I… 2期。2は肥前系陶器の皿である。

九陶 I-2期。Sは肥前系陶器の皿である。口縁部は口錆で見込部に胎土目痕が残る。九陶 I-2期。41ま 肥

前系陶器の甕である。内面は同心円紋状叩き目後ナデており、底部外面に貝目積の痕が見られる。5は京

都系土師器の皿である。指頭圧痕や内面に強いナデ痕が残る。

出土遺物は17世紀前半代のものを含むが、検出面から17世紀半ば～後半代の遺構と考えられる。

表49 礫敷き1出土土器観察表

挿図
番号

出土

位置
材質 器種 器形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編 備 考

口径 底径 器高 その他

79-1 礫敷 1 陶器 皿
101(

90,
肥前系 I-2 見込部 :胎土目4ヶ所 底部 :土見せ

礫敷 1 磁器 碗 >35 中国

青花 内外面 :染付 見込部 :変形文字 畳付 :

無釉
見込部・高台 :圏線あり

79-3 礫敷 1 陶器 悟 鉢 >100
７
‐

α

２２

４ 肥前 系 Ⅱ

内面 :情 目単位7本 (間隔が空く)

口縁 :内 側に延び上面に凹線状に面を持つ
外反する

79-4 礫敷 1 土師器 皿
1201

80;
京都系

手づくね 内面:日 縁端部に煤が帯状に巡る
手づくね後内面ナデ、底面に凹状の強いナデ

79-5 礫敷 1 土師器 皿 京都系
手づくね 内外面 :油 煙付着 手づくね後内面ナ

80-1 礫敷 1 陶器 碗 天目碗形 >52 1151

501
肥前系 I-2 本面 :胎土目 底部 :土見せ

礫敷 1 陶器 皿
1571

80,
Л巴前系 I-2 見込部 :胎上目4ヶ所 底部 :上見せ

80-3 礫敷 1 陶器 皿
０４‐
則

肥前系 I-2
口縁 :日 錆 底部 :土見せ 胎土目(最上段積
彦h卜 )

80-4 礫敷1 陶器 甕 >129 14501

30'
肥前系 内面 :同 心円状タタキ痕後ナデ 貝目積みか

礫敷1 土師器 皿
911

60,
京都系

手づくね 指頭圧痕あり 内面 :強いナデ痕あり
手づくね後ナデ

表50 礫敷き1出土金属製品観察表

挿図
番号

出土

位置
種 類 材質

法  量

襲勝
備 考

大きさ (cm)

79-6 礫敷 1 銭 貨 銅 享1 25mm
4【

1009
蒔符元資 】ヒ栄 初鋳年(1009年 )
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第4章 本調査の結果

礫敷き2(第 71図、図版262)、 遺物 (第81～ 83図、図版57～ 59)

3-3b区 の東側に位置する。標高 1.2mで検出した。5.0× 5,Omの 不定形な範囲で、礫の集積がみられた

が、大きく北側 と南側の2つに分かれる。5～ 10cm大の礫がほとんどであるが、20～40cmの 石が点在 し

て検出された。殿町279外 (松江歴史館)の調査では、建物の範囲内また外縁で同様の礫敷きが検出され

ている。建物に付随する遺構と考えられたが、周辺で建物は検出されず、本遺構の性格については不明で

ある。

出土遺物は、総数251点、総重量 14,924gである。材質別では、陶磁器類 161点 (陶器76、 磁器9、 土

師器 72、 土器3、 土製品2)、 瓦27点 (丸 8、 平 19)、 木質遺物48点、金属製品1点、石器 1点、動物遺存体

避
ここ】        3二 三

7

〇       1:3       10 cm

第81図 3-3b区 礫敷き2出土遺物1(1:3)
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第2節 第3ブロックの調査

6点 (哺乳類 5、 鳥 1)、 自然遺物 1点などである。

第81図 1は肥前系陶器の碗である。見込部に茶究痕が残る。九陶 I-2期。2は肥前系陶器の皿である。

絵唐津である。九陶 I-2期。31ま月巴前系陶器の皿である。九陶 12期。4は肥前系陶器の皿である。見込部

は焼成時の灰降りのため、ザラザラと荒れており、窯詰め時に最上段に置かれ焼かれたためと思われる。

九陶 12期。5は月巴前系陶器の皿である。内面に鉄絵が描かれ、口縁はなぶり国と思われる。九陶 I-2期。

6は肥前系陶器の鉢である。内面に付着物が残る。九陶 12期。7は志野陶器の不明品である。片面に絵

もしくは文字が描かれる。

呼④
｀

中
　

　

　

　

　

　

一

９

一

0         1:3         1o cm

第82図 3-3b区 礫敷き2出土遺物2(1:3、 1:4)
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第 4章 本調査の結果
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第83図  3-3b区 礫敷き2出土遺物3(1:4)
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第2節 第3ブロックの調査

第82図 1は 中国磁器の碗である。見込部に「天」の銘が入る。17世紀初めに相当する。2は中国磁器の

六角形の碗である。外面に草花文様が描かれる。3・ 4は在地系土師器の皿である。内外面に油煙痕が認

められることから、灯明皿として使用されていたものと思われる。5。 6は京都系土師器の皿である。外

面はしぼり痕と思われる指頭圧痕が残る。内面は回転ナデ調整で、5に とよ強いナデによる凹みが溝状に見

られる。7は瓦質土器の火鉢である。3ま たは4足の脚が付 くものと思われる。8は鉄釘である。変形して

いるが、薄手で長 く、船釘の可能性がある。9は砥石である。4面に使用痕が見られる。

第83図 1は丸型の連歯下駄である。前方鼻緒部分には指の痕が残っている。2は丸型の差歯下駄である。

前方鼻緒部分に指の痕が残っており、黒漆が側面に残る。Sは角型の連歯下駄である。前方鼻緒部分に指

の痕が残る。4は 円錐形の木栓である。5は 箆である。6は輪と思われる。端部を「UJ字状金具5本で留

めてある。修繕の痕と思われる。また、基に近い部分に幅2mmの浅い凹みが廻る。締め金具の痕であろう

か。7は曲物の部品と思われる。8は灯火具の部品と思われる。側面には目釘が4カ 所あり、片面の中心部

がやや凹み焦げている。9は装飾品で、六弁花の形成である。

出土遺物は17世紀前葉のものも含むが、検出面から17世紀半ば～後半代の遺構と考えられる。

表51 礫敷き2出土土器観察表

図

号

挿

番
出土

位置
材 質 器種 器 形

法  量  (cm) 重 量

残存率

生産地
陶

年

九

編 備    考
口径 底径 器高 その他

81-1 礫敷き少 陶器 碗 114 肥前系 I-2 見込部:茶劣痕あり 底部;土見せ

礫敷き2 陶器 皿 114
０７

６０ 肥前系 I-2 絵唐津 見込部 :胎土 目3ヶ 所、鉄絵 底部 :土見せ

81-3 礫敷き2 陶器 皿 49
1231

701
肥前系 I-2 見込部 胎土 目4ヶ 所 底部 :土見せ

礫敷き2 陶器 皿 肥前系 I-2
底部 :土見せ、胎土目痕あり

見込部 :焼成時の灰降りのためザラザラと荒れている、窯詰め

時、最上段に置かれ焼かれたためか

IkH敷き2 陶器 皿 126
1001

50,
肥前系 絵唐津 見込部 :胎土 目 底部 :土見せ 日縁 :な ぶり日か

礫敷き2 陶器 鉢 >6 肥前系 I-2 内面 :付着物あリ ロ縁 :口 錆

礫敷き2 陶器 不 明
乃

制
志野 片面に絵 (文字か )

礫敷き2 磁器 小碗 中国

青花 内外面 i染付 見込部 「天」の染付

高台外面 :圏線2本

国縁内外面 :圏線1本 畳付 i無釉 17世紀初め

82-2 礫敷き2 磁 器 碗 六角形 >3〔
８‐

９
中 国 青花 草花文様の染付

礫敷き2 土師器 皿 在地系
底部 :回転糸切痕 内外面 :油煙付着 内面 :付着物多い

灯明皿として使用か

礫敷き2 土師器 皿 在地系 底部 :回転糸切痕 内外面 :一 部油煙付着

82-5 礫敷き2 土師器 皿 150 >26
２‘

り
京都系

手づくね 外面 指頭圧痕あり、しぼり痕か
内面:回 転ナデの強い痕(溝状になる)凹 みが巡る

礫敷き2 土師器 皿 120
０て

制
京都系

手づくね 指頭圧痕あり 底部内面 Saいナデ痕あり 手づくね
後ナデ

82-7 礫敷き2 瓦質±3 火鉢 在地系
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第 4章 本調査の結果

表52 礫敷き2出土金属製品観察表

図
号

挿
番

出土

位置
種類 材質

法  量 重 量
残存率

備 考
大きさ (cm)

礫敷き2 釘 鉄 長145/頭幅51/厚06

表53 礫敷き2出土石製品観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

種類 材 質
法  量 重 量

残存率
備 考

大きさ (Cm)

82-9 礫敷き2 砂岩 砥 石 長119/幅36/厚 13 4面共に使用

表54 礫敷き2出土木製品観察表

挿図
番号

土
置

出
位

種 類 名称・部位

法 量  (cm)
木取 襲辮

備 考
長さ

(口 径)
幅

高さ
(器高)

その他

礫敷き2 下駄 丸型連歯下駄 指の痕跡あり 歯はかなり摩耗している

83-2 礫敷き2 下駄 丸型差歯下駄 板 目
ホゾ六前後lヶ所ずつ 指の痕跡あり 黒
漆が側面に残る

礫敷き2 下駄 角型連歯下駄 板 目 244ぢ 指の痕跡あり

33-4 礫敷き2 木栓 厚27 心持
～

円錐形

礫敷き2 箆 厚04 柾 目
141

100,

礫敷き2 鞘 か 厚16 不 明
４ｔ

醐

二枚板のはぎ合わせ、一部漆あるいは膠
などで接着している
一部「U」 字状金具5本

端部に幅2mmの凹み

33-7 礫敷き2 由物 部品か φ105 厚035

礫敷き2
燈 (火 )

灯具
部品か

φ10(
X10( 厚09～ 07 柾 目

面中心部に焦げ跡あり、焦げて凹みがあ
る 側面:目 釘lヶ所、目釘穴3ヶ所

礫敷き2 装飾品
1

厚17 ぺ弁花

第1面遺構外出土遺物 (第84図、図版59)

1は角型の連歯下駄である。前方鼻緒部分

に指の痕が残る。

0             1:4             20 cm

第84図 3-3区 第1面遺構外出土遺物 (1:4)

⑤

表55 第1面遺構外出土木製品観察表

図
号

挿
番

出土

位置
種類 名称・部位

法  量  (Cm)

木取 襲攀
考備

長さ
(口 径)

幅
高さ

(器高)

その他

84-1 獅醐
下駄 角型連歯下臥 厚40 指の痕跡あり
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3)第 2面 (第 86・ 87図 )

標高0.8mで検出した遺構面で、A層を基盤 とす

る。土坑2基、清2条、石垣 1基、建物土台 。土留

め遺構・壁状遺構を伴 う建物 1基、不明遺構2基を

検出した。

SK04(第 87図 )、 遺物 (第85図、図版59)

33b区の北西部に位置する土坑である。平面形

は楕円形をなす。旧中央調査区と旧中央北調査区

第 2節 第 3ブロックの調査

1堪

0     1:3 10 cm

第85図  3 3btt SK04出 土遺物 (1:3)

の境界であったため、一部が未検出である。規模は東西 1.6m、 南北07m以上、深さ0.5mを測る。断面

は皿状をなし、黒褐色粘質土が堆積する。

全容が不明/1-た め、遺構の性格については判然としない。

出土遺物は、総数6点、総重量330gである。材質別では、陶磁器類 1点 (陶器 1)、 木質遺物5点である。

第85図 11よ月巴前系陶器の皿である。九陶 I-2期。

出土遺物は17世紀前葉を示すことから、当該期の遺構と考えられる。

石垣1(第87・ 88図、図版30・ 31)

33b区の南東側に位置する石垣である。東側が調査区外へ続 く。規模は東西8m、 南北0.5～ 1.4mを測

る。主軸方位はN-87° ―Wである。一部は撹乱に壊されている。石垣は、幅20～ 30cm、 長さ40～ 60cm

の石を2～ 3段積み上げ、高さ06～0,9mを測る。屋敷内にあたる北側に面をもち、南側に裏込め石を入

れ、盛土を施 している。石垣の下端は標高05mで、 I層上に敷かれたシダ類堆積面に接 している。 1段

目は20cm大 の面をもた/A― い石が主に使われている。黒褐色粘質土 (I層 )を掘 り込んだところへ据えら

れており、根石と考えられ、1段 目までは盛土されていたものと思われる。2・ 3段目には面をもつ大きな

石が使われている。天端石の標高は0.9～ 1.lmである。北側に崩れ落ちたとみられる石があり、第 1面の

検出標高が1.2mであることから、3段以上積み上げられていた可能性がある。

石垣の構築状況を確認するため、石垣の南側に南北方向の トレンチを設定 したところ、石垣から約

3.5m南で石組を検出した。調査区外に続 くため詳細は不明であるが、20～ 30cm大 の石を使って 1～2段

に組まれていた。位置的に道路側溝石垣の一部と考えられる。側溝石垣の幅は約 1.Omと 考えられ、石垣

1と 側溝石垣を合わせた幅は約4.5mを 測る。側溝石垣が石垣 1と 同時期に存在していたものと仮定するな

らば、約4.5m幅の建物の土台として機能していた可能性が考えられる。

構築時期は確定できないが、検出面から17世紀前半代と推定される。

表56 SK04出土土器観察表

図

号

挿

番

土

置

出

位 材 質 器種 器形
法  量  (cm) 重 量

残存率

生産地
陶

年

九

編 備    考
口 径 FE径 器高 その他

SK04 陶器 皿 >26 肥前系 I-2 口縁 1口 錆
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第 4章 本調査の結果

1 黄灰色粘質土
(灰黄色粘質土ブロックと
灰白色粘質土ブロック少量含む)

2 暗オリーブ褐色土
3 灰黄色粘質土
4 灰色砂層
5 黒褐色土 (有機物堆積層)

6 灰色粘質土
7 黒褐色土 (有機物堆積層)

8 黒褐色粘質土
9 黒褐色粘質土

2m

〇
ら
い
、〇

∞
＞

〇
∞
蛉

〇ヽ
∞
井

o             ll100             5m

第88図 3-3b区 石垣1実測図 (平面・立面1:100、 断面1:60)

第86図 3-3区 第2面全体図1(1:200)

X-58′080

X-58′ 085

X-58′ 090
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第2節 第3ブロックの調査

SB01(第 86・ 87・ 89図、図版28・ 29)

3-3a区の東から313b区の西側にかけて位置する。建物土台 1・ 2、 土留め遺構 1～ 3、 壁状遺構 1～4で構

成される。規模は東西方向に、建物土台 1の西端から建物土台2の東端まで約 18.Om、 南北方向に、建物

土台2か ら壁状遺構3の北端まで約4.5mを測る。以下、構成する各遺構については、詳細図を掲載して述

′̂ミる。

建物土台102(第 86・ 87・ 89。 90図、図版29-2)

3-3a区の東側から3-3b区 の西側にかけて位置する。後述する土留め遺構 1・ 2の直上、標高 1.1～ 1.2m

で、東西方向に置かれた角材である。主軸方位はN-86° 一Wである。33a区のものを建物土台 1、 3-3b

区のものを建物土台2と した。間の未調査地においても、壁面で角材が確認されている。掲載した詳細図

は建物土台 1である。角材はいずれも幅 12cm、 長さ3.Omで、ほぞ穴が穿たれている。やや南に傾いた状

態で検出した。

断面図に見られる建物土台 1のある層は建物の廃絶後の埋土 (造成土)である。

土留め遺構1(第86・ 89・ 90図、図版28-2)、 遺物 (第93図、図版59・ 60)

33a区の南西部に位置する。前述の建物土台 1の下で検出した。A層から直径 10cm前後の杭を打ち、

ほぼ等間隔に竹を打ち並べ、横位に竹を沿わせている。竹の上端は標高0,7mである。東西方向に約3.6

m、 南北方向に約0.8m確認されたが、東と南の調査区外に続く。主軸方位 (東西)はN-86° ―Wである。

地盤が軟弱なため、土留めとして構築されたものと思われる。この上に建物土台 1が置かれている。

X-58′ 080

X-58,085

X-58′ 090

0             1:200 10m

第87図 3-3区 第2面全体図2(1:200)

〇
守劃

3-3b区

漠留めど砲織ξ
構3‐

Ⅲ
劉 謁:―
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劉
ヨ
剣

第4章 本調査の結果

土留め遺構2(第 87・ 89・

92図 )

3-3b区の南西都 に位置

する。建物土台2の東端か

ら東に向かって約65m検

出した。A層 に直径 1 0cm前

後の杭を0.8～ 1.Om間隔に

打ち込み、間に竹を打ち並

べ、横位に竹を置いてい

る。主軸方位はN-86° 一

Wである。

東側は打たれた竹がまば

らになり、横位の竹も少な

い。造成土が流れ出ないた

めに構築されたものと考え

られる。土留め遺構 1と 同

軸上にあり、同形体をなす

ことから、一連の遺構と捉

えた。土留め遺構 1と 合わ

せ東西約 18mの 規模 にな

る。この遺構を境にして南

に向かって傾斜した土層堆

積がみられた。調査区の壁

際であつたため、一部の調

査に止まり、詳細は不明で

ある。

土留め遺構3(第 87・ 89・

92図 )

3-3b区の西側 に位置す

る。南北方向のものを2.8

m分検出した。土留め遺構

2と 同様に杭 と竹が打ち込

まれているが、横位の竹は

消失したためかほとんど見
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第 2節 第 3ブロックの調査

Al°
°m

9              1:40              ?m

第90図  3-3a区  建物土台1、 土留め遺構1実測図 (1:40)

られない。主軸方位はN-3° ―Eで、土留め遺構2と 直交する位置関係にある。北側で壁状遺構3が検出さ

れた。

壁状遺構1～4(第 86・ 87・ 89・ 91・ 92図、図版29-1)

壁状遺構 1は 3-3a区に、壁状遺構2～4は3-3b区 に位置する。壁状遺構 1は、柱とともに横位に貫を組ま

れたまま転倒していた。貫の部分に竹が並べられた状態で検出され、竹木舞の痕跡と思われる。東西方向

の壁が倒れたものと考えられる (第91図、図版29-1)。

壁状遺構2～4は、南北方向の壁が倒れた状態で検出されたものである。土留め遺構2か ら東の壁状遺構

3の北端部まで約4.5mを測 り、この中間に壁状遺構2が北に約 1.8m検 出された。、土留め遺構3か ら壁状

遺構4ま で約48mを測る (第92図 )。

土留め遺構 1の近 くから陶磁器片などが出土して

おり、遺構に伴う遺物として図示した。

出土遺物は、総数25点、総重量 1,323gである。

材質別では、陶磁器類23点 (陶器8、 土師器 15)、

木質遺物2点である。

第93図 1は 肥前系陶器 の皿 である。 国縁部 は

「く」の字状に屈曲する。九陶 I-2期。2は打巴前系陶

器の把手付水差又は油差である。底部外面に貝目積

跡が見られ、取手と注ぎ口が付くと思われる。九陶

I～ Ⅱ期。3は舟巴前系陶器の瓶である。

＝
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0              1:40              2m

第91図 33a区 壁状遺構 1実測図 (1:40)

″
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第 4章 本調査の結果

ｏ
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冊

鮮

那

ド

＝

ヽ

ヽ

ヽ

土留め遺構3

|

0              1:40              2m

土留め遺構2。 3、 壁状遺構2～4実測図 (1:40)

|

A

第92図  チ3b区

九陶Ⅱ-1期に相当するものと思われる。4は在地系土師器の皿である。内外面と破断面に煤が付着 して

おり、二次焼成を受けたと思われる。5は角型の連歯下駄である。前方鼻緒部分に指の痕が残る。

表57 土留め遺構1出土土器観察表

土留め遺構2

挿図
番号

出土

位置
材 質 器種 器形

法  量  (Cm) 重 量

残存率

生産地
陶

年

九

編
備    考

日径 底径 器高 その他

93-1 勲帥
陶器 皿 >25 肥前系 I-2

絵唐津 底部 :土見せ

口縁部で「く」の字状に屈曲

93-2
土留め
還構1

陶器 把手付瓶 >13〔 月同部φ77
3301

5tl
肥前系 1～ Ⅱ 葺部 :貝 目 取手と注ぎ口が付く

卸帥
陶器 瓶 >165 l同喜Ⅲφ142 肥前系 Ⅱ-1か 対面胴部 :同 心円状タタキ痕 1600～ 1630年

土留め

遺構 1

土師器 皿 在地系

内外面 :燥付着 破断面にも煤が見られるので二次焼

成を受けたためか

底部 :回 転糸切痕

表58 土留め遺構1出土木製品観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

種類 名称・部位

法  量  (cm)
木取 襲孵

備    考

酵
唯

幅
高さ

(器高)
その他

93-5 即帥
下駄 角型連歯下馴 板目 指の痕跡あり
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第 2陣 第 3ブロックの調査

→

日
肝
Ｆ
特
Ｐ
ｕ

|

O

|

β     ∝

5  0

第93図 33a区 土留め遺構1(竹木舞)出土遺物 (1:3、 1:4)

20 cm

0       1:3       10 cm
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第4章 本調査の結果

SK05(第 87・ 94図、図版321・ 2)

3-3b区 の中央部に位置する土坑である。平面形

は長楕円形をなす。南側は掘 り下げ時の トレンチに

より消失 している。規模は南北2.lm以上、東西0,9

m、 深さ0.5mを測る。掘方の断面は皿状をなし、黒

色～灰色の粘上が堆積する。埋土から犬の骨が数点

出上している (第6章参照)。

出土遺物は、総数4点、総重量1368で ある。材

質別では、陶磁器類2点 (土師器2)、 動物遺存体2点

(哺乳類2)である。

SD01(第 87図、図版322)

33b区 の中央、SK05の 東に位置する浅い溝であ

る。標高05mで検出した。主軸方位はN-4° ―Eで

ある。北と南側が消滅する。規模は長さ1.6m以上、

幅03m、 深さO.05mを測る。

埋土は黒褐色粘質上で、遺物は出土していない。

1 オリーブ黒色粘土
2 オリーブ黒色粘土
3 灰色粘土 (若干砂混り)

4 灰色土 (砂混り)

5 黒色粘土A �

o         l:60        2m

第94図  3-3btt  SK05実 測図  (1 :60)

SX01(第 87図、図版32-1。 3)、 遺物 (第95。 96図、図版60・ 61)

3-3b区 の東側に位置する大形の遺構である。北と北東側が調査区外に広がる。規模は東西約58m以

上、南北約48m以上を測る。標高0.5mのウラジロ (シ ダ類)堆積面で検出したが、壁断面でA層面から

堀込まれることが確認された。平面形は方形をなすようであるが、南東隅は丸みをもち、南西側は大きく

湾曲する。調査途中、北 。東側の壁崩落の危険が生じたため、標高-0.4mで掘 り下げを停止した。掘方

は約45° の角度をもって掘られ、深さは現状で0,9mを 測る。

埋土は、確認できた上層部では灰白色や黒褐色の粘質土が混合した堆積を示し、有機物をやや含む。全

容が把握できないため、不明遺構とした。形状から土坑の可能性も考えられるが、松江城下町遺跡で多く

みられる廃棄を目的とした土坑とは性質を異にするようである。規模が大型であることを除けば、松江城

下町遺跡 (母衣町68)中央区で検出されたSK20・ 西区SK41～ 45な どと同質の上坑と思われる
3。

埋土から生活雑器とともに貝類をはじめ動物遺存体が検出される (第6章参照)こ とから、埋没段階で

廃棄土坑として利用された可台静陛が考えられる。

出土遺物は、総数351点、総重量17,9108で ある。材質別では、陶磁器類67点 (陶器28、 磁器2、 土

師器37)、 瓦13点 (軒丸2、 丸3、 平8)、 木質遺物H5点、動物遺存体 156点 (哺乳類9、 鳥 1、 魚 1、 貝

145)で ある。
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第 2節 第 3ブロックの調査

0         1:3         10 cm

第95図  3-3btt SX01出 土遺物1(1:3)
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第 4章 本調査の結果

声

3

酔
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Ｆ

‐―
陶
日
四

0         1:3         10 cm

o 10   0 11

0              1:4              20 cm

第96図  }3btt SX01出土遺物2(1:3、 1:4)
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第2節 第3ブロックの調査

第95図 1は肥前系陶器の碗である。絵唐津である。底部は土見せである。破断面に煤が見られ、二次焼

成を受けたものと思われる。九陶 12期。2は肥前系陶器の碗である。九陶 12期。3は肥前系陶器の皿

である。絵唐津である。九陶 12期。4は 1巴前系陶器の皿である。底部外面の一部に煤が付着 しており、

二次焼成を受けたものと思われる。九陶 12期。5は肥前系陶器の大皿である。絵唐津で、内外面に草木

文が描かれるものである。九陶 12期。

第96図 1は肥前系陶器の据鉢である。2は中国磁器の碗である。3は在地系土師器の皿である。4は京都

系土師器の皿である。内面に油煙痕が点在する。灯明皿として使用された可能性がある。

5は漆椀である。二重丸の中に赤で五弁花文様が描かれている。6は鉢である。7は角型の連歯下駄であ

る。前方鼻緒部分に指の跡が残る。8は曲物の底板と思われる。9は 曲物の蓋板である。外面に刃物傷が

あり、ま/A―板代わりに使用したと思われる。 10・ Hは箸である。

出土遺物は17世紀前葉を示すことから、当該期の遺構と考えられる。

表59 SX01出 土土器観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位 材 質 器種 器形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編 備    考

口径 底径 器高 その他

陶器 碗
185c

607
肥前系 I-2

絵唐津 外面 :鉄絵 底部 :土見せ
破断面 :煤付着、二次焼成
17世紀前半

陶器 碗
2471

90,
肥前系 I-2 見込部 :月合土目積痕lヶ 所 底部 1土 見せ

陶器 皿 肥前系 I-2 絵唐津 見込部 :胎土目積痕 底部 :土 見せ
口縁 :なぶり口

陶器 皿 111
４４‐

９。９ 肥前系 I-2
底部 :土見せ 底部外面 :一 部煤付着、二次焼
成

陶器 大 皿
1056と

809
肥前系 I-2

絵唐津 見込部 :胎土目積痕3ヶ所
内外面 :草木文様(鉄絵)

底部 :土見せ

陶器 福鉢 >87
４５

２０ 肥前系 口縁内外面 :鉄釉 摺目単位6本で交差する

磁器 碗 >3〔 中国
青花 内外面 :染付 口縁端部内外面・1同部内
面 :圏線あり

96-3 SX01 土師器 皿
畿

研 在地系 底部 :回 転糸切痕

上師器 皿 27 京都系
手づくね 内面 :油 痕が点在
底部内面 :強いナデにより凹みあり

表60 SX01出 土木製品観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位 種類 名称・部位

法  量  (cm)

木取
重 量
残存率

備    考長さ
(口 径)

幅 誰
縮

その他

漆椀 >(60 底径60 外面 :黒漆、二重丸の中に朱で五弁花文
様 内面 :赤漆

96-6 鉢 底径73 攪
硼

内外面 :黒漆

SX01 下駄 角型連歯下駄 厚42 柾 目
558`

100,
指の痕跡あり 歯の部分に砂粒付着

96-3 SX01 曲物 底板か >199 厚04 柾 目
換
剛

96-9 SX01 曲物 蓋板 厚03
78〔

100,

外面 :刃 物傷、まな板代わりに使用か
樹皮皮紐状4ヶ 所

SX01 箸 233 厚06
6〔

100,
白 木

箸 厚07
鍵

鋤
白木
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第4章 本調査の結果

SX02(第 87。 97図、図版33-1～3)、 遺物 (第98図、図版61・ 62)

33b区の中央に位置する。平面形は方形をなすようであるが、南側の角は丸みをもち、北の調査区外

へ広がる。旧調査区の境界部分に未調査地がある。標高06mのウラジロ (シ ダ類)堆積面で検出したが、

壁断面でA層面から堀込まれることが確認された。規模は東西約5.Om、 南北約5,Om以上を測る。調査途

中、北 。東側の壁崩落の危険が生じたため、深さ1.5mで掘 り下げを停止した。

埋土は、下層部に黒色粘質土と灰色粘質土がブロック状に堆積する。上層部には暗灰色系の混合上が

堆積する。4層の下面で掘 り直しがあったことが窺え、ラミナが観察された。平面では確認できなかった

が、SX02は 埋没した後、一時期溝として機能していたものと思われる。埋土からは生活雑器とともに動

物遺存体も多数出土しており (第6章参照)、 埋まる段階で廃棄されていたものと考えられる。

底面まで調査できなかったため、調査終了後の埋め戻しに先立ち、遺構の北側延長部分を確認するた

め、重機で掘 り下げた。その結果、遺構の肩部は検出しなかつたが、標高-0.93～ -1.07mで Ⅱ層を確認

し、これをSX02の 底面と捉えた。深さ約 1.6mを測り、さらに北側へ続 く様相を示す。規模は南北7.Om

以上が推測される。溝の可能性が高いが、全容が把握できないため、現時点では不明遺構とした。

出土遺物は、総数 193点、総重量 10,489gで ある。材質別では、陶磁器類H6点 (陶器55、 磁器 16、

土師器40、 土器 1、 土製品4)、 本質遺物38点、金属製品4点、動物遺存体30点 (鳥 1、 貝29)、 自然遺物5

点である。

第98図 1は肥前系陶器の輪花形の皿である。絵唐津で、九陶 12期。2は 肥前系陶器の瓶である。外面

は施釉され、ボタン状の摘みがある。同心円紋状叩き目がある。 17世紀代に相当する。3は備前陶器の鉢

である。4は中国磁器の碗である。 16世紀末から17世紀初めに相当する。5は在地系土師器の皿である。

内面に油煙が付着し、破断面に煤が見られるため、二次焼成を受けたものと思われる。6は角型の連歯下

駄である。面に釘跡3ケ 所が残る。71よ土師質のおもりである。外面に割れ目が見られ、穴は擦れており

人工的に穿けたと思われる。8は刀である。刃部が破断しているが、刃部の長さH.5cm、 幅3.Ocmを測る。

9は鉄釘である。長さ9.5cm、 頭幅 1.5cm、 厚さ0.4cmを 測る。10は火箸である。

出土遺物は17世紀前葉を示すことから、当該期の遺構と考えられる。
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-100m

l 灰色砂質土、灰黄色粘質土、にぶい黄橙色粘質土ブロックの混合土

擬径尾蟹憂☆3蟹[9挿
質土ブロック混じり(炭化物多く含む)

オリーブ黒色粘質土
2 暗灰色粘質土 (木片、枝含む)

3 灰色粘土 (灰オリーブ色粘質土ブロック、黒褐色粘質土混じり)

4 灰色砂質土 (暗灰黄色の有機物をラミナ状に含む)

5 灰黄色粘質土

' 

憂複目埜員炭挙夢全)こ冦豊埜霧沓頭F准冬と、堡昼里霧多で碁と守
含む)

第97図  3-3btt SX02実測図 (1:60)

第 2節 第 3ブロックの調査

一一 A′

＼ ＼/

灰白色粘土 (黄灰色粘質土ブロック混じり)

オリーブ黒色粘質土 (灰色砂質土層含む)

明オリーブ灰色砂質土
黒褐色粘質土

0        1:60        2m

〇
〇
〇
ヨ

―
中
も
ｏ
ヨ

∞
―
―
―
―
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第 2節 第 3ブロックの調査

表61 SX02出 土土器観察表

挿図
番号

出土
位置

材 質 器種 器形
法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

九陶
編年

備 考
口径 底径 器高 その他

SX02 陶器 皿 輪花形 肥前系 I-2 倹唐津 底部:上見せ

98-2 SX02 陶器 瓶 >89 ８６‐
刻

肥前系

面

面

琳

内

に

施釉 ボタン状の摘みあり
一部施釉 同心円紋状叩き目 17世紀

SX02 陶器 鉢 >75 備前 外画 :施釉

98-4 SX02 磁器 Jヽ碗 >32 中国
青花 外面:染付 口縁内面:圏線1本
16世紀末～17世紀初め

98-5 SX02 土師器 皿
０‐

制
在地系

見込部:油煙痕付着 底部 :回転糸切痕
較断面:煤付着、二次焼成

表62 SX02出 土木製品観察表

表64 SX02出 土土製品観察表

図
号

挿
番

出土

位置
種類 名称・部位

法 量  (cm)

木 取 襲簾
備 考長さ

(口 径)

幅
高さ

(器高)
その他

98-6 SX02 下駄 角型連歯下験
０６

９０ 画に釘跡3ヶ所ある

表63 5X02出 上金属製品観察表

挿図
番号

出土
位置

種類 材質
法  量

襲攀
備 考

大きさ (cm)

SX02 刀 鉄 長210/刃 部長115/刃 部幅30/茎部幅09～ 14/厚 01～04 晩
硼

SX02 釘 鉄 長95/頭幅15/厚 04
儀

酬

98-10 SX02 火箸 鉄 長290/幅02～06/厚02～06 畿
側

挿図
番号

出土
位置

種類 材質
法  量 重 量

残存率
備 考

大きさ (cm)

98-7 SX02 土製品 おもりか 長>79幅45 176g
琳面 :自 然の割れ目
衣は擦れており人工的に穿たと思われる
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第 4章 本調査の結果

Ｏ
ＴＯ
ハ沼削渕

〇
ら
い
、〇

∞
＞

1 緑灰色粘質土 (やや砂含む)

2 灰色粘質土
3 にぶい黄褐色粘質土
4 掲灰色粘質土 (黄掲色粘質土ブロック

灰色粘質土ブロック6 cm大を含む):A層
5 シダ類堆積層 (ウ ラジロ)

6 黒色粘質土 (有機物堆積層)

7 灰色粘土砂質土 :A層

8 黒褐色粘質土 :I層

9 黄灰色粘質土
10 黄灰色粘質上に

暗灰黄色粘質土ブロック含む
11 黄灰色に灰色粘質土ブロック含む
12 黒褐色粘質土 (浅黄色土ブロック含む)

13 黒褐色粘質土
14 暗灰黄色粘土
15 黒褐色 (やや灰色)

第99図 33区  ウラジロ (シ ダ類)検出範囲 (1:400)。 トレンチ (A― A′)土層断面図 (1:40)

0             1:400            20m

0     1:3

第100図  3-3b区 南北 トレンチ (A― A′)出土遺物 (1:3)

10 cm
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第 2師 第 3ブロックの調査

第2面の基盤層であるA層 内で検出されたウラジロ (シダ類)の堆積は、3-3b区 のほとんどと、3-3a区

の東側の一部で確認された。南北 トレンチ (A一 A′ )の上層堆積状況をみると、標高0.5mの I層上にウ

ラジロ (シ ダ類)が 3～ 10cm程のり、部分的に I層 またはウラジロの上に灰色系の粘質土が盛られ、さ

らに、その上にウラジロ (シ ダ類)が堆積する様相がみられた。このことから、 I層上の盛土 (A層)と

ウラジロ (シ ダ類)の堆積は、城下町造成の最初期段階における地業と考えられる。

第Hブロックの調査 (「松江城下町遺跡発掘調査報告書 1」)で、 I層上の広範囲でウラジロが検出され

ている。軟弱な地盤の地盤沈下を防ぐために敷き詰められたことが推察された 。本調査区の I層 もやや

軟質な土質であることを考慮すると、ウラジロ (シ ダ類)は造成時の地固めとして敷かれたものと考えら

れる
4(第99図、図版34・ 35-1)。

出土遺物 (第 100図、図版62)は トレンチ掘削時に検出した遺物である。A層およびA層 に掘 り込まれ

た遺構の遺物を含む。

第 100図 1は肥前系陶器の碗である。九陶 I-2期。2は肥前系陶器の皿である。九陶 12期。3は肥前系

陶器の水注である。内面は同心円紋状叩き目があり、 17世紀前半に相当する。

表65 南北ドレンチ (A― A′)出土土器観察表

挿図
番号

上
置

出
位 材質 器種 器 形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

九陶
編年

備    考
口径 底径 器高 その他

100-1 南北 トレンチ 陶器 碗
８７

００ 肥前系 I-2 喜部 :土見せ

南北トレンチ 陶器 皿
２０‐
鯉

肥前系 I-2 見込部 :胎土目積痕3ヶ所 底部 :土見せ

100-3 南北トレンチ 陶 器 水注 >72
４５

‐

３０‐ 肥前
内画 :同 心円紋状叩き目 内面底部 :自 然釉
17世紀前半
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第4章 本調査の結果

4)第 3面 (第 101・ 102図 )

標高0.5～ 0.6miで 検出した遺構面で、 I層上に敷

き詰められたウラジロ (シ ダ類)堆積層を基盤とす

る。33b区で溝1条を検出した。

SD02(第 102・ 103図 )

3-3b区 の南東部に位置する溝である。石垣 1の

トレンチ調査時に確認された。東西方向に延びる溝

の北側の肩部を約1.Om検出した。標高0.6mのウラ

ジロ (シ ダ類)堆積面から掘込まれ、南に向かっ

て落ち込む。南の城山北公園線に向かって、幅2.3

灰黄色粘質土
黄灰色粘質土
黒褐色粘質土と灰オリーブ粘質上のラミナ状堆積

黒褐色粘質土
ウラジロ (ン ダ類)

I層

o        l:60        2m

１

２

３

４

５

６

第103図  3-3btt SD02土層断面図 (1:60)

m、 深さ1,Om(標高-0.4m)ま で確認した。

土層断面の3層にラミナが観察される。

城山北公園線に沿う位置にあることから、城下町造成の初期段階に掘削される素据りの大溝の一部と考

えられる。

|

o             l:200             10m

3-3区 第3面全終図1(1:200)

０
６
蛉
｛渕削「

〇
∞
蛉
、〇

∞
＞

第101図
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第2節 第3プロックの調査

5)その他の出土遺物 (第 104図、図版62)

近現代の盛土層および攪乱層から出土した遺物のうち、重要と思われるものを掲載した。

第 104図 1は肥前系陶器の小碗である。九陶 I-2期。2は在地系土師器の皿である。3-3a区の南東、標

高 1.66mの 1層から出土している。内面に油煙が付着することから、灯明皿の可能性がある。また、底部

に直径4mm大の焼成前穿孔があり、燭台として使用された可能性もある。3は京都系の土師器皿である。

内面と外面胴部に漆が塗布される。4は漆椀である。外面に金彩で五弁花文が3ケ 所、赤線による格子が

描かれている。高台内に線刻が認められるが文様は不明である。5は不明品である。黒漆が一部残ること

から、全体に黒漆が施されていたものと思われる。6は分銅である。重さは73gである。弐両分銅で周囲

に直径3mmの刻印がある。表面に「弐」「両」、裏面中央に「後藤」の崩し字が彫られる。

X-58′ 080

0             1:200             1om

第102図  3-3区 第3面全体図2(1:200)
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第 4章 本調査の結果

鷲

4

二!i饉

〇
蜃 Ｂ

聯

0 1:4 20 cm

o  l判   2 cm

―

その他の遺構外出土違物
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図
号

挿

番
出土

位置
材 質 器種 器 形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

九陶
編年

偏    考
口径 底径 器高 その他

その他
遺構外

陶器 小碗 61 肥前系 I-2 底部 :土 見せ

104-2
その他
遺構外

土師器 皿
５‘
ω

在地系
内面 :油 煙付着 底部 :回 転糸切痕 φ4mm大の
穿孔あり(祭祀時使用か)

灯明皿の可能性あり

104-3
他
外

の
構

そ
遺

上師器 皿 京都系
外面 月同部～内面 :全体にかけて黒漆塗布
底部 :指の痕跡あり
口縁内外面 1寸着物あり

第 2節 第 3ブロックの調査

表66 その他の遺構外出土土器観察表

表67 その他の遺構外出土木製品観察表

表68 その他の遺構外出土金属製品観察表

図
号

挿

番
出上

位置
種類 材 質

法  量

襲辮
備    考

大きさ (cm)

他
外

の
構

そ
遺 分銅 長35/幅 26/厚 14

73`

1009

弐両分銅 表面 :(弐 )、 (両 )と線彫り、その二文字の中間にφ75mmの
二重円の中に(桐 紋か)の ある後藤家の家紋を刻む。 裏面 :中 央部に
「後藤」の二文字をくずし字で彫る。その下にφ55mmの重圏の中に(後

藤家の家紋か)を刻む

6)/JЧ簡

本調査区で確認された遺構は、表69の とおりである。

第 1面は、標高 1.3mに 位置する。17世紀半ば～後半代の生活面とみられる。33a区で廃棄土坑SK01が、

33b区で用途が判然としないがSK02・ 03が確認された。また、33a区から33b区 にかけて石組水路 1が

確認された。他に礫敷きが数か所みられた。建物跡が検出されなかったことは、当時、調査区が屋敷地の

空閑地にあたることを示すものと思われる。その時期は、松平入府以降と考えられる。

第2面は、標高08mに位置する。 17世紀前半代の生活面とみられる。建物土台 1・ 2・ 土留め遺構 1～

3・ 壁状遺構 1～4な どからなるSB01が確認された。土留め遺構によって建物の地盤を安定させ、竹木舞

の壁をもつ建物が建築されたものと考えられる。東西方向に築かれた石垣 1は、調査区の東に続く様相を

示している。SX01の 南に位置し、その南端から0.5m程 しかないため、SX01と 同時期に存在 していたも

のとは考え難い。南の城山北公園線から約45m奥まった位置にあり、確認された側溝石垣とともにこの

石垣を土台とした門長屋の存在が想定される。また、3-3b区 の中央から東で確認された不明遺構SX01・

02は、造成時の採土を目的とした遺構の可能性がある。埋土の様相からSX01は 造成段階で廃棄土坑を兼

ねて埋め戻されたものと思われる。なお、SX02に ついては溝の可能性も考えられる。

第3面は、標高05～06mに位置する。17世紀前葉の堀尾氏による城下町造成直後にあたる。城山北公

挿図
番号

出土

位置
種 類 名称・部位

法  量  (cm)

木取
重 量
残存率

備    考長さ
(口 径)

幅
高さ

(器高)

その他

他
外

の
構

そ
遺 漆椀 >(93)

外面 :黒漆 五弁花 (金彩)3ヶ所
赤線によるコウシ 内面 :赤漆
高台内線刻あり 文様不明

104-5
他
外

の
構

そ
遺 不明品 厚20

０‐

研
黒漆1部が残ることから全体黒漆か
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第 4章 本調査の結果

園線沿いで確認されたSD02は 、その位置 と規模か ら、造成の初期段階に掘削される素掘 りの大溝 と考え

られる。

表69 33区検出遺構一覧

遺構面 検出標高 (m) 時  期 検 出 遺 構

第 1面 17世紀半ば～後半代 SK01 SK02 SK03 石組水路 1 石列 1 礫敷 1 礫敷 2

第 2面 （
Ｖ 17世紀前半代

SK04 SK05 建物 1(建物土台 1・ 2、 土留め遺構 1～ 3、

壁状遺構 1～4) 石垣 1 石組 SD01 SX01 SX02

第 3面 0 5～ 0 6 17世紀前葉

4.3-4区

1)調査の概要と土層堆積状況 (第35。 105図 )

調査地は、第3ブロックの東側に位置する。調査区のうち、東3分の1が松江城下町遺跡 (母衣町45-

3)にあたる。南側は城山北公園線 (大手前通)に接している。江戸時代には上級武士の屋敷地であった。

江戸時代の絵図から、屋敷の出入り回は南向きであつたと考えられる。調査区はこの屋敷地の南東側を調

査する形になる。東西約 15m× 南北約 10mの範囲である。

調査区は近代以降、宅地として利用されてきたため、近現代の撹乱が深さ1.lmま で及ぶところもあっ

た。標高約20mの現地表面から約 1.6m掘 り下げると、標高O.3～04mで I層に至る。 I層 は約20cm堆

積するが、部分的に小砂礫を多く含む黒褐色砂質土となっており、撹拌された様相がみられることから、

耕作を受けた可能性がある。この I層を基盤として、初期造成土のA層が02～0.3m堆積する。さらに、

その上に造成上が積み重ねられていく様相がみられ、 1～3層に大別できた。

1層 は褐灰色～黄褐色土を主体とし、黒褐色土や黄褐色砂などをブロック状に混合する。層厚02～04

mで、2～3層に細分できる。近現代の盛土層である。

2・ 3層 は、有機物を多く含む黒褐色土と山土と思われる青灰色～灰黄色粘質土が互層状に堆積し、数

層に細分できる。それぞれの上層には黄橙色砂層が堆積する。この砂層は整地を兼ねて意図的に敷かれて

いるようであり、上面を遺構面と捉えた。調査時には上面に凹凸が見られる黒褐色土層を検出し、この面

を遺構面と考えていたが、主だった遺構は検出されず、造成盛上の一段階と判断した。

2層は青灰色粘質土を主体とし、層厚0.2m前後である。この上面を第 1面 とし、検出標高は11～ 12m

である。形成年代は、出土遺物と検出遺構から18世紀後半～19世紀前半と推定される。

3層は黒褐色土を主体とし、層厚0.2～ 0.3mである。この上面を第2面 とし、検出標高は0.9～ 10mであ

る。形成年代は、出土遺物と検出遺構から17世紀後半～ 18世紀代と推定される。

A層上面を第3面 とし、検出標高は08m前後である。形成年代は、17世紀前葉～前半代と推定される。

I層上面を第4面 とし、検出標高は0.4～ 05mである。 I層は遺構の掘方によってほとんどが消失して

おり、面としては調査区の北西側でのみ確認できた (第 105図 )。
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第 2節 第 13プロックの調査

C獅

割 面サ f辛

第4面

0001n

東壁

D200m
―

E

褐灰色土γ黄褐色土
青炭色粘質上
黒褐色土 (上層に褐色砂層を含む)

第105図  3-4区 土層断面図 (1:80)

面
」

／
矧
簸蜘　　　　蜘
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第4章 本調査の結果

2)第 1面 (第 106図 )

標高 1.1～ 1.2mで検出した遺構面で、2層を基盤とする。調査区の西端で柱穴列 1基を、東側で土坑2基

と石積土坑2基を検出した。

SA01(第 106・ 107図、図版36-2)、 遺物 (第 107図、図版63)

調査区の西側に位置する柱穴列である。3穴を検出した。柱間1.5mで 2間 (約3.Om)の規模である。

主軸方位はN-5° 一Eである。この遺構の東と西では対応する柱穴は確認されなかったが、調査区の北と

西側に対応する柱穴が存在する可能性がある。

柱穴は、長径0.8～ 1.Om× 短径0.6mの不整精円形で、深さ約0.3mを測る。北に位置するPlの み0.lm

と浅い。Plの底面やや上には平板な礫が、P2・ 3にとま礎盤石の上に角柱が残存 していた。角柱は一辺 18

cmで、欠損部までの長さは約50cmを測る。

時期を判定する遺物は出上していないが、検出面から19世紀後半代の遺構と考えられる。

第 107図 1は P2、 2は P3の柱材である。底部は鋸で断たれ、側面には削り痕が見られる。

表70 SA01出 土木製品観察表

図
号

挿
番

上
置

出
位

種 類 名称・部位

法 量  (Cm)

木 取 襲孵
備    考

長さ
(口径)

幅
高さ

(器高)

その他

SA01-P2 柱 >555 心持材
11000g

角柱 面に加工痕あり

107-2 SA01-P3 柱 >513 心持材 角柱 面に加工痕あり

o             l:200             10m

3-4区 第1面全体図 (1:200)

碑
‐∂
′鱗
ｓＡｏ‐

第106図
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―飴

」
灰色砂質土
黒褐色ブロックと緑灰色粘土と明オリーブ灰色土と
灰色上の混合土

0        1:60        2m

第 2節 第 3ブロックの調査

0        1:8 40 cm

第107図  34区 SA01・ 柱材実測図 (遺構1:60、 柱1:8)

SK01(第 106・ 108図、図版36-3)、 遺物 (第 109～ H5図、図版63～66)

調査区の東端に位置する土坑である。東側が調査区外へ続く。平面形は隅丸方形をなす。規模は確認で

きた範囲で 1辺3.4m、 深さ0.9mを 測る。下層部には灰色またはオリーブ灰色系の混合土が堆積し、上層

に黒褐色土がのる。壁面の土層観察から、後述する石組土坑 1の上部を壊 して、標高-0.lmまで掘 り込

まれていることがわかった。遺構内からは、生活雑器とともに鳥類をはじめとする動物遺存体が多数出土

している (第6章参照)。 石組土坑 1の廃絶後、その形を踏襲しながら廃棄土坑として利用されたものと考

えられる。

埋土から陶磁器や木製品 /d‐ どが多数出土した。出土遺物は、総数6H点、総重量34,278gで ある。材

質別では、陶磁器類245点 (陶器H8、 磁器79、 土師器39、 土器2、 土製品7)、 瓦13点 (丸 1、 平 12)、

木質遺物268点、金属製品3点、動物遺存体81点 (鳥 3、 貝78)、 自然遺物 1点である。

第 109図 1は肥前系磁器の碗である。陶胎染付で、 18世紀末～ 19世紀初頭に相当する。2・ 3は布志名

焼の碗である。 19世紀前半代。2の高台内に「ナ」の墨書がある。文字か記号かは不明。4は京都信楽系

の杉型碗である。 19世紀第 1四半期。5は肥前系磁器のミニチュア椀である。外面に氷烈文の染付が施さ

れる。 18世期以降に相当する。6は肥前系磁器の皿である。「くらわんか手」である。内面にコンニャク

／

１
九
ケ

。
み

///

―
―
―

＞
、
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第4章 本調査の結果

印判文が押され、高台内に馬字状「渦福」が描かれる。 18世紀代。7は肥前系磁器の折縁皿である。19

世紀代。8は京都系の隅入方形皿である。辞窯写し
5と

みられ、内・外面に杉葉文が描かれるが、剥落して

いる。 19世紀代か。 9。 10は肥前系磁器の香炉である。9は 18世紀代前半代。10は蛇の目凹形高台で、

18世紀末～19世紀前半代。

第HO図 1・ 21ま在地系の播鉢である。2の見込みと畳付にはアルミナ砂が付着する。 19世紀代。Sは布

志名焼と思われる植木鉢である。外面に陽刻の草花文が描かれる。19世紀代。4は布志名焼の火鉢である。

口縁端部は煙管の稿打によって欠損している。19世紀代。

第Hl図 11よ石見焼の土鍋である。 19世紀代。2は布志名焼の土瓶である。銅線の把手が付 く。19世紀

代前半代。Sは在地系と思われる甕の口縁である。4は在地系の土師器皿である。口縁部内外面に油煙が

みられることから、灯明皿として使用されたものと思われる。5は焼塩壺の蓋である。6は火箸である。

「 U」 の字状に折れ曲がっている。7は平瓦の破片である。左桟で菊花文に横線のスタンプが押される。

第H2図 1～4は漆椀である。 lは 内外面黒の漆塗 りが施され、高台内に赤絵で五弁花文が描かれる。2

は外面黒、内面は赤の漆塗 りが施され、外面に赤絵で丸に剣片喰文3ケ 所が描かれる。3は外面黒、内面

は赤の漆塗 りが施され、外面に赤絵で丸に花文と思われる文様が3ケ 所描かれる。4は 内外面赤の漆塗 り

が施される。18世紀以降と思われる。5・ 6は箆である。5は刃部面に横方向に4ヶ 所目当ての線と思われ

る細いキズがある。転用品と思われる。6は先

端部が欠損しているが、使用痕が見られ、欠け

た後も使われたと思われる。曲物の底板を転

用したものと思われる。7は丸型の連歯下駄で

ある。前後の歯の一部に黒漆が残る。8は角型

の舎1り 下駄である。前方鼻緒部分に指の痕跡が

残る。9は盆である。外面縁から底面にかけて

黒、内面は赤の漆塗りである。

第H3図 1～ 5は墨書がある樽の蓋板である。

1は 片面に「□分清□」、もう一面は判読不明

である。2は片面のみに「□糖」と確認できる。

3は片面のみに「三勺分」と確認できる。4・ 5

は片面のみに確認できるが判読不明である。細

い刃物キズがあり、ま/6-板 として転用したもの

と思われる。5は樹皮による縫込みがある。6

は桶の底板である。 7は曲物の蓋板で、縁に段

状加工が巡る。

第H4図 1は標の蓋板である。直径2 0cmの 栓

の痕あり、片面にキズが2ヶ 所ある。2は桶の

蓋板か底板である。片面に刃物キズがあり、中

1 黒褐色土
2 灰色土 緑灰色ブロックをやや含む
3 明オリーブ灰色土 明緑灰ブロツクを含む
4 灰色砂層
5 オリーブ灰色土 明緑灰ブロツクを含む

o        l:60        2m

第 108図  3-4区  SK01実測図 (1 :60)
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第 2節 第 3ブロックの調査
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第109図 34区 SK01出 土遺物1(li3、 1:4)
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第 4章 本調査の結果

ゞ
〕隠扁却

0       1:3      10 cm

第110図  3-4区 SK01出 土遺物2(1:3、 1:4)
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第 2節 第 3ブロックの調査

0       1:3       10 cm

SK01出土遺物3(1:3、 1:4)

一 H9-

第111図  3-4区



第 4章 本調査の結果

o        l:4        2

第112図  3-4区 SK01出 土遺物4(1:4)
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第 2節 第 3プロックの調査
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第113図  3望区 SK01出 土遺物5(1:4)
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第 4章 本調査の結果
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第4章 本調査の結果

央に栓のためと思われる直径2.2cmの 穴がある。3・ 4は円錐形の栓である。5～9は 白木の箸である。8・

9は漆もしくは柿渋が付着している。10は 串または楊枝である。H・ 12は先端が被火によって炭化した、

いわゆる火付け棒である。箸を転用している。13は棒状の不明品である。

第H5図 1・ 2は楔である。3は木札である。両面に墨書があり、片面は「□〆三百め 次二郎」、一面は

「菅浦年寄 友太⑪/庄屋 仙蔵⑪」と確認できる。4は墨書のある板である。片面に「米家祐三郎」、一

面は「ネ申門郡稲岡村」と確認できる。5～8は不明品である。5は片面に釘が6ケ所打たれており、釘頭が08

～0 2cm突出している。6は片面に釘が20ケ 所打たれており、うち 1本は釘頭が0 7cm突出している。7は片

面に釘穴が3ケ所、釘が7ケ 所残っており、釘頭・先端が09～ 1.2cm突 出している。3点 とも何かの部材と

思われる。8は側面に目釘が3ケ所残り、外面に黒漆塗りが施される。

出土遺物から、 19世紀前半代の遺構と考えられる。

表71 SK01出 土土器観察表

挿図

番号

土

置

出

位
材質 器種 器形

法  量  (Cm) 重 量

残存率

生産地
陶

年

九

編
備 考

口径 底径 器高 その他

109-1 SK01 磁器 碗 丸 形 113 77
171

301
肥前系

皮佐見焼 陶胎染付 畳付 :無釉 釉薬 :透 明和・白化粧土・呉須

獲飾 :呉須絵 18世紀末～19世紀初頭

109-2 SK01 陶器 碗 半球形 >52
154`

50'
布志名 ドテボテ茶碗 底部 :土見せ 高台内 :墨書あり「+ノ」 19世紀前半

109-3 SK01 陶器 碗 半球形 布志名
ボテボテ茶碗か 底部 :土見せ、和薬がたれ吐出している

釉薬 :鉄釉 19世紀前半

SK01 陶器 碗 杉形 京・信系 底部～高台内 :無釉 釉薬 :透明釉 19世紀第 1四 半

SK01 lfk器 ミニチュア碗 丸 形 13 肥前系 外面 :氷裂紋の染付 畳付 :無和 釉薬 :透明釉・呉須 18世紀以降

SK01 磁器 皿 131
2481

80i
肥前系 W

くらわんか手  ヨンニャク印判文 高台内 :馬 字状「渦福」

畳付 :無 THI、 砂付着 18世紀代

109-7 SK01 磁器 皿 折縁形
1421

30+
肥前系

内外面 :宝文様か染付 畳付 :無釉 釉薬 :透明釉薬・呉須

19世紀代

109-8 陶器 皿 IR入方形 京都 腎窯写し 内・外面に杉案文 19世紀代 ?

109-9 磁 器 香 炉 筒形 肥前系 V-1
波佐見 蛇の 目高台 畳付、内面 :1同 部～底部無釉

13世紀前半代

09-10 SK01 磁 器 香炉 筒形 肥前系 陀の 目凹形高台 内面 :胴部～底部無釉 18世紀末～19世紀前半代

110-1 SK01 陶器 悟 鉢 300 在地 系
口縁 :玉縁形 外面底部 :横削りだがその前に縦のナデ付けか

悟 目単位10本 釉薬 :来待釉 19世紀代

110-2 SK01 陶器 層鉢 >81
４０

４０ 在地系

見込み、畳付 :ア ルミナ砂付着 幅 目単位13本 和薬 :来 待釉

外面底部 :横肖1り だがその前に縦のナデ付け 19世紀代

破断面 :意図的にこの高さ(深 さ)ま で打ち割つたか

110-3 SK01 陶器 植木鉢
縁

形

鍔

桶
147 布志名か

葛台 :半 円形のえぐりを持つ 外面装飾 :陽刻文様 外面文様 :草花

文様

成形 :押型、貼り合わせ 19世紀代

110-4 陶器 火 鉢 半筒形 >133 布志名

笥台 :半 円形のえぐりを持つ 口縁部 :煙管による縞打痕あり

ヽ面装飾 :昂1毛 目文様 釉薬 :白 化粧上・透明釉

究形 :押型、貼り合わせ 19世紀代

1 SK01 陶器 上鍋 丸 形 242 >54 石見 曲某 :来待釉 19世紀代

111-2 SK01 陶器 上瓶 1同折形 6
０‐

０
布志名

底部 :無釉、煤 ?付着 銅線の把手が付属する 釉薬 〔わら灰釉

19世紀前半代

111-3 SK01 陶器 甕 372 >3
1701

10,
在地系か 口縁 :鍔縁形 内面 :ナデによる凹線あり

SK01 土師器 皿 在地系
内外面 :焼成の影響により黒色 内外面口縁端部 :油 煙痕あり

底部 :回 転糸切痕

111-5 SK01 土器 焼塩壺蓋 17 内面 :布 目痕 内外面 :雲母付着
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第 2節 第 3ブロックの調査

表72 SK01出 土木製品観察表 1

図
号

挿
番

出上

位置
種類 名称・部位

法 量  (cm)

木取 襲孵
備 考長さ

(口 径 )

幅
高さ

(器高)

その他

112-1 SK01 漆 椀 (132) 内外面 :黒漆 高台内 :黒地に赤絵で五弁花文

112-2 漆椀 (128)
３‘

研

本画 :黒漆 内面 :赤漆
本面黒地に赤絵で丸に剣片喰文3ヶ所

112-3 漆椀 (132) (63
135を

30'

ホ画 :黒漆 内面 :赤漆
朴画黒地に赤絵で丸に花文か3ヶ所

112-4 SK01 漆椀 (1■ 6)
162〔

60,
内外面 :赤漆 18世紀以降か

112-5 SK01 箆 厚0〔
７‘

研

刃部幅 :2 3cm柄部幅2 0cm刃 部面 :横方向に4ヶ所細
いキズあり(目 当ての線か)転用品か

112-6 SK01 箆 >124 厚04 先端部 :欠 損、欠けた後使用 曲物の底板転用か

112-7 SK01 下駄 丸型連歯下翔 225 表面先端部・前後の歯の一部 :黒漆付着

112-8 SK01 下駄 角型割り下駄 237 板 目
４９

‐０ 指の痕跡あり

112-9 SK01 盆 φ270 内径246
疑

醐
外面縁～底面 :黒漆 内面 :赤漆

113-1 SK01 樽 蓋板 厚 0 柾 目 晩
棚

両面 :墨書 「□分清□」もう一面は判読不明

113-2 SK01 樽 蓋板 )享065 板 目 片面のみ墨書 「□糖」

113-3 樽 蓋板 厚 0ヽ 板 目
０‐

制
片面のみ塁書 「三勺分」

113-4 樽 蓋板 厚0( 柾 目
６‐

制

片面のみ昌書 判読不明
塁書面に細い刃物キズあり(まな板として転用か)

113-5 SK01 樽 蓋板 厚0; 柾 目

片画のみ昌書 判読不明
塁書面に細かい刃物キズあり(まな板として転用か)

樹皮による縫込みあり(何かを付けていたか)

113-6 SK01 桶 底板 φ172 厚09 柾 目
６‐

餌

113-7 SK01 曲物 蓋板 厚07 ３９モ
翻

縁に段状加工巡る

114-1 SK01 樽 蓋板 厚15 板 目 φ20cmの 栓痕あり 面片側にキズ2ヶ所あり

114-2 SK01 桶 蓋板か底板か 厚70 板 目
片面に刃物キズあり 中央にφ22cmの 大あり、後ろから
穿った穴(栓 のためか)

114-3 SK01 栓 φ29～ 1 板 目
３７‘
側

円錐形 差込部長 :2 6cm

114-4 SK01 栓 厚26～ 19 柾 目
100,

円錐形 差込部長 :2 7cm

114-5 SK01 箸 258 厚05
100,

白木

114-6 SK01 箸 厚06
1001

白木

114-7 SK01 箸 厚06
7

100,
臼 木

114-8 SK01 箸 厚05 柾 目 面に漆もしくは柿渋付着

114-9 箸 Fヨ06 柾 目
５‐

制 面に漆もしくは柿渋付着

114-10 串(楊枝 Fヨ04
３‐

研
lJf面 :方形

114-11 不明品 厚06 先端部 :焦げ跡あり 付け火種として箸の転用品か

114-12 SK01 不明品 厚06
５‐

制 先端部 :焦 げ跡あり 付け火種として箸の転用品か

114-13 不明品 厚OG

115-1 楔 享02～ 0〔 柾 目
０‘

研

115-2 楔か
０‘

制

115-3 SK01 木札 275 Fヨ05-0 板 目
］
側

両面:昌書 「□X三百め 次二郎」もう一面は「菅浦寄
寄 友大◎/庄屋 仙蔵◎」

115-4 SK01 板 厚0( 板 目 両面 :塁書 「米宅祐二郎」もう一面は「神門郡福岡村」
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表73 SK01出 土木製品観察表2

す薫図
番号

上
置

出
位

種類 名称,部位

法 量  (Cm)
木 取

重 量
残存率

備    考
長さ

(口 径)

幅 誰
絲

その他

115-5 不明品 厚25 片面に釘6ヶ所 釘頭008～ 0 2cm突出している 部材か

不明品 厚28
246`

1009
片面に釘20ヶ所 うち 本ヽは0 7cm突出している 部材か

115-7 不明品 厚50
片面に釘穴3ヶ所 釘7ヶ所 釘頭・先端が12～ 0 9cm突 出してし

る 部材か

不 明品 1 厚 0 柾 目
缶
コ
仰 則面 :目 釘3ヶ所が残る 両面・側面 :黒漆

第 4章 本調査の結果

SK02(第 106・ H6図、図版37-1)、 遺物 (第 H6図、図版66)

調査区の東側に位置する土坑である。東側がSK01に、西側が撹乱によって壊される。平面形は隅丸長

方形をなす。規模は東西3.4m以上、南北2.5m、 深さ04mを測る。断面は皿状をなす。埋上のうち2～ 5

層は荒砂や砂質土が堆積し、上層に石や瓦・木片などを含んだ 1層がのる。 1層下面で掘 り直しがあった

と思われる。遺構の性格は不明である。

出土遺物は、総数5点、総重量6428である。材質別では、陶磁器類2点 (陶器 1、 土師器 1)、 瓦 1点 (平

1)、 木質遺物2点である。

第H6図 1は肥前系陶器の皿である。九陶Ⅲ期以降。2は丸型の差歯下駄である。前方鼻緒部分には指

の跡が残る。 18世紀後半以降と思われる。

出土 遺物は17世紀後半以降を示すが、検出面から19世紀前半代の遺構と考えられる。

表74 SK01出 土金属製品観察表

図
号

挿
番

出土

位置
種類 材 質

法  量 重 量
残存率

備    考

大きさ (cm)

火箸 鉄 長165/幅02～06/厚02～ 07
０モ

研
全体 :Uの 字状に折り曲げ 先端部 :折り曲げ 断面 :方形

表75 SK01出 土瓦観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

種類 色調
法  量 重 量

残存率
備 考

大きさ (cm)

111-7 桟瓦(左 ) 内外)灰 白色 長143/幅52/厚 15 菊花文の下に横線のスタンプあり

表76 SK02出 土土器観察表

図
号

挿
番

上
置

出
位

材 質 器種 器形
法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編

備    考

口径 底径 器高 その他

SK02 陶器 皿 200 >1 肥前系 Ⅲ以隋

表77 SK02出 土木製品観察表

挿図
番号

土
置

出
位

種類 名称・部位

法 量  (cm)
木 取

重 量
残存率

備    考
長さ

(口 径)
幅

高さ
(器高)

その他

SK02 下駄 丸型差歯下駄 板 目
ホブ穴前後1ずつ 指の痕跡あり
18世紀後半以降か
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第 2節 第 3ブロックの調査

‐

0         1:3         10 cm

石積土坑1(第 106・ H7・ 118図、図版

372・ 3)、 遺物 (第 H8図、図版66)

調査区の東端に位置する。東の調査区外

へ続 く。前述の廃棄土坑SK01に 上部を壊

されてお り、石積の下段部のみ確認でき

た。規模は内幅2.Om(南北)× 1.Om以上

(東西)を測る。石の下端の標高は-0.3m

である。30～60cm大の石を使い、内側に

面をもって置かれ、 10～20cm大の石を裏

込めとしている。石材はほとんど大海崎石

である。上記の理由で掘 り込み面ははっき

りしないが、石積の形状から一辺約4.Om

0        1:4 20 cm

第116図  3-4区  SK02・ 出土遺物実測図 (遺構1:60、 遺物1:3、 1:4)

1 オリーブ灰色土
(青灰色ブロックを多く含む 木・瓦有り)

2 浅黄橙色砂層 (荒い砂を含む)

3 オリーブ灰色土 (ラ ミナ状になつている)

4 オリーブ灰色砂質土
5 暗灰黄色砂質土 (荒い砂を含む)

0         1160         2m

|

0             1:100             5m

第117図  34区 石積土坑 1・ 2と M」R329との合成図 (1:100)
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第4章 本調査の結果

以上の方形の掘方をなすものと推定される (破線)。

立会調査MJR329において、本遺構の東にあたる位置で、南北方向に並ぶ石積遺構が確認された。検出

標高や石材が類似し、南北に平行する配置から、本遺構の東部分 と考えられる。復元すると、内幅2.Om

の方形の石積となる (第 H7図 )。

遺構の性格は、地下室または石積井戸などが考えられるが、全容が不明なため判然としない。

出土遺物は、総数2点、総重量 128である。陶́磁器類2点 (陶器2)である。

第H8図 1は在地系陶器の碗である。 19世紀代である。2は京都 。信楽系の陶器の碗と思われる。18世

紀代である。

出土 遺物は19世紀代を示すことから、当該期の遺構と考えられる。

特

ゾ
「

¬ ‖
2

0         1:3         10 Cm

o         l:60         2m

第118図  34区 石積土坑 1・ 出土遺物実測図 (遺構1:60、 遺物1:3)

表78 石積土坑1出土土器観察表

＜
∞
〇

６ヽ
り
頓

図
号

挿
番

上
置

出
位

材 質 器種 器形
法 量  (Cm) 襲

辮
生産地

九陶
編年

備    考

口径 底径 器高 その他

1 石積土坑 1 陶器 碗 >38 在地系 江戸後期 19世紀

石積土坑 1 陶器 碗 >24 京。信系か 18世紀代
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第2姉 第 3プロックの調査

石積土坑2(第 106・ H9図、図版38)、 遺物 (第 120図、図版66)

調査区の北東端に位置する。北と東の調査区外へ続く。平面形は円形をなすものと推測されるが、南東

部が前述のSK01と石積土坑 1とこ壊されるため、正確な形状は不明である。規模は東西2.5m、 南北15mを

測る。石積は外側の上段部と内側の下段部に分かれる。外側の石積は、20～40cm大の石を使い、標高0,8

～1.lmで、半円形に配置される。内側の石積は50～ 60cm大の石を使い、内側に面をもって方形に組ま

れている。標高0.5m～ -0.3mま で3段を確認 したが、湧水と壁崩落の危険が生じたため、掘 り下げを停

止した。さらに下に続 くようである。隣接する立会調査M沢329において、本遺構の北と東にあたる位置

で、検出標高や石材が類似する石が多数確認された。東側の石は西に面をもって南北方向に並ぶ。点在す

る北側の石は、石積の崩れたものと思われる。復元すると、東西の内幅1.8mの方形あるいは長方形の石

積になることが推測される (第 H7図 )。

遺構の性格は、地下室または石積井戸などが考えられるが、判然としない。

下段部の石積内側の埋土から、陶磁器や木製品が出土している。

出土遺物は、総数4点、総重量3018である。材質別では、陶磁器類2点 (陶器 1、 土師器 1)、 木質遺物

2点がある。

第 120図 1は肥前系陶器の碗である。九陶 12期。2とよ漆椀である。外面は黒、内面は赤の漆塗 りが施さ

れる。 17世紀後半である。3は曲物の蓋板である。縁に段状加工が巡 り、側面に日釘 1ケ所が残る。片面

に付着物・シミがみられる。4は軒丸瓦の瓦当部分である。連珠三巴文左巻きで、珠文16個 を配する。5

平9M裂
T翠票 よ箋
T9M響

T辱蟹⑫平9M醐?T9酔苦
T9M群割

0        1:60        2m

第119図  3-4区 石積土坑2実測図 (1:60)

ｇ

Ｖ

Ｃ

乙

し

卜∞
―
―
―
―
、

ｇ「嘲劇「引
∞
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第 4章 本調査の結果

は軒平瓦で細い唐草文が刻まれる。

出土 遺物は 17世紀代の遺物を含むが、検出面から19世紀代の遺構と考えられる。

i::i千

::::::】
:―

o        l:4

3-4区 石積土坑2出土遺物 (1:3、 1:4)

20 cm

3

第120図

表79 石積土坑2出土土器観察表

挿図
番号

土
置

出
位

材 質 器種 器形
法 量  (Cm)

襲
孵

生産地
陶
年

九
編

備    考

日径 底径 器高 その他

120-1 石積土坑2 陶器 碗
０４‐
刺

肥前系 I-2 見込部 :胎上目3ヶ所と付着物あり 底部 :土見せ

表80 石積土坑2出土木製品観察表

挿図
番号

土
置

出
位

種類 名称・部仕

法  量  (cm)
木取

重 量
残存率

備    考
長さ

(口 径)
幅 誰

縞
その他

120-2 石積土坑2 漆椀 底径6う

３‘

制

ホ画 :黒漆 内面 :赤漆 高台 :高く、えぐりが

半分くらいまで入る 17世紀後半

石積土坑2 曲物 蓋板 φ10〔 厚1ヽ 柾 目
縁に段状加工巡る 側面:日 釘1ケ所が残る
面に付着物・シミあり
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第 2節 第 3ブロックの調査

表81 石積土坑2出土瓦観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

種類 色調
法  量 重 量

残存率
備   考

大きさ (cm)

石積土坑2 軒丸瓦 内外)晴灰色 外径164/内 径118/丸瓦厚19 ］
劉

連珠三巴文 右巻き
珠門16

石積土坑2 軒平瓦 内外)暗灰色 上弦幅127/下 弦幅73/瓦頭高42/平瓦厚19
３‐

制 吉草文

上 植栽痕

Ｍ
四
　
　
　
　
〇
ぃ
。
、〇
∞
井

第

蛉
ヾ
０
、〇
∞
＞

0             1:200             1om

3-4区 第2面全体図 (1:200)

X-58′ 090

|

0 1:200             1om

3-4区 第3面全体図 (1:200)

蛉
い
０
」〇

∞
＞

第122図
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第4章 本調査の結果

3)第2面 (第 121図、図版39)

標高0.9～ 1.Omで検出した遺構面で、3層を基盤とする。やや南に向かつて下るが、フラットに整地さ

れているようである。植栽痕とピット状遺構を検出した。他に主な遺構はなく、遺構密度は低い。

遺構面は有機物を多く含む黒褐色土で、小土坑内に残存した木の根を検出した (図版39-3)。 おもに調

査区の南側に多くみられ、5カ所を確認したが、調査区外へ続くようである。周辺には同様の小土坑が点

在する。土坑に植栽 し、覆土した後、黄褐色の荒砂を盛って整地 している。他に主な遺構は確認されな

かった。これらの植栽痕は庭木として植えられたものと思われる。

4)第3面 (第 122図 )

標高08m前後で検出した遺構面で、A層を基盤とする。調査区の広範囲にわたる、大形土坑2基を検出

した。

SK03(第 122・ 124図、図版40。 411)、 遺物 (第 123図、図版66)

調査区の西半分を占める大形の土坑である。平面形は隅丸長方形をなす。南側の肩は掘 り下げ時の側溝

内で検出し (破線部)、 西の調査区外へ続く。規模は東西4.2m以上、南北3.4m、 深さ1.Omを測る。A層

上面から堀込まれ、断面は皿状をなす。底面の標高は-0,4mである。埋土は下層 (8～ H層)に粘質土

が堆積 し、木片を多く含む。上層 (3・ 4。 7層 )に は混合土 と砂層が堆積し、その一部 (5・ 6層)が後

述するSK04とこ流れ込む。遺物は少なく、8層以上は短期間に埋められた様相を示す。

形態が類似する遺構として、道路を挟んで東に位置する松江城下町遺跡 (母衣町68)SK41～ 45な どが

挙げられる。これらは、採土を目的として掘削された土坑と考えられることから、本遺構も採土土坑の可

能性が高いものと考えられる。

出土遺物は、総数 13点、総重量1,654gである。材質別では、瓦3点 (丸 1、 平2)、 木質遺物9点、金属

製品1点である。

―

0           1:4 20 cm

第123図  3-4区 SK03出 土遺物 (1:3、 1:4)

0         1:3         10 cm
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1 灰色土と黒褐色土の混合土
2 明褐灰色土
3 黄灰色ブロック土と褐灰色ブロウク土の混合土
4 にぶい黄橙色砂層
5 灰黄色砂層
6 4と 8の混合土 (ラ ミナ状にSK04側に下る)

7 灰色砂層
8 オリーブ灰色粘質土
9 褐灰色土と黒褐色砂質上の混合土 (木片多い)

10 灰オリーブ色土
11 黄灰色粘質土
12 灰黄色砂層と灰白色上が層状に重なる土層 (黒褐色ブロック上を含む)

13 褐灰色粘質土
14 黄灰色粘質土

第 2節 第 3ブロックの調査

X-58′ 085

X-58,090

|

9              1:pO              ttm

0        1:60        2m

第124図  3-4区 SK03・ 04実測図 (平面1:80、 土層1:60)

/2
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第 4章 本調査の結果

第 123図 1は用途不明の木製品である。両面に目当ての線があ り、飾 り板 と思われる。2は鉄釘である。

頭部は叩き伸ばし折 り曲げている。

時期を判定する遺物に乏 しいが、検出面から、 17世紀前半代の遺構 と考えられる。

表83 SK03出 土金属製品観察表

図
号

挿
番

土
置

出
位

種 類 材 質
法  量

襲騨
備 考

大きさ (Cm)

123-2 SK03 釘 鉄 f己 92/射目06/Fヨ04
健

醐
頭部 :叩 き伸ばし折り曲げ 断面 :長方形

SK04(第 122・ 124図、図版40・ 412)

前述のSK03の東に隣接し、調査区の東半分を占める大形の土坑である。平面形は丸みのある隅丸長方

形をなす。規模は東西4.5m、 南北3.5m、 深さ1.2mを測る。断面は皿状をなし、底面の標高は-0.6mで

ある。埋土は下層 (13・ 14層)に粘質土が堆積し、その上に砂層と混合土がのる。5・ 6層が前述のSK03

からの流れ込みであることから、SK04の埋没時にSK03は埋められたと考えられ、両者の埋没時期に差は

ほとんどないものと思われる。埋土のうち、12～ 14層 は水平堆積を示すが、 1層 はそれらの層を大きく

堀込んで堆積する。 1層および2層の下面は掘 り直しの境界面と考えられる。

前述のSK03同様の採土を目的として掘られた可能性が考えられる。

時期を判定する遺物は出土していないが、検出面およびSK03と の関係から、 17世紀前半代の遺構と考

えられる。

5)第 4面 (第 125図 )

標高04～05mで検出した遺構面で、 I層を基盤とする。前述のSK03・ 041こ 掘 り込まれ、残った遺

構面はわずかである (図版41-3)。 南側で溝 1条を検出した。

SD01(第 125区 ])

調査区の南側に位置する溝である。西壁土層断面で、標高0,4mの I層面から掘込まれ、南に向かつて

下る落ち込みがみられた。落込みの範囲を確認するため、南壁に接する調査区の中央と東側の2ケ所に南

北方向の トレンチ (T―A、 T―B)を入れた。いずれの トレンチでも、南方向に下る落ち込みを確認 した。

牛Aでは、北側の肩がSK03で壊されるものの、標高-0.3mま で落ち込む。TBでは、北側の肩が石積土坑

1で壊されるものの、標高-0.2mま での落ち込みを確認 し、南に向かつてさらに落ち込む。埋土は黒褐

色砂質土 (5層)で、 1～ 4層は埋没後の造成土にあたる。

図示 した破線は溝の肩を結ぶ想定ラインである。東西方向を示し、方位はN-87° 一Wである。規模は

表82 SK03出 土木製品観察表

挿図
番号

土
置

出
位

種 類 名称・部位

法 量  (cm)
木取

重 量
残存率

備 考
長さ

(口 径)

幅
高さ

(器高)

その他

SK03 不明品 飾り板か
厚05^

0(
柾 目 両面 :目 当ての線あり
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第 2節 第 3ブロックの調査

＝
川
汁
■

上一一
上

9              1:'0              4m

1 青灰色粘土と灰黄褐色粘土と暗青灰色上の混合土
2 黒褐色土
3 青灰色粘土と褐灰色上の混合土
4 緑灰色土
5 黒褐色砂質土 (SD01埋土)

0        1:60        2m

第125図  3-4区 SD01実測図(平面1:80、 土層1:60)

長さ約 1lmを測 り、調査区外へ延びる。南の城山北公園線から掘方想定ラインまで約 4mを測 り、道路

に平行することから、 17世紀前葉の城下町造成初期段階に掘削される素掘 りの大溝と考えられる。東に

隣接する3-5区で、本遺構の延長部と考えられる溝 (SD02)が確認された。

遺物は出土していない。

6)/Jヽイ雪

本調査区で確認された遺構は、表84の とおりである。

第 1面は、標高 1.1～ 1.2mに 位置する。 19世紀前半代の生活面とみられる。調査区の西端で確認された

柱穴列SA01は建物の一部の可能性がある。石積土坑 1の廃絶後に廃棄土坑としてSK01が掘られる。石積

理
豚
『
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第 4章 本調査の結果

土坑 1・ 2は、全容が不明なため判然 としないが、性格 としては地下室または石積井戸等の施設が考えら

れる。

第2面は、標高0.9～ 1.Omに位置する。出土遺物が少なく時期を決定する資料に乏しかった。そのた

め、検出標高及び造成土の層序と様相から、概ね17世紀後半～ 18世紀代という時期幅をとらざるを得な

かった。庭木と思われる植栽痕がみられ、小ピットの他に主な遺構は確認されなかった。

第3面は、標高0.8mに 位置する。17世紀前半代の生活面とみられる。SK03・ 04が近接して確認された。

調査区の広範囲を占める大形の土坑である。採土土坑の可能性が考えられる。

第4面は、標高04～0.5mに 位置する。 17世紀前葉の城下町造成最初期にあたる。堀尾氏による造成の

初期段階で掘削される素掘 りの大溝 (東西溝)に相当するSD01が、調査区の南側で確認された。

表84 3-4区 検出遺構一覧

遺構面 検出標高 (m) 時期 検出遺構

第 1面 11～ 12 19世紀前半代 SA01 SK01 石積土坑 1 石積土坑 2

第 2面 09～ 10 17世紀後半～18世紀代 植栽痕

第 3面 ハ
Ｖ 17世紀前半代 SK03  SK04

第 4面 04～ 0 5 17世紀前葉

5。 3-5区

1)調査の概要と土層堆積状況 (第35・ 127図 )

調査地は、第3ブロックの南東隅に位置する。南側は城山北公園線に接し、東側は南北道路に接してい

る。調査前はビルが建っていた区画で、江戸時代には上級武士の屋敷地であった。屋敷の出入 り回は江戸

X-58′090

時代を通じて南向きであったと考えられる。調

査区はこの屋敷地の南東隅部を調査する形にな

る。調査範囲は東西約6.Om× 南北約7.5mの 方

形の調査区である。

本調査に先立ち、調査区の北側で実施した、

立会調査M」R240とこよって、素掘 りの大溝が確

認された (第 5章第2節第 158図 )。 遺構の延長

部の検出が予想されたため、矢板を設置して調

査を行うこととなつた。矢板打設にあたり、設

置場所の遺構確認のため、調査区の南辺と東辺

にトレンチを設定した。その結果、南北道路に

接 して構築された側溝石垣の一部が検出され

た。石垣は、南北に約4.Omを測 り、北側は撹

Ｏ
Ю
Ю
、〇

∞
＞

X-58′ 095

I             C

o             l:200             10m

35区  トレンチ内 側溝石垣実測図 (1:200)第126図
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第 2節 第 3ブロックの調査

―――B

青灰色土
青灰色～灰色土 (砂を含む)

青灰色～暗灰色土

―――A

t   Ⅲ   I

は遺構埋土

0              1:80              4m

第127図  3-5区 土層断面図 (1:80)

乱を受けたためか崩れている。石は東側に面をもち、現代の道路側清に接する。これらの石は現狽J溝 より

0.3～0,5m下から検出されたが、側溝のコンクリー ト面に石の痕跡がみられることから、本来は現側溝と

同じ高さ (標高2.Om)まで石が積まれていたものと推測される。西側には裏込め石が組まれ、標高0.6m

まで確認した (第 126図、図版422)。

矢板を打設 した後、掘 り下げたが、撹乱が深さ1,4mま で及ぶところもあった。土層の堆積は、西に隣

接する34区に準じた様相を示す。表土から約 1.6m掘 り下げると、標高0.lmで Ⅱ層に至る。 I層は遺構

の掘方によって消失したものと思われ、確認されなかった。隣接する3-4区や周辺の立会調査では標高0。

3～0.4mで検出していることから、本来は同様の標高に I層面があったものと思われる。本調査区では

遺構 (SD01・ 02)埋土の上にA層 に類似した土層が堆積 していた。遺構 (SK01)の掘込みが見られるた

め、この時期までの造成土と考え、 A′ 層 とした。さらにその上に造成土が積み重ねられていく様相が見

られ、 1～3層に大別できた。

1層 は青灰色土を主体とし、層厚0,2m前後である。近現代の盛土層である。

2層は砂礫を含む青灰色～灰色土を主体とする。層厚0.2～ 0.4mで、2～4層に細分できる。この上面を

第 1面 とし、検出標高は1.2mである。形成年代は、出土遺物と検出遺構から18世紀後半～ 19世紀前半と

推定される。

D200ml
西壁

第1面
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第 4章 本調査の結果

豊|

|

o             l:200             10m

第128図  3-5区 第 1面全体図 (1:200)

0         1:3         10 cm

第129図  35区 第1面出土遺物 (1:3)

牛

3層は青灰色～暗灰色土を主体 とする。層厚0.2～ 0.5mで、2～4層 に細分できる。この上面を第2面 と

し、検出標高は1.Om前後である。形成年代は、出土遺物と検出遺構から17世紀後半～ 18世紀代と推定さ

れる。

A′ 層上面を第3面 とし、検出標高は0.8mである。形成年代は17世紀前半代 と推定される。

本調査区では I層が検出されなかったため、A′ 層の下面を第4面 とした。検出標高は0.4～ 0.5mであ

る。本調査区北側に隣接する立会調査MJR2401こ おいて、標高0.4mのA層下で I層が確認されていること

から、 17世紀前菓の城下町造成初期と推定される。 (第 127図 )。

2)第 1面 (第 128図、図版42-3)

標高 1.2mで検出した遺構面で、2層を基盤とする。北西側は撹乱により遺構面が壊されていた。深さ

10cm以下の浅いピット状遺構を検出したが、建物等の復元には至らなかった。その他、黒褐色や茶褐色

土の円形または不整形なプランがみられたが、樹の根を検出したのみで、遺構 といえるものではなかっ

た。この遺構面を造成する際に伐採された古い時期の木の残存部か、あるいは、近代になって伐採された

木の痕と思われる。

第1面遺構外出土遺物 (第 129図、図版67)

第 129図 1は 中国磁器の皿である。全体に摩耗が激しく、河川の影響を受けたことが推察される。

時期を判定する遺物は出土していないが、遺構面の標高は、西に隣接する4区の第 1面 とほぼ同じであ

ることから、 19世紀前半代の遺構面と考えられる。

表85 第1面出土土器観察表

挿図
番号

土
置

出
位 材 質 器種 器 形

法 量  (Cm) 重 量

残存率
生産地

九陶
編年

備    考

口径 底径 器高 その他

第1面 磁器 皿 >13
９‘
制

中 国

内面 :染付 全体 :摩耗が激しく丸くなつている

水の流れによる摩耗が考えられ川岸の上を基盤層

(砂層)と したものと想定される
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第 2節 第 3ブロックの調査

3)第 2面 (第 130図、図版43)

標高 1.Om前 後で検出した遺構面で、3層

を基盤とする。植栽痕と小土坑およびピット

を検出した。

植栽痕 (第 130図、図版43)

点在する植栽痕を10ヶ 所近 く検出した。

遺構面の上面では植栽の掘方は検出できず、

基盤層下面まで掘 り下げて確認した。埋土に

基盤層を含む土であることや、遺構面の上面

で掘方が確認されなかったことなどから、植

栽と同時に盛土を施して造成したものと考え

られる。植栽された木は、樹皮の観察から、

4本が松、 1本が桜、 1本が広葉樹系と思われ

る。道路に面した角地に、松や桜などを植え

て庭としていたものと思われる。

その他、埋土に礫を含むピットを数穴検出

したが、建物等を復元するには至らなかった。

時期を判定する遺物は出土していない。

4)第 3面 (第 131図 )

標高10m前後で検出した遺構面で、Aア 層

を基盤とする。土坑 1基を検出した。

SK01(第 131・ 132図、図版44)

調査区の北西部に位置する、大形の土坑で

ある。平面プランはやや不整な円みをもつ。

調査区の北 と西側へ続き、現状で東西3.5

m、 南北4.5m、 深さ1.4mを測る。 調査区

の北に位置する立会調査M沢240の南西端で

確認された西に向かって落ち込む遺構は、本

遺構の一部と考えられる。

掘方は後述する素掘 りの大溝 (SD01)の

西肩部を壊 し、底面は標高-08mの Ⅱ層に

達する。

第130図  3-5区 第2面全体図 (1:200)

X-58′090

0             1:200

０
９
ｑ
ｄ
刺
渕

|

0             1:200

X-58′090

X-58′ 095

10m

10m

第131図  3-5区 第3面全体図 (1:200)

1 暗褐色土
2 暗褐色土 (黄灰色土ブロック含む)

3 暗オリーブ灰色土 (植物含む) 0   1:80   2m
4 灰白色粘質土

第132図  35区  SK01土 層断面図 (1:80)
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第4章 本調査の結果

埋土のうち、 1・ 2層 は人為的に埋められた土

で、2層 は黄灰色土がブロック状に含まれる。

また、2層 中にはラ ミナが観察 された。 これ

は、土坑を埋める際に水分を多く含んだ土が流

れ落ちたものとみられる
6。 2層 と3層の間には

植物が圧縮されたような層がみられた。沈み込

み防止のために敷かれた可能性がある。土層堆

積状況から一時期土坑 として機能 し、その後短

期間に埋められたものと考えられる。

時期を判定する遺物は出土 していないが、検

出面から概ね17世紀前半代の遺構と考えられる。

5)第 4面 (第 133図 )

標高0,4～05mで検出した遺構面で、Aア 層下

面にあたる。溝2条を検出した。

SD01(第 133・ 134図、巻頭図版2、 図版45。

46)、 遺物 (第 135図、図版67)

調査区の東辺に沿って南北に走る溝である。

東肩は トレンチ掘削時に検出したもので、西肩

の北側は前述のSK01に 壊される。規模は幅2.9

m、 長さ約70m、 深さ06mを測る。本調査前

に実施された立会調査M」R240で確認された東肩と合わせ、長さは約Hmに なる。主軸方位はN-3° 一E

である。M」R240の北壁土層断面で標高0.4mの I層面からの掘込みが確認できた。断面は逆台形状を/8-

し、Ⅲ層まで掘 り込まれ、深さはM」R240の北壁で最大で115mを測る。底面標高は南側で-0.5m、 北

側で-0.9mと 北に向かって傾斜する。南壁で標高0.Omま で立ち上がることから、調査区外の現道路交差

点角近 くで南肩の検出が予想される。

規模・形状と南北道路に沿う位置関係から、 17世紀前葉の城下町造成初期段階に掘削される素掘 りの

大溝 (南北)と考えられる。

底面上の5層は溝が機能していた段階の粘質土で、0.lmほ ど堆積する。壁面の崩れはなく、流水の形跡

はほとんど見られない。遺構の東壁面で植物の痕跡を確認し、北側の底面で刈り取られた葦のまとまりを

検出した。埋土のうち1～3層は I～Ⅲ層の混合土で、一気に埋め戻された様相を示す。埋め戻し後にはA′

層が堆積する (第 127図 )。 以上から、本遺構が機能していた期間は短かったものと思われる。

底面上から板材が2点出上している。

出土遺物は、総数2点、総重量 19gである。木質遺物2点である。

０
０
Ю

〇ヽ
∞
井

卜n」 R240

-― A′

X-58′ 085

|

X-58′ 090

X-58′095

0   1 1:200 10m

― A′

1 暗褐粘質土に灰白色粘土ブロック (大)混 じり

: 優琶紹財圭1磨摂琶嬉詈圭彊しサ]SD01埋土
o             l:100             5m

第 133図  35区 第4面全体図 (1:200)土層断面 (1:100)

，

ユ

，

‐
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第 2節 第 3ブロックの調査

第 135図 1。 2は墨書のある板で、片面にのみ墨書が確認できる。 1は「山」の文字のみ判読でき、以下

は不明である。2は「方中□」 と読めるが、以下の文字は消えている。

SD02(第 133・ 134図、巻頭図版2、 図版45・ 46)、 遺物 (第 136図、図版67)

調査区の南西隅に位置する溝である。平面形は丸みのある方形状をなし、南と西の調査区外へ続く。

一
B′

1 青灰色砂質土 (黒褐色と砂混合土)

2 青灰色砂質土 (黒褐色土がやや混じる)

3 青灰色細砂層と褐灰色粘質土の混合土
4 青灰色砂質土 (黒褐色土、砂、混)

5 灰色粘質土

0        1:60        2m

第134図  35区 5D01・ 02実測図

|

|

|

|

|

|

I

I

B′
I

- 1
|

I

|
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第 4章 本調査の結果

方
中
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第2節 第3ブロックの調査

規模は東西 1,3m、 南北3.5m、 深さ0.2mを測る。断面は浅い皿状をなし、Ⅲ層まで掘 り込まれる。

底面は東から西に向かって傾斜する。また、南に向かって立ち上がりが見られることから、南の調査区

外近くで南肩の検出が予想される。検出標高は0.lmであるが、北側の肩が前述のSK01に壊されることか

ら、本来はそれ以上から掘込まれたものと推測される。北側の肩は、西に向かい、隣接する34区SD02の

想定ラインにつながるものと考えられる。以上から、本遺構は、堀尾氏による城下町造成初期段階に掘削

される素掘りの大溝に相当するものと考えられる。

埋土は、底面上に自然堆積と考えられる灰褐色粘質土がわずかに見られるが、その上に堆積する1層 は

I～ Ⅲ層の混合土で、一気に埋め戻された様相を示す。底面または壁面においても遺構の崩れはほとんど

なく、流水の形跡が見られない。溝は標高0.5mま で埋まり、その上にA′ 層が堆積する (第 127図 )。 以上

から、本遺構が機能していた期間は短かったものと思われる。

底面上から遺物が2点出土している。

出土遺物は、総数2点、総重量400gである。材質別では、陶磁器類 1点 (土器 1)、 木質遺物 1点である。

第 136図 1は資器系の甕の肩部破片である。小破片であり、混入と思われる。2は板である。表裏には

刃物による斜格子状の切れ込みがある。用途は不明である。

表86 SD01出土木製品観察表

表87 SD02出土土器観察表

表88 SD02出土木製品観察表

図
号

挿

番
土
置

出
位 種 類 名称・部位

法 量  (cm)
木取

重 量
残存率

備    考長さ
(口 径)

幅 誰
縞

その他

板 >186 厚02 塁書あり「山」のみ判読。以下判読不可

SD01 板 厚02
０
‐

０‐ 墨書あり「方中 」のみ判読。以下消滅

挿図
番号

出土

位置
材 質 器種 器形

法 量  (cm) 重 量

残存率
生産地

陶
年

九
編 備    考

口径 底径 器高 その他

SD02 養器 甕 か >73
０
‐

０，

奈良平安の自然釉陶器 須恵器系 中世
肩部:自 然釉

図
号

挿
番

土
置

出
位

種類 名称・部位

法  量  (cm)

木取
重 量
残存率

備    考離
唯

幅 誰
縞

その他

SD02 板 >348 厚11
3901

表裏に斜格子状の切れ込みあり
ひし形の模様になる
切れ込みは刃物によるものか
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第 4章 本調査の結果

6)/Jヽみ吉

本調査区で確認された遺構は、表89の とおりである。

第 1面は、標高12mに位置する。 19世紀前半代の生活面とみられる。小ピットのほか目立った遺構は

確認されなかった。

第2面は、標高10mに位置する。出土遺物が少なく時期を決定する資料に乏しかったが、検出標高及

び造成土の層序と様相から概ね17世紀後半～ 18世紀代にあたるものと考えられる。庭木 と思われる植栽

痕と小ピットの他、主な遺構は確認されなかった。

第3面は、標高0,8mに 位置する。A′ 層を基盤とする17世紀前半代の生活面とみられる。SK01が確認さ

れた。調査区の約3分の 1を 占め、調査区外に続 く大形の上坑である。西に隣接する3-4区SK03・ 04と 同

様の採土土坑の可能性が考えられる。

第4面 は、標高0.4～05mに位置する。A′ 層下面であるが、調査区の北で行われたM」R240のA層下で

I層が確認され、遺構の掘込みが見られたことから、この面を遺構面と捉えた。 17世紀前葉の城下町造

成最初期に相当する。造成の初期段階で掘削される素掘 りの大溝と考えられるSD01・ 02が確認された。

SD01は 南北方向、SD02は 東西方向の溝である。南北清と東西溝は直交するように掘られているが、底面

はつながっていない。調査範囲内では全容が把握できなかつたため、角地における大清の形態の解明には

至らなかった。上端は「L」 字状につながっている可能性がある。しかし、南北溝と東西溝は角地で「L」

字状を/1-す 同一の溝で、底面は別々であるのか、南北溝と東西溝は別々の溝で、南北溝は角地の南端まで

あり、東西溝が南北溝の西側で終結しているのかという問題が残った。いずれにしろ、SD01・ 02と もに

流水の痕跡がほとんど見られず、自然堆積層も薄く、一気に埋め戻されたという状況から、溝が機能して

いた期間は短かったものと推測される。また、溝の埋土上にはA′ 層が堆積する。このA′ 層は、17世紀前

半代の遺構 (SK01)が掘込まれることから堀尾期の造成土の可能性が高いものと考えられる。

掘 り下げに先立って実施したトレンチ調査で検出した石積遺構は、南北道路に接する位置関係から、屋

敷の外縁に築かれる道路側溝の石垣と考えられる。構築時期は、遺構面として捉えることができなかった

ため判定しがたいが、検出標高が第3面に相当することから、 17世紀前半以降と推測される。

表89 3-5区検出遺構一覧

遺構面 検出標高 (m) 時 期 検出遺構

第 1面 19世紀前半代 ′1ヽ ピット

第 2面 17世紀後半～18世紀代 植栽痕 小ピット

第 3面 17世紀前半代 SK01 側溝石垣

第 4面 0 4～ 0 5 17世紀前葉 SD01  SD02
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第 2節 第 3ブロックの調査

6。 第 3ブロ ック本発掘調査の ま とめ

第3ブ ロックは、城山北公園線 (大手前通)沿いの北側にあたり、東西幅約 100mの 区画である。西か

ら31区、3-2a区、32b区、33a区、33b区、3-4区、35区の7ケ 所を調査 した。それぞれの調査区にお

いて出土遺物と遺構掘込み面から遺構面を検出しているため、遺構面数は3～5面 とばらばらであった。

遺構面を形成する基盤層は、3-4区 と35区でほぼ同列の層位を示すものの、第3章第2節 (基本層序)

で述べたように、 I層およびA層以外では、ブロック全体で共通する鍵層を見出すことができなかった。

そこで、検出された遺構と遺構面の時期から、各調査区の遺構面の対応関係をまとめ (表 90)、 各時期の

様相を述べる。 (第 137・ 138図 )。

17世紀前葉 (城下町造成直後):32区 の第5面、33区の第3面、34区と35区の第4面が相当する。自

然堆積の I層を基盤とするが、35区ではA′ 層下面にあたる。城下町造成の初期段階で掘削される素掘 り

の大溝が確認された。ブロックの西側で32a区のSD02(南北溝)、 中央南側で3-3b区 のSD02(東西溝)、

東側で34区のSD01(東西溝)、 東端で35区のSD01(南北溝)とSD02(東西溝)が確認された。このう

ち34区のSD01と 35区のSD02は 同一の東西溝とみられ、さらに西側へ向かい3-3区のSD02へつながるも

のと考えられる。部分的な確認からではあるが、大溝は屋敷を区画する道路に沿って位置していることが

分かる。また、35区のSD01(南北溝)と SD02(東西溝)は、角地における大溝の状況を表し、改めて

大溝についての様々な問題を提起するものとなった。

この面で確認される遺構は、素掘 りの大溝の他には、32b区のSK04と小土坑しか見られない。このこ

とは、城下町造成の最初期における主な事業の一つが、道路に沿って屋敷地を区画する大溝の掘削であっ

たことを示すものと言える。

17世紀前半代 :3-2区の第4面、33区の第2面、3-4区 と35区の第3面が相当する。A層 またはA′ 層を基

盤とする。

3-1区の石列3は、32a区第4面の石列 11こ 形態 。使用石材・検出標高とも類似し、南の延長上 (N-4°

―E)に位置することから、同一の石列と思われる。また、31区の石列 1-石列2の延長ラインは、調査

表90 第3ブロックの遺構面と時期区分

3-1 区 3-2区 3-3区 3-4区 3-5区

現地表面標高 L==2 0m L=1 9～ 2 1m L=20～ 2 1m L==2 0m L==2 0m

19世紀～明治初め L=1 5m 第 1面 L=14～ 15m 第 1面 L=11～ 12m 第 1画 L=12m

17世紀後半～

19世紀初め

第 2面 L=11～ 13m

第 3面 L=10～ 1 lm

第 1面 L=13m 第 2面 L=09～ 10m 第 2面 L=10m

17世紀前半 L==0 9m 第 4面 L=08～09m

A層上

第 2面 L=08m

A層上

第 3面 L=08m

A層上

第 3面 L=08m

A'層上

17世紀前葉

(城下町造成直後 )

第 5面 L=04～05m

I層上

第 3面 L=05～06m

I層・ウラジロ堆積上

第 4面 L=04～05m

I層上

第 4面 L=04～05m

A'層下
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第4章 本調査の結果

区の南西隅で石列3の南北ラインと直交することから、石列 1～3も 一連の石列に/A‐ ることが想定される。

3-1区の石垣 1と 石列 1～ 3、 3-2a区の石列と、35区の石垣は時期が不確定ではあるが、 I層上に石の下端

がくることから、当該期を構築年代と推定した。3-2a区で区画的な竹組のあるSX01や石組2を確認した。

3-3区で建物土台や壁状遺構からなる建物 (SB01)や、石垣 1な どが確認された。3-3b区 の石垣 1は、門

長屋の土台として築かれた可能性が考えられる。33b区で幅50mの溝の可台警隆が考えられるSX02が確認

された。33b区のSX01、 34区のSK03・ 04、 3-5区のSK01は、採土土坑の可能性が考えられる土坑であ

る。

なお、A層 は各調査区でほぼ同レベル (標高O.8～0,9m)の堆積を示すことから、ブロックにおいて一

律の工程によって初期の造成が行われた可能性が考えられる。

17世紀後半～19世紀初め :32区の第2面と第3面、33区の第 1面、34区と3-5区の第2面が相当する。

17世紀半ば～後半代に相当する遺構 として、33区でSK01・ 02、 石組水路 1、 礫敷き2が確認された。

17世紀後半～ 18世紀代に相当する遺構として、32b区の第3面でSK03、 礫敷き、石組 1が確認された。

SK03は、竹製格子状土留めをもつ貯水施設の可能性が考えられる土坑である。18～ 19世紀初めに相当す

る遺構として、3-2区第2面でSK02、 SD01が確認された。また、34区と35区では、植栽痕と小土坑が確

認された。出土遺物が少なく、時期決定できる資料に乏しかったため、造成土の層序から推定した。

19世紀～明治初め :32区、34区、35区の第 1面が相当する。32a区で確認されたSK01に は、「天保

八年 (西暦 1837年 )」 の墨書がある片口 (第39図 8)を含む生活雑器とともに多量の瓦破片が廃棄されて

いる。3-4区のSK01は 19世紀前半代の廃棄土坑である。これと重複して石積土坑 1・ 2が廃絶している。

3-2区の遺構面が標高 1.4～ 1.5mと やや高いが、明治初めまで下る遺構が確認されることから、これより

上が近代以降と考えられる。3-3区では掲載し/1-か ったが、標高 1.5m前後で明治以降の遺構が検出されて

いることからも、標高 1.4～ 1.5mが明治初めの生活面と考えられる。

註

3

4

平成 22年度の松江城下町遺跡 (母衣町 18028・ 29)の調査において、 I層面で水田畦畔が確認されている。

その後の調査により、松江城下町遺跡の大手前通沿いでは 4～ 6面の遺構面数が確認された。また、 I層は耕作土の可

能性が指摘され、自然堆積層のみでなく、城下町造成以前あるいは直後の旧地形と認識されるようになった。

平成 24年度松江地方裁判所建設工事に伴う発掘調査から、造成時の採土土坑の可含留陛が考えられる。

松江城下町遺跡では、複数の調査地で、I層上あるいは遺構内でウラジロ (シ ダ類)の敷き詰めが検出されている。また、

平成 24年度に調査された松江城下町遺跡 (南 田町 137-13外 )では、17世紀前半代に造られた土手の下部構造に排

水と地固めを兼ねて敷かれたシダ類等が検出されている。

中国南宋時代の竜泉窯における、貫入を特徴とする伝説的な青磁を模したもので、本品は京焼である。

中村唯史氏のご教示による。

5

6
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遺物集計表

表 91 出土遺物組成表 1

¬一 刊区 (1)

遺構名 陶磁器 産 地 TE類
数
盈

点
重 木製品 点数

重量
瓦

点数
重量

金属
点数
重量

石製品
点数
重量

動植物
遺存体

点教
重量

その他
数
量

点
重

陶器 備 前 唐鉢 不明品 平 瓦
80声

何 来待石
類
ジ

鳥
キ ガラス

陶器 不明 不明 丸 瓦 不 明品
類
明

烏
不

点

饒

磁 器 肥前系 碗 魚類
マダイ

磁 器 肥前系 不 明 炭
1示

SK01 磁 器 不明 不 明

士師器 在地系 皿

土師器 京都系 皿

土師器 不 明 皿

陶器 肥前系 碗
占
一
生 箸 平瓦

237′〔

陶器 須佐 橋鉢 板羽 丸 瓦

陶盤 京信系 不 明
点

】 不明
瓦
印

平
刻 29.953`

1陶器 不明 不 明

磁 器 肥前孫 統

磁器 肥前系 碗蓋
点

磁 器 不明 不明
点

土師器 不 明 不明

陶器 肥前系 鉢 板 材
点

∝ 平瓦
262斥

25,5001
釘

点

恥 ガラス
点

醗

陶器 須佐 庸鉢 軒丸瓦
品

，
明
鉄

不
て

陶器 京信 系 椀 不明品

陶器 京信系 不明

陶器 不明 不 明

磁器 η巴前系 碗

磁器 肥前系 /〕 杯ヽ

SA01(Pl) 軒丸瓦

SA02(P2) 杭

SE01 陶器 肥前系 不 明
1点

下駄の歯のみ 平瓦
1876′ 環

171,356F
埋管
(雁首)

SE01 陶器 瀬戸 美濃 不明 丸 瓦

陶器 不 明 土瓶蓋
1′点

軒丸瓦

陶器 不 明 FB鉢 平瓦
(刻 印)

陶器 不 明 不明
点

醗

磁 器 肥前系 碗

磁 器 肥前系 不 明

磁 器 不 明 碗
1′ |

土師器 不明 皿

土製品 不 明

SK04 陶器 瀬戸 美濃 植木鉢
【

と 板材 平 瓦
704点

隊 器 肥前系 瓶 丸 瓦

磁器 不 明 皿 軒平瓦
4′(

SK05 陶器 肥前系 碗
や

銀 板 材 平瓦

陶器 肥前系 構 鉢 小木 片

陶器 不 明 壷or葵
点

筆 樹皮
1イ

陶器 不明 不明 不明品
々

儀

磁 器 掌酬 不 明

土師器 不明 皿
【

恥

土師器 不 明 不 明

須恵器 不明
2点

F何 器 肥前系 大 II 箸
1′■

平瓦
I01や

陶器 肥前系 片 口 板 材
点

備 丸 瓦

陶器 不 明 不明 角材 軒丸瓦

磁 器 肥前系 碗 不明
声

Ｒ

土師器 不明 皿

土製品 不 明
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第 4章 本調査の結果

表 92 出土遺物組成表 2

1-1区 (2)

進構名 陶磁器 産 地 種類
点数
重量

木製品
点数
重量

瓦
数
量

点
重 金 属

数
豆

点
童 石製品

点敦
童亀

動植物
遺存体

点数
重量

その他
点数
重量

陶器 肥前 系 碗 碗高台 平 瓦
点

碗 釘
類
ジ

ト
キ

F3J器 肥前系 皿 不明塗物
類
明

馬
不

点

上

陶器 引巴前系 鉢 下駄
魚類
マダイ

陶器 備 前 信鉢 箸

陶器 不 明 不 明

磁 器 不 明 不明 不明品
点

駐

土師器 在地系 皿 束桂

土師器 京都系 皿
点

錐
板 材

5,1251

撫 材

丸材

竹材
源

釘

小木片
1,260輝

樹 皮

遺構外 陶器 志野 向付 木栓
点

臨 平 瓦
2薫

1 160授
釘

貝類
サルボウガイ

進構外 陶器 瀬戸 美澱 植木鉢 軒丸瓦
1点

遺構外 陶器 瀬戸 美濃 不 明

遺構外 陶器 備 前 壺or羹
1′ヽ

遺構外 陶器 備前 不 明
点

４。

遺構外 陶器 在 地 不 明
点

弟

遺構外 陶器 単酬 不 明
点

馬

遺構外 陶器 不明 不明
点

ｒ

世構外 磁 器 中国 不明

遺構外 磁器 不 明 不 明

遺構外 土師器 在地系 皿

遺構外 上師器 不明 皿

進構外 土製品 窯道具

LH構外 土製品 土 垂

遺構外 土器 須恵器 不 明

近現代層 陶器 須 佐 播鉢 椀 平瓦 釘 カタツムリ ガラス 12′ 点

近現代層 陶器 不明 暦外
6″ 点

箸
【

ｒ 丸瓦 鉄棒
蕉

備 サルボウガイ
ガラス瓶

近現代層 陶器 在地系 不明 桶部材横板
【

唯 軒平瓦 雨
，
引
鉄 松ばっくり

ガイン

近現代層 陶器 唐津 不 明 下駄 軒丸瓦 炭 ヨーラの蓋
2′ヾ

近現代層 陶器 月巴前系 不 明
2′(

柱
(刻 F口 )

コンクリー ト

近現代層 陶器 京信系 不明 続 鬼瓦
1′F

3,685
タイル

Ｆ

岳

近現代層 陶器 不 明 植木鉢 板朝 土管
9′専

近現代層 陶器 不 明 不明 角 材 グラスチック
点

格

近現代層 磁器 不明 戸 車 丸 材 ボル ト
点

∝

近現代層 磁 器 不 明 小 lTN 小木片 塩 ビ管

近現代層 磁器 不明 不 明 絣皮
点

鍵

アル ミ
不明品

点

弟

近現代層 土師器 在 地 皿 不明品
27ボ

近現代層 土師器 不明 皿 看板
点

７。

近現代層 土製品 ヒ厘 サナ ブラン
1′奪

近現代層 土製品 窯道具
点

距

近現代層 土製品 不 明
点

先

近現代層 土器 須恵器 不 明

旧

渕
杭 丸瓦

旧

Ｐ２
平 瓦

陶器 下明 不 明

旧

Ｐ４
平 瓦

旧

Ｐ５

平瓦
点

“

丸 瓦
1,0301

(日 )

P6orPll 陶器 不 明 皿

旧

Ｐ７
杭
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遺物集計表

表 93 出土遺物組成表 3
1-1区 (3)

選構名 陶磁器 産 地 種類
数
量

点
重 木製品 点数

三量
瓦

点数
重量

金属
点数
重ユ

石製品
数
量

点
室

動植物
遣存体

点数
重量

その他
点教
重量

旧

Ｐ９ 丸材

酌
ｉｎ 柱

Ｄ

‐２

陶器 不明 不 明

上師器 不 明 皿

醐
‐８ 丸 材

5や
平 瓦

醐
‐４ 丸 材

］

‐６ 平 瓦
や

岳

不明品
点

備
拒 物

松ば っ く り
醐
‐３ 権

1点

旧

ＫＩ 平瓦

旧

ＤＯ 平 瓦
声

能

旧

ＤＯ 平瓦

(日 )

瓦溜 り01 平瓦
12′娠

(国 )

瓦溜 り01 丸 瓦

(H,
瓦溜 り01 軒平瓦

10点

(日 )

瓦溜 り01 軒丸 瓦
点

鳥

(日 ) 平瓦

`ク

IE口 )

10汗

3-2区 (1)

道構名 陶磁器 産 地 種類
点数
重量

木製品
点教
重量

瓦
数
見

点
重 金属

点数
重量

石製品
教
豊

点
蔓

動植物
遺存体

数
量

点
重 その他

点数
重量

SA01(pl) 骸器 肥前系 香炉
点

髄

SA01(p2) 陶器 肥前系 皿
点

品 箸

SA01(p2) 土師器 在地系 皿 不明品
点

８０

SA01(p2) 板材
点

∝

SA01(p3) 箸

p3) 箆

SA01(p3) 不明塗物
1′ |

SA01(p3) 不明品
4イ

SA01(p3) 九材

SA01(p3) 竹材

陶器 布志 名 碗 JE蓋 平瓦
漁

銭
煙 管

不 明 品
タイ科

1声 点

∝

陶器 布志名 皿
物

材

塗
部

5′ 点
丸 瓦 取手

1汗 魚類
マダイ 05β

【

弟

陶器 布志名 片 日
1′( 曲物部材

軒平瓦 鉄鍋 か 植物
松ばっくり

点

∝

陶器 布志名 土 瓶
点

鮨
桶部材
潜旋 軒丸瓦

点

儀 審
種

【

儀

占
ｎ
隔

陶器 布志お 不 明
底板

点
鏃

瓦
印

平
刻

68′点 品
ナ

明
鉄

不
ぐ

陶器 在地系 碗
1求

タ ガ

陶器 在地孫 ′Jヽ皿 下駄
預

住

陶器 在地系 灯明皿 鵬鵬陶器 在地系 橋休
預

ト 椀

SK01 陶器 在地系 鉢
漁

∩て
箸

陶器 在地系 枢 本 鉢

陶器 在地系 一至 不明品
点

駒

陶器 在地系 ′よヽこ 板 材
点

碗

SK01 陶器 在地系 土鍋
点

馬 丸材

陶 器 肥前系 香炉 小木片

陶器 肥前系 不明

陶器 瀬戸 美濃 糖木鉢
点

』

陶器 瀬戸 美濃
植本鉢or

陶器 志 野 向付口縁

IPl器 萩 不 明

lFD器 京信系 不明

陶器 不 明 信鉢

陶器 不 明 不明
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第 4章 本調査の結果

表 94 出土遠物組成表 4
3-2区 (2)

進構名 陶磁器 産 地 種類
点数
重足

木製品
点数
重量

瓦
点敦
三量

金属
点教
重量

石製品
点数
重量

動植物
追存体

点数
重量

その他
数
量

点
重

SK01 磁 器 肥前系 碗

磁器 肥前系 碗蓋

磁 器 肥前系 ′よヽイ

磁 器 肥前系 不 明

磁需 波佐 見 皿

磁 器 中国 不明

磁 器 不明 不明

土師器 在地系 皿

土師器 不明 皿

土製品 不 明 不 明

1面 進構外 陶器 在地系 瓶ダライ
1点

サザエ

1面 遺構外 陶器 肥前系 大 al
点

銚

1面 遺構外 陶器 肥前系 〓霊

1面 遺構外 陶器 不明 信鉢

1雨 遺構外 陶器 不 明 不明

1面 遺梼 外 磁 器 肥前系 不明
占
一
歩

1面 遺構外 磁 器 不 明 碗
占
一

t面 遺構外 lrt器 不 明 不明
斎

∩‘

1面 運構外 上師器 在地系 皿

1面 運構外 上師器 不 明 皿

陶器 在地系 碗
漁

ム
平 瓦

SK02 陶器 須佐 不 明

陶器 不 明 信 鉢

陶器 不明 不 明
点

儀

FJ_器 不明 不 明
点

畿

土師器 在地系 皿
3点

土師器 不明 皿
5点

陶器 肥前系 碗
占
一
上

桶部 材
虞板

強
明

貝
不

陶器 】巴前系 皿
桶都材

陶器 肥前系 ′Iヽ杯
脇 板

陶器 肥前系 瓶 か
曲物部材

底板

陶器 肥前系 信鉢
桶部材
構板

陶器 不 明 不 明 全物部期
点

悌

SK03 磁器 中国 碗 箸
点

∩。

SK03 err器 中国 皿 椀
点

髄

磁器 中国 不 明 椀 蓋
点

蜻

SK03 土師器 在地系 皿 櫛
点

∝

SK03 土師器 京都系 皿 箆
【

徒

SK03 土器 須志器 不 明 羽子板
【

７ｔ

SK03 不 明品
53片

杭

rl

樹皮

板材

角材

丸材

竹 材

小木 片

丸材

竹材

2面 遺構外 陶器 不 明 不 明

2面 遺構外 磁器
一Π‐ｊ 紅 皿

2面 遺構外 磁器 不明 不明

2面 遺構タト 土師器 不 明 II L
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遺物集計表

表 95 出土遺物組成表 5

3-2区 (3)

遺構名 陶磁器 産地 種類
数
量

点
壷 木製品

点敦
重里

瓦
点敦
重量

金属
点教
重量

石製品
点数
重 f・

all植物
遺存体

数
量

点
重 その他

点数
重登

3面 遺構外 陶器 不 明 不 明

3面 遺樹外 磁 器 中 国 不 明

3面 選構外 上器 須恵器 不 明

SA02(Pl) 不明

SA02(P2) 物
材

墜
部

SA02(P2) 桶部材
横板

点

亀

SA02(P2) 箸
占
小
∝

SA02(P4) 板材
占
”
駒

4面 進構タト 磁器 中EFJ 皿 短 刃

不明品
点

”

5面 遺構外 陶器 瀬戸 皿
点

Ｒ

6面 遺構外 陶器 不明 悟 鉢
点

れ

6面 違構外 陶器 不明 不 明

5面 遺構外 磁器 中国 皿

5面 遺構外 磁 器 不明 小明
1点

その他 遺構外 陶器 肥前 腕 警
1点 ′特類

ガ ン・ カモ科

その他 遺帯外 陶器 一剛 捕鉢 サザエ
【

宝

その他 遺構外 陶器 肥前 不明

その他 遺構外 陶器 不明 FEI鉢

その他 遺構外 陶器 不明 不明

その他 遺構外 磁器 工酬 碗

その他 遺 1静 外 磁器 単酬 碗 蓋

その他 遺科外 磁 器 工剛 皿

そ の他 Jli樹外 磁器 不 明 下明

その他 遺構外 土師器 在地系 皿

その他 遺樹外 土師器 京都 皿

その他 遺構外 土 器 須恵器 不明

近現代層 陶器 布志名 碗 帥廟
平 瓦 釘

漁

Ａｒ ナルボウガイ
や

熊
ガラス 22点

近現代層 陶器 布志名 上 瓶 醐鯨
丸瓦

1貿章 不明品
(鉄 )

貝類
ンジミ ガイン

蕉

祐

近現代層 陶器 在地系 変
4′《

箸 不 明
1′ (

古銭
種

近現代娼 陶器 在地系 悟鉢 不明品 小 朔 品

(銅 )
炭 ヨンクリー ト

近現代扇 陶器 在地系 と鍋
1イ

杭 タイル

近現代履 陶 器 在地系 鉢 板材
【

醗 土管
占
〔
』

近現代層 陶器 在地系 dL 丸 1/1 配線 コー ト

近現代層 陶器 Ff地系 灯明皿受皿 角IIl プラスチック
点

畿

近現代属 陶器 在地系 植木鎌 竹材
■8点

近現代層 陶器 肥前系 lll 小本 片
古
小
碗

近現代層 陶器 須佐 橋 鉢

近現代層 陶器 京焼風 碗

近現代層 陶 器 布志名 不明

近現代層 陶器 在地系 不 明

近現代層 陶器 肥前系 不明

近現代屠 陶器 不 明 碗

近現代層 F旬器 不 明 皿
1′■

近現代層 /na器 不 明 嘉看

'本

近現代層 陶器 不 明 変

近現代層 陶器 不 明 植木外
2蕉

近現代層 陶器 不 明 土,薇

近現代層 陶器 不甥 蓋

近現代層 陶器 不 明 不 明
327′蕉

近現代層 磁器 肥前系 皿
点

饒

近現代層 磁 器 肥前系 碗

近現代層 磁器 肥前系 ′Jヽ碗
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第 4章 本調査の結果

表 96 出土遺物組成表 6

3-2区 (4)

追構名 陶磁器 産 地 種類
数
量

点
重 木製品

点数
重量

瓦
教
重

点
重 金属

点 F/・x

重 fit
石製品

点数
重量

動植物
遺存体

点数
重量

その他
点教
重量

近現代層 磁器 肥前系

近現代層 磁 器 肥前系 蓋

近現代層 磁 器 月巴前系 不 明

近現代屑 磁 器 在地系 不 明
百
卜
に

近現代層 磁 器 不 明 碗
漁

先

近現代層 磁 器 不明 ′∫ヽ碗
や

駐

近現代層 l yV器 不 明 ノト」不
預

雛

近現代層 磁 器 不 明 不 明

近現代層 土信市器 在地系 皿

近現代層 土師器 京都系 皿

近現代層 土師器 不 明 皿

近現代層 上製品 窯道具
2′ 点

近現代層 土製品 七厘のサナ

近現代層 土製品 不 明

近現代層 上 器 上師器 焼塩壷蓋
1点

近現代層 土 器 須恵器 不明

水 路 ニフトリ

水 路 マ //イ 亜科

水 路

五溜 り01 1陶 器 須佐 箔鉢 平 瓦
月
９Ｆ

屁溜 りO
陶器 布志名 蓋 丸 瓦

(日 )

瓦 IItyり 01
陶器 布志名 碗 軒平瓦

(日 )

瓦溜 り01
陶器 本志名 不 明 軒丸瓦

(日 )

瓦溜 り01
陶器 在地系 皿

瓦
ＥΠ

平
引

(FI)

瓦溜 り01 陶器 在地系 ±4.h

(日 )

瓦溜 り01 陶器 在地系 権 鉢

(日 )

瓦溜 り01
陶器 在地系 芸

煎

(日 )

瓦溜 り01 陶器 不 明 植木鉢

(日 )

瓦溜 り01
陶器 不 明 不明

(十 日)

瓦溜 り01
陶器 不 明 鉢

瓦溜 り01
陶器 不 明 甕

瓦溜 り01
陶器 不 明 鷹鎌

瓦溜 り01
陶器 不 明 小碗

(日 )

瓦溜 り01
磁 器 肥前系 碗

(日 )

瓦溜 り01
磁 器 月巴前系 皿

(日 )

瓦溜 り01
磁 器 肥前系 蓋

(日 )

瓦溜 りol
磁 器 肥前系 仏飯器

(日 )

瓦溜 り01
磁 器 Я巴前系 猪 ロ

(日 )

瓦溜 り0
磁器 肥前系 不 明

(日 )

瓦溜 り0〕
磁器 不明 碗

占
小
住

(日 )

瓦溜 りo〕
磁 器 不 明 小碗

綽

駐

(日 )
磁 器 不現 不 明

預

“

瓦溜 り01
土師器 在地系 皿

漁

ｈ

瓦 1留 り01
土製品 不 明

点

黛

(十 日)

瓦溜 り01
土製品 賠烙

点

艶

(日 )

下溜 り01
上器 七師器 焼塩五蓋

板

柱

杭

小木片

杭

り
「 陶器 不明 fmF鉢

1ボ

〕
ヽ 陶器 不明 揺 鉢

印

‐６
陶器 不 明 不 明
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遺物集計表

表 97 出土遺物組成表 7
3-2区 (5)

遺構名 陶磁器 産 地 種類
点数
重 f‐ 木製品

数
量

点
重 瓦

点数
重豊

金属
点数
重量

石製品
点致
重星

動植物
遺存体

点数
重量

その他
点数
重量

働
‐９

丸材

的

２６

土師器 不 明 皿

土器 須恵器 不明

耐

２８ 不明品

勒

２９ 確 器 不明 不明
「

＆ 丸材
占
一
儀

動

３８ 小木片
声

能

旧

呻 陶器 不 明 憶鉢

旧

ＫＯ 陶器 不 明 不 明 椀

旧

ＫＯ 磁器 不 明 不 明 櫛

旧

ＫＯ 土師器 不明 皿

旧

Ю 陶号岳 不 明 腐鉢 平瓦
点

弟

旧

ＫＯ 磁器 肥前系 碗

(日 )

土師器 在地系 皿

(日 )
陶器 不 明 不明

旧

Ｋｌ
土師器 不 明 皿

旧

Ｋｌ 陶器 不 明 不 明

旧

Ｋｌ 磁 器 肥前系 不明

旧

Ｋｌ 陶器 布志名 不 明

旧

Ｋｌ 陶器 不 明 不明
点

盈

(日 ,

磁器 単副 不 明
点

駒

(日 )

SE01
(1面 )

土製品 不 明

旧

Ｋ０ 板材

旧

Ｋ０ 竹材

旧

ＫＯ 丸材

旧

的 箸

旧

ＫＯ 椀

旧

ＫＯ 不明品

旧

ＫＯ 板材

(日 )
角材

占
一
儀

侃
４ＧＲ

不明品
12声

ω
４ＧＲ

板材
9′ξ

旧

Ｐ２ 磁器 不 明 不 明

悟

ＤＯ 陶器 不 明 不 明

旧

ＤＯ 陶器 不明 不明

旧

ＤＯ 磁器 不 明 不 明

旧

Ｋ０ 陶器 不明 不明

旧

ＫＯ 磁器 月巴前系 盃

磁器 不 明 不 明

(日 )

礫敷 遺構
丸材

(日 )

礫敷遺構
板 材

(日 )

礫敷遺構
不明品

沖

“

門
面

漆製品
塗物部材

旧

ＫＯ 下駄

旧

Ｋ０ 不明品

旧

ＫＯ 箸

旧

ＫＯ 角材
声

能

(日 ,

ウラジロ土坑o:
・H

椀
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第 4章 本調査の結果

表 98 出土遺物組成表 8
3-1区 (6)

遺構名 陶骸器 産 地 種類
点数
重量

木製品
数
量

点
重 瓦

点数
重量

金属
点数
重量

石製品
点数
重量

動植物
進存体

点数
重 TL その他

点狭
重量

南北 トレンチ 陶器 不 明 不明 不明

南北 トレンチ 骸器 不明 不明

南】ヒトレンチ 土日�器 在地系 皿

東西 トレンチ 陶器 不 明 不 明 平瓦
煙管

`雁

首)

中灰

東西 トレンチ 磁 器 不明 不 明
帝

ね 丸瓦 椿か

吏西 トレンチ 土師器 不 明 皿
漁

駐
五銭

東西 トレンチ 土製品 不 明 不 明 半銭

近現代層 陶器 在地系 コネ鉢 小木 片 平 瓦
37,330〔

寛永通宝 碁石
3′ 点

'甫 =し

類
不明

ガラス
占
小
‐。

近現代層 l●B器 在地系 不 明
3点

本 皮
1点

丸 瓦 半銭
類
明

魚
不

点

れ
ガラス瓶

占
卜
れ

近現代層 陶器 不 明 痣鉢 軒平瓦 1銭
只類

ア ワビ
ガイン

近現代層 陶器 下 明 型 軒丸瓦 2銭
点

銘 ナザエの蓋
1煮

ビー 玉
点

駒

近現代層 陶器 不 明 鉢 不 明 5銭
【

わ
貝類

サルボウガイ
t末 おはじき

点

能

近現代層 陶器 不 明 蓄
1点 10銭

貝類
ハマクリ

1′蕉
ネ ジ

編

先

近現代層 陶器 不明 小 希 60銭
点

飾
類
明

只
不

プラスチック
策

上

近現代屈 陶器 不明 戸 車 5円
点

能
鍵

1,黒

近現代層 陶器 不明 不 明
55策 IO円 タイァレ

点

随

近現代層 磁 器 不 明 腕 100円
櫛

プラスチック)

Ｆ

殊

近現代層 磁器 不明 皿
5活

釘
点

上
洗濯パサ ミ

点
お

近現十そ層 磁器 不 明 徳利
1′ ( 不明品 占

卜
」

ボタン
1点

近現代層 磁 器 不 明 仏飯器 セメント
点

髄

近現代層 磁器 不 明 戸 車 土管
婢

鷺

近現代層 磁器 不 明 不 明 炭
2′く

近現代層 土師器 在地系 皿

近現代屈 土師器 京都系 皿

近現代層 土師器 不明 皿

近現代層 上製品 七厘 のサナ
点
”

近現代層 土製品 人形

近現代層 土製品 五徳か

近現代層 上製品 火消壺

近現代層 土製品 不明
点

塙

近現代層 土器 土師器 焼塩壺身

近現代層 土器 須恵器 一車

3-3区 (1)

遺構名 陶磁器 腫 地 種類
点致
重量

木製品
数
量

点
重 瓦

点数
重量

金属
点数
重量

石製品
点数
重量

動植物
逮存体

点敦
重量

その他
点数
重量

S KO】 陶器 肥前系 ′1ヽイ
曲物部材

底板
丸瓦

17点 煙管

`Fr首

)

蜘
ヌ

諧
イ

S K01 It器 肥前系 皿
2′や lFl部 材

底板
t漁

510々

鳥類
ニフ トリ

S K01 陶器 萩 皿 醐撤
6′ |

イタヤガイ
点

ｏ

陶器 不明 不 明 塗物部材 岩カキ

磁 器 肥前孫 碗 墨書板
貝

カキ箱

磁 器 肥前系 皿
木簡

(黒書あ りⅢ
貝

テングニシ蓋

S K01 磁器 不明 不 明 椀
4■ 炭

S K01 上師器 在地系 皿 者

土師器 不 明 皿 下駄
S′煮

箆

柄 杓

不明 品

住
点

宜

S K01 板材
30点

S K02 陶器 肥 前系 碗
1:軍

椀 平 瓦

陶器 肥前系 皿
占
ｎ

陶器 肥前系 種鉢

陶器 不明 不F/q
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遺物集計表

表99 出土遺物組成表 9
3-3区 (2)

遺構名 陶磁器 産 地 fF類
数
塁

点
重 本製品 点数

重量
瓦

点数
重量

金属
点数
重電

石製品 点数
重量

動植物
遺存体

点教
重量

その他
点VI
重量

S K02 磁 器 不 粥 不 明

S K02 土師器 京都系

陶器 肥前系 皿 箱物部材 平瓦 鉄 (不 明)
貝類

サザエ

陶器 不 明 不 明 下駄 丸 瓦
占
小
ｇ

貝類
テングニシ

S K03 磁器 肥前系 鉢 椀 軒丸瓦
2点

S K03 磁器 肥前系 悟鉢 かんパ リ瓦 1′|

石組水路ユ 陶器 肥前系 碗 箱物部材 覚 永通宝

石組水路 1 陶器 肥前系 皿 椀

石組水路 1 陶器 不明 不明 不明品
10ボ

石組水路 1 土師器 在地系 皿

石組 水路 1 土師器 京都系 皿

石列 1 陶器 肥前系 皿 椀
占
ヽ
宣

石列 1 陶器 肥前 系 碗 箸

石列 1 陶器 不 明 不 明

石列 1 磁器 不 明 不明
1薫

石夕11 土師器 在地系 皿

石列 1 土培市器 京都系 皿

石列 1 土製 品 土 垂

礫敷 き 1 陶 器 肥前系 碗
1′点

■5宜

桶部材
横板 平瓦

21′や
詳符元質

イ ヌ

礫敷き 1 陶器 肥前系 椀
3末

丸瓦 釘
１

‐９ イノシシ

礫敷き1 陶器 月B前系 信鉢
1沖

箆
点

∝
軒丸瓦

1汗

I060P 鉄 (不明)

1扁 半ヒ伽
海 獣

礫敷き 陶器 肥前系 RFt
1坤

栓

礫敷 き 1 陶器 不 明 不 明
47′|

下駄

礫敷き1 磁 器 中国 碗 不明品

礫敷き1 磁 器 中国 不 明 杭

礫敷き1 磁 器 不明 不 明

礫敷き1 土師器 在地系 皿

礫敷 き 1 土,下器 京都系 皿

礫敷き 1 土 器 須恵器 不 明

礫敷き2 陶器 肥前系 碗
曲物部 tpl

底板

点

ｇ
平 瓦

19′f
釘 砥 石

1′

～
lΠ ギし類

礫敷 き2 陶 器 肥前系 皿
曲物郡羽

脇板 丸瓦
8F 哺乳類

海獣

礫敷き2 陶器 肥前系 鉢 嗣純
6′々 類

ジ
馬
キ

礫敷き2 陶器 肥前系 一霊
燈 (火 )灯具

部材 中灰
1ボ

礫敷き2 陶器 肥前系 瓶 椀

礫敷き2 陶器 織部 向付 下駄

礫敷き2 陶器 備 前 糟鉢 栓

礫敷き2 陶器 志野 不 明 箆

礫敷き2 陶器 不明 括鉢
4ボ

箸

礫敷き2 陶器 不明 不 明 鞘 か

礫敦き2 骸 器 肥前系 不 明 装飾品
章

宝

礫敷き2 磁器 中国 小碗
1ボ

319 人 形
点

富

礫救き2 磁器 中国 碗 34R 不明品
6′ 点

礫敷き2 磁 器 中国 不 明
2富

板材
6点

礫敷き2 磁 器 不 明 不明 丸材

礫敷き2 土師器 在地系 皿

礫敷き2 上師器 京都系 皿

礫敦き2 土師器 不明 皿

礫敏き2 土製品 火鉢

礫敷き2 土器 須恵器 不明

1面 遺構外 陶器 任地系 椀
横板 平瓦

(雁首) 1(督 |

ガラス

1面 逮構外 陶 器 在地系 蓋 椀 丸 瓦 茶がき 20'督 |

1面 遺構外 陶器 須佐 構鉢 箸

1面 遺構タト 陶器 志 野 不明
54買 下駄

3ナ魚

1面 遺構外 陶 器 不明 構 鉢
4;♀ξl

不明品
3′く
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第 4章 本調査の結果

表 100 出土遺物組成表 10

3-3区 (3)

遺構名 陶Fiv器 産 地 種類
点数
重量

木製 SI
点数
重量

瓦
数
４

点
重 金属

点教
重量

石製 品
点数
重量

物
体

使
存

動
選

点数
重丘

その他
数
量

点
重

1面 遵格外 陶器 不 明 不明 板籾
1示

1面 遺構外 機器 肥前系 皿
1イ

小木片

1面 違 I‖ 外 磁器 肥前系 小瓶

1面 遺構外 磁 器 肥前系 不明

1面 遺構外 磁 器 不 明 椀
口^

冥

1面 遺構外 磁 器 不 明 皿

1面 遺構外 磁器 不 明 不 明

1面 遺構外 磁器 中国 小碗

1面 遺構外 磁器 中国

!面 遺構外 土師器 在地系 皿

t面 遺構外 土師器 京都系 皿

t面 逮橋 外 土師器 不 明 皿

1面 遺構外 土製品 不 明 不 明

陶器 肥前系 皿 椀
点

ｏ

下駄
1点

箆
1′卓

丸材
2′ 点

上留め遺構 陶器 肥前系 II L 椀
1声

土留め遺構 陶器 肥前系 瓶 箸
占
＾
宜

土留め遵構 陶器 ユ酬 不 明

土留め遺構 陶 器 不 明 不明

土留め逮構 土師器 在地系 皿

土招め遺構 上師器 京都 系 皿

S K05 土師器 京都 系 皿
阪
ヌ

謡
イ

陶器 ユ副 碗
10策

椀 1149F
平瓦

1甫乳類
イヌ

陶器 】巴前 皿 鉢 丸瓦
F甫乳類
ネョ

陶器 肥前 傭 鉢 下駄
273S F

lT丸瓦 260P
類
ギ

鳥
サ

Fht器 不 明 不 明
占
卜
０

曲物部材 魚類
フナ

1メ窯
09質

磁 器 中国 碗
占
一

ｏ

曲物部材
善板

貝類
シジミ

磁 器 中国 不 明
点

ヴ

曲物部材
脇板

土師器 在地系 皿 署

上師器 京都系 皿
30′(

不明品
13′ 点

板 材
73′点

丸 材

角 材

腕器 肥前系 皿
3■ 邪わす

tオ反
釘

′烏頼
不 明

陶器 肥前系 瓶
桶部材
底板

1′喉 貝類
シジミ

陶器 備前 鉢 椀 炭
5斥

陶器 須佐 播鉢
1や

下駄

陶器 不明
誕or

箸

SX02 陶器 不明 種鉢 栓

SX02 陶器 不明 不 明
42埠

不明品
13′;

SX02 磁器 不明 皿 板材

磁器 不明 下明
15茉

丸材

上師器 在地系 皿
11′i

竹材

土師器 京都系 皿
28′点

SX02 土師器 不明 皿
1点

SXOつ 土製品 賠 烙

土製品 土垂

土製品 錘 か
1斎

土製品 不 明

SXOつ 土器 須恵器 不明

トレンチ 陶器 肥前系 碗
2点

椀
1沖

トレンチ 陶器 肥前系 II
占
一 下駄
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遺物集計表

表 101 出土遺物組成表 11

3-3区 (4)

進柑名 陶確器 産 地 種類
数
量

点
重 木製品 点数

亙壁
点牧
重量

金属
点数
重量

石製品
点数
重量

動植物
造存体

点 lFlk

重量
その他

点敷
重量

トレンチ 陶器 肥前系 水 注 不明品

トレンチ 陶器 不 明 不 明

トレンチ 土師器 京都系

その他
の遺構外 陶器 在地系 槽鉢

4F罰∫朝
底板 平 瓦 分銅 陳

ヌ
将
イ

その他
の潜撤外 陶器 肥前系 碗 箱 P/J郡 材 丸瓦 釘

Π薄乳類
海獣

その他
の道構外 陶器 肥 前系 小碗 椀 軒 丸瓦

子
ナ

杓
銅

玉
ぐ '市

予し類
不明

その他
の機継外 陶器 肥前系 皿 下鋏 不明 品 類

ジ
埓
キ

その他
の進構外 陶器 肥 前系 捕 鉢 箸 魚類

スズキ 31
その他

の遺構外
陶器 須 佐 揺 鉢 箆 頼

ニ

貝
カア

の潰構 外 陶器 京信系 不 明 不明品 貝類
サザエ

その他
の遺構外 陶器 備前 瀬 板材 貝類

サルボウ

の潜構 外 陶器 備前 括 鉢 只類
シジミ

その他
の遺催外 陶器 不 明 霜鉢 貝類

マヽグリ

例弾
陶器 不 明 土瓶 期

明
只
不

そのイ也
の進構外 陶器 不 明 乗kTJ 植物

松ばっくり
その他
の遺構外

陶器 不 明 茶 入れ 値物
種

その他
の選構外 陶器 不 明 不 明

221汗

5803F 炭

その他
の潰樹外 磁 器 肥 前系 皿

そ のイL
の 清継外 磁 器 肥前系 碗

の遣構外 磁器 肥前系 小第

そ の他
の激構外 磁 器 肥前系 瓶

その他
の潜桜クト 磁器 月巴前系 不 明

その他
の遺構外

磁器 順戸 美没 皿

その他
の識構外 磁器 中国 皿

の清織外 磁器 中国 碗

その他
の遺構外

磁 器 中国 不明

その他
の遺樹外 磁 器 不 明 碗

の激構 外 磁 器 不 明 ′
Jヽ碗

15

その他
の遺構外

磁 器 不 明 皿

そ の 他
の 泄 穣 外 磁器 不 明 蓋

の潜構外 磁 器 不 明 不 明

その他
の潜様外 土R市器 在地系 皿

その他
の遺構外

上師器 京都系 皿

その他
の遺構外 土製品 七F2の ササ

そ の他
の蟄構 外 土製品 不 明

その他
の潜構外 土器 須恵器 不明

(幕末 。明治 )
陶器 任地系 菱

1′ f
軒丸瓦

S K04
t幕末・明治 )

陶器 不 明 不明

S K04
(幕末 明治)

磁 器 肥前系 碗

S K04
(幕末・明治 )

磁 器 月巴前系 不明
8

S K04
(幕末 明治 )

土師器 京都系 皿

S K05
(幕末・明治 )

板材

S K06
(幕末・明治 )

柱

(幕末 明治 )
陶器 不 明 不明 不明品

S(31
(幕末・明治 )

磁器 肥前系 皿

S K31
(幕末 。明治)

磁 器 不明 不 明

S K31
(幕末・明治 )

土製品 不 明 不 明

S K35
(幕末・明治 )

陶器 瀬戸 美濃 灯明皿受皿

(幕末 。明治 )
陶器 不 明 下明

S K35
(幕末・明治)

磁 需 肥前系 皿 20!d
S K35

(幕末 明治 )
確 器 不明 不 明

1ち,日

S K35
(幕末・明治)

土師器 在地系 皿
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第 4章 本調査の結果

表 102 出土遺物組成表 12

3-3区 (5)

遺構 名 陶確器 産地 種類
点数
重量

木製品
点数
重呈

瓦
数
量

点
重 金属

点数
重量

石製品
致
量

点
重

物
体

植
存

動
遺

点数
重量

その他
点数
重量

S K36
(幕末 明治)

陶器 不明 不 明 寛永通宝

(幕末 。明治)
陶器 不 明 橋 鉢

1イ

磁 器 不明 不 明

(慕末  明治 )
土製品 kFt炉

(幕末・明治)
土製品 七厘のサナ

点

々

陶器 肥前系 碗

S K38
(慕末 明治)

磁 器 肥前系 皿

(幕末・明治)

土師器 在地系 皿

(幕末 明治)
陶器 月巴前系 碗 灰

(幕末・明治)
陶器 萩 碗

(幕末・明治)
陶器 不 明 不 明

(墓茉 。明 治 )
磁 器 不 明 不 明

`墓

美 。明治】 土師器 不 明 皿

土製品 在地系 皓 烙

椀

Ｓ
十

箸

陶器 在地系 不 明 挽

陶器 不 明 傭

'本

陶器 不明 不 明

磁器 不明 不 明

土師器 在地系 皿

土製品 不明 不 明

桶部材
虞疲 イ ヌ

椀
1声

(蕪夫 。明治
箸

点

宣

S X04
墓末・明治)

下駄

真 未・ 明治 )

不明品

(蕪夫・ 明治】
板材

角 材

不明品

1涌 2 類
明

鳥
不

陶器 不 明 不 明 碗
11
21

平 瓦 '膚
平しlrl

イノンシ

磁器 不 明 一霊 箸
10

蜘
ヌ

鰐
イ

S K25
(1面 )

土師器 在地系 皿

S K27
(1雨 )

陶器 肥前系 碗

S K27
(1面 )

磁器 中 国 腕

S K27
土師器 京都系 皿

S K28
(1面 )

陶器 肥前系 碗

S K28
(1雨 )

陶器 肥 前 系 皿

S K28
(1而 )

陶器 備 前 信 鉢

S K28
(1面 )

陶器 不 明 不明

S(28
(1雨 )

土師器 京都系 皿

1爵 6
(1而 )

陶器 不 明 不明 釘
類
明

鳥
不

桶 6
土師器 在地系 皿

蕉

ｏ
不明品

桶 6
土師器 京都系 皿

桶7

(1面 )
陶器 肥前系 皿

占
一
〇

椀 釘 硯

イ開7

(1面 )
陶器 不 明 不明 下 駄

補7

(1面 )

上師器 京都 系 皿

水路
(1面 )

陶器 在地 上鍋

水路
(1面 )

陶器 在地

水路
(1面 )

腑司身鬱 不 明 不明

(1面 )

磁 器 lB前 系 不明

(1而 )

水路
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遺物集計表

表 103 出土遺物組成表 13

3-3区 (6)

遺構名 陶確器 産 地 種類
点数
重呈

木製品
点数
重是

瓦
点数
重見

金Fj
点数
重電

石製品 点数
重重

物
体

植
存

動
進

点教
重呈

その他
敷
呈

点
重

(1面 )
磁器 不 明 碗

(1面 )
磁 器 不 明 不 明

(i面 )
陶器 在地系 鉢

釜
士

茶

，

(1面 )
陶器 須佐 穏鉢

(雁 首)

ＤＯ
ｍ 陶器 不明 籍鉢

(1面 )
陶器 不明 不明

S D02

`[面

)
磁器 瀬戸 美没 皿

(1面 )

磁 器 肥前系 皿

Ｄ。２
ｍ

磁器 不 明 不 明

(1雨 )
土師器 在地系 皿

S D02
(1面 )

土信�器 京都系

(2面 )
陶器 肥前系 不 明

S K09
(2面 )

土師器 不 明 皿

ＳＫ‐３ｍ
丸 瓦

S K30
(2面 ) サザ=

点

ｇ

陶器 在地系 鉢
占
一
〇

硯
貝類

サルボウ 6
ガラス

「旬器 在地系 土瓶 不明品

陶器 在地系 瓶

陶器 在地系 菱
占
一

軍

S K20 陶器 在地系 毯
点

女

S K20 陶器 在地系 人形

S K20 陶器 在地系 不明

陶器 布志名 火 鉢

S K20 陶器 布志名

S K20 陶器 布志 名 不 明

陶器 肥前系

陶器 肥前系 瓶

陶器 肥前 系 矯鉢

S K20 FtJ器 肥前系 不明

陶器 須佐 橘鉢

陶器 瀬戸 美 1/x 皿

S K20 陶器 不明 構 鉢
3点

S K20 陶 器 不 明 徳利

S K20 陶 器 不明 不明
78′嘱

磁器 肥前系 皿

磁器 肥前系 碗
点

只

S K20 磁器 肥前系 蓋

S K20 磁 器 肥前系 鉢

磁 器 肥前系 猪 口

確器 肥前孫 急須

磁器 瀬戸 美濃 皿

磁器 肥前系 不明

磁器 不 明 不明

上師器 在地系 Wl

上製品 堤炉

上製品

S K20 土製品 七厘 のサナ

S K20 土製品 五徳
白小
一

S K20 土製品 土垂
占
小
ｇ

土製品 不明

S K32 陶器 不 明 不 明
占
小
ｇ 灰̈

S K32 磁器 不 明 不 明
占
小
ｇ

陶器 不 明 不明

土師器 不明 不 明
【

ｇ
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第 4章 本調査の結果

表 104 出土遺物組成表 14

3-3区 (7)

逆構名 陶磁器 産 地 種 姫
数
量

点
重 木製品

点数
重量

瓦
数
量

点
重 金 属

数
量

点
重 石製品

点致
重電

動植物
遺存体

点数
重量

その他
数
量

点
重

陶器 肥前系 蓋

陶 器 不 明 信 鉢

陶 器 須佐 信鉢

陶器 不 明 不明

磁 器 不 明 不功

土 R市 器 在地系 皿

上製品 不 明 不明

磁 器 肥前系 小イ
百
卜
ｏ

貝殻溜 り

占
一
ｇ

貝投溜 り サザェ
占
一
〇

貝殻溜 り ナザェ著
声

ｏ

貝投溜 り サルボウ

貝桜溜 り
貝類
ンジミ

貝殻溜 り
貝類

ハマグリ

人付埋 納
陶器 不 明 不 明 小本片 平 瓦

点

里
釘

人骨埋納
骸 器 不明 不 明

煙 管
(雁首 )

上坑
土師器 在地系 Il

人骨埋納
土冑市招 京都系 皿

人骨埋納 土憎市器 不 明 皿

憲兵隊
建物基礎
礫上面

陶器 不明 不明 丸瓦
1′や

不明 品
l tS

臼 希板
1′代

2000g

憲兵隊
建物基礎
礫上面

磁器 不明 不 明
五輪塔

(火 輪 )

1■

翻抑的
土師器 京都系

近現代屑 陶器 布志名 碗 平 瓦
■ や

寛永通宝 碁石
只類

サルボウガイ
ガラス

近現代層 陶 器 布志名
火鉢

丸 瓦
4P・ 5銭 水 品 シジミ

ガラス瓶

近現代層 陶器 布志名 不明 軒平瓦 古銭 不明品
類
貝

貝
巻

ガイシ
8点

近現代層 陶器 在 地 系 碗
点

儀
軒丸瓦 釘 115[

類
田

貝
不

ヨンクリー ト
点

ｇ

近現代層 陶器 在地系 信鉢
点

品 不明品
け広 タイル

18′雫

近現代屈 陶器 在地系 皿 不明 品
土管

1′く

近現代層 陶器 在地系 小壺
ヘアー ビン

点

営

近現代層 陶器 在地系 小斐か

近現代層 陶器 在地系 簾

近現代嬉 陶器 在地系 仏飯器

近現代層 陶 器 在地系

近現代層 陶器 在地系 不 明
33131

近現代層 陶器 肥前系 碗

近現代層 陶器 肥前系

近現代婚 陶器 肥前系 香 炉

近現代屑 陶器 肥前系 犠鉢

近現代層 陶器 須佐 繕鉢

近現代層 陶器 京信 系 蓋

近現代屑 陶器 備 前 不 明

近現代層 陶器 信 薬 不 明
1′奮

近現代層 陶器 瀬戸 美濃 不 明
1垢

近現代屑 陶器 萩 不 明

近現代層 陶器 朝鮮風 不 明

近現代層 陶器 不 明 碗
1拝

近現代層 陶器 不 明 信鉢

近現代層 陶器 不 明 皿

近現代層 陶器 不明 芸
車

近現代層 陶器 不 明 片 口

近現代層 陶器 不明 向付

近現代層 陶器 不 明 急須
1汗
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遺物集計表

表 105 出土遺物組成表 15

3-3区 (3)

遺構名 陶磁器 産地 種類
点数
重量

本 製 品
点数
重量

瓦
点教
重量

金属
点数
重量

石製品 点数
重量

動植物
遺存体

点敷
重量

その他
′点数
重量

近現代層 陶器 不 明 火鉢
●
小
弟

lFT現 代層 陶器 不 明 植木鉢
点

れ

近現代層 陶器 不 明 花瓶

近現代層 陶器 不 明 不 明

近現代層 骸器 在地系 猪 日

近現代層 磁器 在地系 土瓶の蓋

近現代層 磁器 肥前系 航

近現代層 磁 器 肥前孫 香炉

近現代層 確器 肥前系 蓋

近現代層 権器 肥前系 皿

近現代層 磁器 肥前系 小瓶

近現代層 磁器 肥前系 不明

近現代層 磁器 肥前系 徳利

近現代厄 磁器 京信 系 碗
t′ 嘱

近現代層 磁 器 京信系

近現代層 磁器 京信系 猪 口

近現代屑 磁器 自磁 ′Jヽ郎

近現代層 磁 器 不賜 碗
滑

生

近現代層 磁器 不明 小碗

近現代層 磁器 不 明 湯 春

近現代届 磁器 不明 皿

近現代層 磁器 不 明 瓶

近現代層 磁器 不 明 蓋
点

∝

近現代層 磁 器 不明 戸車

近現代層 磁器 中国 枷商
近現代層 磁器 中国 碗

近現代月 磁 器 中国 皿

近現代層 磁器 中国 不 明

近現代層 磁 器 不 明 不明

近現代層 上含市器 在地系 皿

近現代届 上師器 京都系 皿

近現代層 土冑T器 不明 皿

近現代層 土製品 暗 熔

近現代層 土製品 堤炉
12点

近現代層 土製品 七厘のサナ

近現代層 土製品 不 明

近現代層 上器 土師器 焼塩壺蓋
点

饒

近現代層 土器 須恵器 不 明

近現代層 瓦質土器 不 明

3-4区 (1)

進構名 陶磁器 産 地 種類
数
見

点
重 木製品

′点数
重量

瓦
点数
重量

金属
点数
重量

石製品
点数
重量

動植物
遺存休

点数
重量

その他
点敷
重量

S A01(Pl) 柱
1′|

S A01(P2) 柱
1沖

S K01 陶器 肥前系 碗 椀 平瓦
点

ｏ
火 箸 馬類

キジ 炭

S K01 陶器 肥前系 皿 箆 丸瓦 釘 ′烏類
ヒシクイ

点

ｇ

S K01 陶謡 凋巴前系 火鉢 下駄
3イ

不明品 貝類
アフど

I搾

S K01 陶器 肥前系 急須 盆 貝類
イタヤガイ

陶器 肥前系 不 明
憚部材
蓋板

類
キ

貝
カ

陶器 在地系 土鍋
底 板

31ボ 貝類
カラスガイ

陶器 在地 系 誕
底 議板

点

宜
貝類

カフニナ

S K01 陶器 在地系 不 明
曲物部材

蓋板
カ
ラ

類
ダ

ガ

貝

シ
ン

コ
ガ

S K01 陶器 京信系 碗 塗物部材 15点

S KO〕 陶器 瀬戸 美濃 碗 栓 貝類
サルボウガイ
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第 4章 本調査の結果

表 106 出土遺物組成表 16

3-4区 (2)

遺構名 陶磁器 産 地 ff類
点数
重丘

木製品
点数
重且

瓦
数
里

点
重 金属

数
量

点
竜 石製品

点数
重壁

動植物
避存体

点数
重里

その他
点数
重塁

陶器 瀬戸 美没 値 木鉢 箸 勅オ
陶器 須佐 播鉢

11点

(楊枝 )

貝類
テングニン

S KOI 陶器 不明 碗 楔
貝頸
マヽグリ

S K01 陶器 不明 木札
貝類

フジツボ

陶器 不 明 榛
=¢

よ
16斥

板

陶器 不 明 土瓶 下明品

陶器 不 明 瓶 角材

陶器 不 明 士霊 板材

陶器 不 明
灯 HIl皿

愛皿
竹材

陶器 不 明 不明

骸 器 肥前系 碗

S K01 磁器 肥前系
3′ f

S K01 磁 器 肥前系 香炉

骸 器 肥前系 不明

磁器 在地系

磁 器 不 明 皿

骸器 イく明 不明

土師器 在地系 II I

S K01 士師黎 京都 系 IL

土製品 堤 炉
2′ξ

土 Ikl品 不明

土器 土ヨ市器 焼塩壷蓋

陶器 肥前系 皿 椀
点

Ξ
平瓦

1点

土師器 在地系 皿 下 駄
1′点

石積土坑 1 陶器 在地系 碗

石積土坑 1 陶器 京イ言系 碗

石積上坑2 陶器 肥前系 碗
点

ｏ
椀

石積土坑2 上師器 京都系 II
曲物部材 点

宜

飾 板
点

宜
平瓦 釘

1′ヽ

板 材 丸 瓦

角 材
1点

本ん ()と )

1点

陶器 肥前系 壺or疑
占
卜

０

平 瓦

柱 (丸 )

陶器 肥前系 皿

土慣市器 在地系 皿

土師器 京都系 皿

平瓦

箸

土師器 不明 皿

占
一

ｇ

(1面 )
陶器 肥前系 腕 杭 (丸 )

点

ｇ
平 瓦

遺lE外
(1面 )

陶器 肥前系 竹ll 丸 瓦

避構外
陶器 肥前系 悟鉢

逮構外
陶器 肥前系 不明

遺構外
(1面 )

陶器 志野 向刊

遺構外
陶器 不 明 糖 鉢

追構 外
(1～ 2面 )

陶器 肥前系 皿

遺構外
(1～ 2面 )

陶 器 肥前系

遺構外
骸器 肥前系 不 明

遺構 外
(2面 )

陶器 肥前系 皿

運格 外
土師器 在地系 皿

進構外 平瓦
1′々

追構外
(そ の他 )

陶器 不 明 碗
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遺物集計表

表 107 出土遺物組成表 17

3-4区 (3)

遺構名 陶磁器 産地 種 類
点数
重量 木製品

数

量

点

重 瓦
点数
重量

金属
点数
重量

石製品 点数
重量

動植物
遺存体

点数
重量

その他
点数
重量

遺構外
(そ の他 )

的器 不 明 皿

遺構外
(そ の他 )

陶器 不 明 橋 鉢

還格外
(そ のFIL)

陶器 不 明 不 明

壻 外
の他 )

磁 器 不 明 不 明

遺構外
(そ の他 )

土師器 在地系 皿

近現代層 陶器 肥前系 皿
点

ｇ
平 瓦 金網 鱒利

3メ宝

近現代層 陶器 不 明 碗
1点 点

宜

近現代層 陶器 不 明 橋鉢

近現代層 陶器 不 明 植木鉄 土管

近現代層 陶器 不明 不明
18ボ

464買

近現代層 磁器 不 明 碗

近現代層 磁器 不明 皿

近現代層 磁 器 不 明 不拐
々

ｇ

近現代層 士節器 在地系 皿
【

ｇ

近現代層 土製品 焙 烙

近現代層 土製品 五徳

近現代層 上製品 不 明

3-5区
遺構名 陶磁器 産地 種類

数

量

点

重 本製品
点数
重量

瓦
点数
重量

金属
教
量

点
重 石製品

数
量

点
重

動植物
遺存体

点数
重量

その他
点数
重量

第 1面 磁 器 中国 皿

S D01 板

S D02 盗器 不明 甕 板
1源

390g

近現代層 陶器 不明 信鉢 平瓦
4宋

釘
【

ｇ

貝
サザエ蓋

1末 ヨンクリー ト 7点

近現代層 陶器 不 明 不明
H沖

952冨
貝

サルボウガイ

近現代層 磁器 不明 不 明 土管
1策

近現代層 上師器 在地系 皿 フオーク
点

宜

近現代層 土製品 不 明 不明
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表 108 出土遺物一覧表 1

1-1区
出土場所 計 陶 器 磁 器 上師器 土製品 土器

木質
道物

瓦
属
品

金
製

石
製 品

動物
遺存体

然
物

自
遣 その他

点 数 151 9 12 7 tO 1 2 21

重 盈 11 313 175 8,500 2 2.297 4 10

SK02
点 数 6 4 7 294

重 量 42,648 42,000

SK03
点 数 2 2 2 2

重 量 26 070 91 25 629 6 13

SA01(Pl)
点 数 1

1

重 量

SA02(P2)
点 数 2 2

重 量 3,000 3,000

点 教 1,928 5 11 1 1,896 〕

重 量 175,575 3 と74,670 13

点数 2 3

重量 74,336 73,690

点 数 5 2 13 2

重 量 1,339 15

点数 3 1 4

重 量 13 756 271 15 111 19 13,

点 数 2.418 11 1 15 2 380 1 6

重 量 25,679 1 198 24 242 10 8

遺構外
′ミ数 87 12 4 7 〕 1 3 1 2

重 量 2,062 73 35 t.378 3 6

近現代層
点数 72 4 1 3 3

重 量 40,473 2,784 453 12,817 18,618 1,887 10 10 3,032

旧

Ｐｌ

点数 2 1 1

重量

旧

Ｐ２

点数

重 量 339

旧

Ｐ３

点数 〕

重 星 6 6

旧

Ｐ４

点数 1

重 量

旧

Ｐ５

点 教 6 6

重 量 1 1,6H

旧

Ｐ６

点 数 1 1

重 量 15 15

旧

Ｐ７

点教 1

重 量 3,200 3,200

旧

Ｐ９

点 数 3 3

重 量 920

め

ｌｏ

点数

重 量 3 100 3,100

耐

‐２

点 教 2 1 1

重量 3

耐

‐３

点 数 9 5 4

重 量 277

耐

‐４

点教 5 5

重 量

(日 )

P16

点数 4 4

重 量

耐

‐７

点数 2 1 1

重 量

Ｄ

‐８

点数

重 量 1,740 1 740

旧

Ｋｌ

点数 5 5

重 量 390

旧

ＤＯ

点 数 2 2

重 量

旧

Ｄ０

点 数 1 1

重 量 8

(日 )

瓦溜 り01

点 数

重 量 16,730 16,730

合 計
点教 7,187 4 3,107 3,574 2 13 5 73

重量 446,705 5,790 888 51,681 378,792 1,921 2 297 3,128
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遺物集計表

表 109 出土遺物一覧表 2

3-2区 (1)

出土場所 計 陶 器 磁 器 土師器 土製品 土器
本質
澄物

瓦
属
品

金
製 石錦

動物
遺存体

然
物

自
遺 その他

SA01(pl)
点 教 1 1

重 量

SA01(p2)
点数 21

重 量 3

SA01(p3)
点 敦 11

重 量 311

点数 185 7 1 2 13 8

重 量 106,524 14,957 2.263 336 2,823 85 063 115 2

1面 遺構外
点数 8

1

重 星 877 3

SK02
点 数 7 3

重 量 1 714 1,149

点 教 458 9 9 2

重 量 28,602 312 26,147 3

点 数 17 17

重 量 2,485 2,485

遺構外
点数 7 9 2

重 量 72

遺構外
点 数 4 1 2

重 量 9 3

SA02(pl)
点数 1 1

重 量 131

SA02(p2)
点 数 3 3

重 量

SA02(p4)
点 教 I

1

重 量 5 5

4面 遺構外
点数 2 1 1

重 量 5

点教 2 2

重 量 19 19

5面 遺構外
点 数 5 3 2

重 量 67

その他 遺構外
点 数 73

1 2

重 量 2,632 1,668 674 12

近現代層
′R数 1 102 3 175 7 3 4 62

重 量 41,517 27,578 4,357 1、 494 4,212 12 2,900

水 路
点 教 6 6

重 量 7 7

(十 日)

瓦溜 り01

点数 4 15 1

重 量 22、 346 3 098 16,780 1,038

旧

Ｐ４

点数 1

重 量 5 5

旧

Ｐ６

点 数 1 1

重 量 2,000 2,000

旧

Ｐ７

点敦 1
1

重 量 4,700 4,700

め

ｌｏ

点 教 7

重 量

酌

ｎ

点数 1

重 量 6 6

い

‐６

点 敦 3 3

重 量 17

耐

”

点数 2 2

重 量 165

⑪
Ｐ２６

点数 2
1

重 量 2 51

耐

２８

点数 1
1

重 量 300

耐

２９

点 数 3 2 1

重 量 8

Ｄ

３８

点 数 3 3

重 量

旧

ＫＯ

点 数

重 量
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表 110 出土遺物一覧表 3

3-2区 (2)

出上場所 計 陶 器 磁 器 土宮T器 土製 品 土 器
質
物

木
逮 瓦

金属
製品 石

錦
動物

遣存体
然
物

自
遺 その他

旧

Ｋ０

点 数 4 1 2

重 量 5 15

旧

ＫＯ

点 数 1

重 量 1

旧

Ｋ０

点数 9 2 2 4 1

重 量 370 177

旧

Ｋｌ

点 数 2 t

重 量 8 1

旧

Ｋｌ

点 数 9 4 5

重 量

旧

Ｋｌ

点 教 5 3 2

重 量 61 7

旧

ＥＯ

点 数 1 I

重 量

旧

ＫＯ

点数 19 19

重 量

旧

ＫＯ

点教 12 12

重 量 1,015 1

耐

ＧＲ

点 数 21 21

重 量 1,035 1,035

旧

Ｐ２

点数 1 1

重 量 1 1

旧

ＤＯ

点数 ,

重 量 111 111

旧

ＤＯ

点抜 3 2

重 量 9 5 4

旧

ＫＯ

点 数 2 1 1

重 量

SK05
点 数 1 1

重 量 8 8

硼
麟

点数 12 12

重 量 335

動

面

点教 1 1

重 量 10

旧

ＫＯ

点 数 8

重 量

(1日 )

ウラジロ 溝

′ミ数 1 1

重 量

合計
点数 3 188 9 249 21 1 15 17

重 量 220,228 50,211 8,936 2,089 3,095 47,097 103,398 594 4,091

3-刊 区

出上場所 計 陶器 磁 器 土師器 土製 品 土 器
木質
遺物

瓦
属
品

金
製 石

錦
動物

遺存体

然
物

自
遺 その他

南北 トレンチ
点教 2 !

重量 3

東西 トレンチ
点数 6 2 1

重量 3 2

近現代層
点 教 2 2 3 8 2

重量 57159 1768 13 45,390

合 計
点 数 2 2 3 8 3

重 量 57252 1799 1500 13 9

3-3区 (1)

出土場所 計 陶器 磁 器 土師器 土製品 土 器
質
物

本
と
哩

瓦
金属
製 品 石

期
動物

遺存体

然
物

自
違 その他

S KOJ
点教 7 1 6 3

重 量 9,288 1,474 132 6 866 6

S K02
点数 9 2 I 3 1

重 量 6 10

S K03
点 数 5 2 8 5 1

重 量 4 775 1,390 2,315 4

石組水路
点 教 3 3 12 1

重 量 735 3

石列 1

点 数 6 J 7 1 3

重 量 13 3 71
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遺物集計表

表 111 出土遺物一覧表 4
3-3区 (2)

出上場所 計 陶 器 磁 器 土師器 土製品 土器
質
物

木
道 瓦

属
品

金
製 石

錦
動物

遺存体
然
物

自
遺 その他

礫敷 1

点 数 3 1 3 9

重 量 15.353 3 228 3,683 7,007

礫敷2
点 数 2 2 1 1 6 1

重 量 14 924 2 861 1,127 3,300 6,120 23

1面 遺構外
点 数 5 21 3

重 量 10 504 3 236 3,488 2,659

S K04
点 数 6 5

重 量 10

土留め造構
点 数 3 2

重 量 1 323 716

S K05
点 教 2 2

重 量 42

S X01
′点教 2 37 115 13

重 量 17,910 3,111 1,129 6,682 6,670

S X02
点 数 191 4 2 5

重 量 10,489 4,375 27 4,771

トレンチ
点 数 5 5

重 量 1 102

その他の

遺構外

点 教 629 72 14 3 12 14 5

重 量 22,752 8,963 1,409 と,068 6,588 3,187

S K04
点 数 9 2 3 3 1

重 量 2,701 2224 81

S K05
点 数 3 3

重 量

S K06
点数 1 1

重 量 1,520

S K31
点 数 6

重 量

S K35
点 数 2 14 2

重 量 127

S K86
点教 15 2

重 量 570 8

S K38
点教 3 1

重 量 213

S K40
点数 11 7 4 , 1

重 量

S X01
点数 2 2

重 量

S X02
点敦 5 2

重 量

S XOJ
点 数 17 1

重量 993

Pl
点 数

重 量 130

点 数 2 2

重 量 5 5

S K25
点 数 3 I 2 2 3

重 量 1,108 13

S K27
点 数 1 1 I

重 量

S K28
点教 10 5 5

重 量 1,531 1227

桶 6
点 数 3 2

重 量 225 43 174 6 2

桶 7
点 数 13 3 2 2 1 1

重 量 16 7 9 5

水 路
点数 18 11

重 量 31

S D02
点数 15 9 2

重量 374

S K09
点 教 2 1

重 量 9 3

S K13
点教 1

重 量

S K30
点 数 4

重 量 94

S K20
点 教 170 33 1 1 1 4

重 量 14,785 11945 811 1905

S K32
点数 11 4 6

1

童 量
1
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表 112 出土遺物一覧表 5

3-3区 (3)

出土場所 討 陶 器 磁 器 土師器 土製 品 土 器
質
物

木
遺 瓦

属
品

金
製 石

蝸
動物

遺存体

然
物

自
遺 その他

S K39
点 数 2 1 1

重 量 6 5 1

S X13
点 数 18 7 2 1 3

重 量 625 15

S X14
点数

重 量

貝殻溜 り
点 教

重 量

人骨埋納

土坑

点教 13 2 2 3 1 2 3

重 量 265 I 18

憲兵隊

建物基礎礫上面

点教 10 3 1 1 2 1

重 量 27,171 25 71 1 2000

近現代層
点 数 1 711 140 3 4 15 6

重 量 72,645 と2519 2857 43

合 計
点 教 4 475 1,750 10 135 9

重 量 239,269 91 329 15.137 3,665 17,039 41,752 32,920 1 415 25,531 2 262 2,507

3-4区

出土場所 計 陶 器 骸 器 土師器 土製品 土器
質
物

木
遺 瓦

金属
製品 石

期
動物

遺存体

然
物

自
遺 その他

S A01

(Pl)

点 数 1

重 量 11,000 11,000

S A01
(P2)

点 数 1

重 量 11,000 11,000

S K01
点歎 7 2 13 3 81 1

重 量 34,278 10,250 2,295 151 11,906 5.959 2,314 3

S K02
点 教 5 1 1 2

重量 16 370

石積 土坑

1

点 数 2 2

重星 と2 12

石積土坑
2

点教 1 2

重 量 5

S K03
点 数 13 9 3

重 量 1,654 t,085

点数 1 1

重 量

点教 1

重 量

2083
点敦 1

重 量 3,000 3 000

点 数 3 1 2

重 量 31

点教 3 3

重 量 371

2110
点数 1 I

重 量 1

点 教 1

重 量 2 2

遺構外

(1面 )

点 数 14 8 2

重 量 と,533

遺梯外

(1～ 2面 )

点 数 3 1

重 量 19

遣構外

(2面 )

点 数 2 1

重 量 17 t3 4

遣構外

(3面 )

点 数 I

重 量

遺構外

(そ の他 )

点 数 18 12 5 1

重量

近現代層
点数 19 2 5 5 1 1

重量 2,973 37 1 105 | 8

合計
点 数 170 12 2 287 31 5 0 7

重量 67 776 11.669 2,943 39,067 9,445 0 3

3-5区

出土場所 計 陶 器 磁 器 土師器 土製品 上器
木質
重物

瓦
属
品

金
製 石

錦
動物

遺存体

然
物

自
遺 その他

第 1面
点 数 1 1

重 量 9

S D01
点数 2 2

重 量 19 19

S D02
点数 2 1 1

重 量 10

近現代層
点 数 12 1 1 1 3 12

重 量 4,088 1,039 2 521

合 計
点 数 12 7 3 4 J 0 O 12

重 量 4,511 1,039 50 6 10 0 25 0 2,521
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第1節 第1ブロックの立会調査

第5章 立会調査の結果

第1節 第1プロックの立会調査

第 1ブ ロックは、市道北田大手前線と主要地方道松江 。鹿島・美保関線にはさまれた城山北公園線沿い

の北側部である。東西約 120mの 区画にあたる。調査地は、工事予定地の北側に設置される共同溝工事範

囲が多く、南北道を横断する道路下の調査も行われた (第 139図 )。

ヨ|

〇
〇
蛉
、〇

∞
＞ X-58′ 050

殿町191-13外

A洲JR183
MJR209 M」 R194

MJR199

|ヽlJR184

MJR169
T2

は未報告調査範囲

赤字は遺跡名を示す

0              1:looo           50m

第139図  第1ブロック立会調査範囲図 (1:1′ 000)

1。  MJR79

調査地は、 (殿町198-2外)で、試掘調査である。範囲は、東西 1.5m× 南北2.5mと 東西3.Om× 南北

1.8mの 2ヶ 所である。深度は-2.42mである。

少なくとも3面の遺構面を検出したことにより、遺跡の存在を確認した。

遺物は、土師質土器 (かわらけ)、 窯道具等が出土した。

2. MJRl10

調査地は、 (殿町198-2外)で、汚水桝撤去工事

に伴 う調査である。鞄囲は、東西10m× 南北 1.0

m× 深度0,7mである。

土層としては、上層は撹乱層 (バラス)、 中層は

こぶし大の石を多く含む明灰色粘質土、下層は明灰

色粘質土で、下層以下が旧土層と考えられる。

遺物は出土していない。
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第5章 立会調査の結果

3。 MJR169   
´

調査地は、般 町191-13畑 で、1-1区の遺跡確認調査である。東西2.Om× 南北2.Om X深度2.2mの2ケ

所のトレンチ (T-1・ T-2)を設定し、重機掘削により調査した。遺物はなかったものの両調査区ともに溝

状の遺構を確認し、江戸時代の遺構面を形成すると考えられる土層が地下に残存していることが判明した。

子1では、現地表下0.7m近 くまで舗装路盤やかく乱により江戸時代の土層は失われていたが、下層で城

下町形成以前の旧地表層 (4層 )と、その層を掘り込む溝状の遺構が確認された。また、この溝と旧地表

層を埋め尽くすように造成された土層は、松江城の建つ亀田山の地山に見られる軟質砂岩 (いわゆる「松

江層」)を大量に含んでおり、堀の掘削に伴う廃土で造成を行った可能性も推測されることから、城下町

形成にかかわる普請のありようを確認したものと考える。遺物は検出していない。

4.MJR183(第 140図 )

調査地は、般 町191-13州 で、マンホール設置工事に伴う調査である。範囲は、東西6.9m× 南北3.5m

×深度 1.5mである。

掘削したほとんどが後世の工事等にともなう撹乱

層であった。標高0.8～ 0.6mのあたりで自然堆積層

を確認した。自然堆積層上に、溝状の落ち込みを確

認した。

また、石の集積を検出したが、置かれた年代や性

格については不明である。

１

２

３

４

撹乱層
撹乱層
撹乱層
極暗褐色土 (7.5YR2/3)

第140図 MJR183実測図 (1:100)

MJR183 石検出状況
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第 1節 第1プロックの立会調査

Y80′493
B

11100

B

==2
ヽ

3

撹乱層
粘土層
極暗褐色土 (7.5YR2/3)

第141図  MJR186実測図 (11100)

5. !ⅥJR184

調査地は、般 町191-1筋的で、看板施設撤去工事に伴う調査である。「島根ふるさと館」南側駐車場の

西端部にあたり、範囲は、東西1.5m× 南北1.5m× 深度1.Omの 2区画である。

開削部は真砂土の中にコンクリー ト土台があり、その埋設深度は、路面より1.2mを測る。なお土台の

下部基盤面は未確認である。

6,MJR186(第 141図 )

調査地は、般 町191-1部的で、電線共同溝掘削工事に伴う調査である。本調査1-lC区の東側に位置し、

範囲は、東西0,9m× 南北12.7m× 深度1.2mである。

標高1.55～ 1.6m前後までは工事等による撹乱層で、その下に粘土層がみられ、標高0,9mで自然堆積土

(極暗褐色ELlが検出された。標高1.5mのあたりで、建物礎石とも思われる上面が比較的平坦な石(石材不

明)が検出された。既に重機で掘削された後であっ

たが、一応の位置を記録した。

遺物は出土していない。

7.MJR187(第 142図 )

調査地は、(殿町191-1筋中で、電線共同溝掘削

工事に伴う調査である。本調査1-lC区北側に位置

し、範囲は、東西7.7m× 南北1.lm× 深度1.Omで

MJR187 石検出状況
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1 アスフアルト
2 コンクリー ト
3 砂利
4 砂利混じり粘質土
5 黄橙色粘質土 (10YR6/5)
6 オリーブ黒色粘質土 (5Y6/2)

6                          0
1:100

第142図  MJR187実測図 (1:100)

ある。

標高 1.6～ 1.8mま では工事等による撹乱層で、その下に江戸時代の造成土と考えられる粘土層が堆積し

ていた。掘削坑の最下部(標高1.2m)で、大海崎石が検出された。遺物は出土していない。

8.MJR190(第 143図 )

調査地は、般 町191-13州 で、電線共同清掘削工事に伴う調査である。本調査 1-la区の北側に位置し、

範囲は、18.Om×南北1,lm× 深度1,3mである。

大半が工事による撹乱を受けていた。西側のやや深掘りされた部分の断面に、石組状l■面は標高1.3m

前御 のもの(以下、石組状遺構)がみられた。南北方向に高さ0.6m前後の低い石垣状遺構があったとも考

えられるが、定かではない。石組状遺構の東側部分は工事による撹乱を受けていた。石組状遺構は、西側

を正面にしたもののように思われる。石組状遺構の組まれた時期については不明である。石組状遺構直下

候高0,7m)に は8層が堆積していた。石組状遺構の西側部分には、ほぼ水平に4～7層土が堆積していた。

石組状遺構の埋め土であるがその時期については不明である。

石組状遺構の南側の標高約1.3mで、南北方向の

胴木と思われるものを検出した。石は未検出なが

ら、本来はこの上に石が組まれていたものと推測さ

れる。胴木と石組状遺構の上面はほぼ同じ高さにな

るので、同一の石垣に伴うものとは考えにくい東側

部分は、部分的に粘質土を中心とした堆積土(10層 )

がみられたが、配管工事他の工事によってかなり撹

乱を受けていた。肥前系陶器皿や在地系陶器などが

出土している。

棚      A

MJR1 90 土層断面
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い
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∞
＞

1 アスフアル ト
2 コンクリート
3 砂利
4 明黄褐色粘質土 (2.5Y6/61(礫・ブロック混じり)

5 黄褐色土 (2.5Y5/3)

6 黒色粘質土 (7.5Y2/1)(ブ ロック混じり)

7 極暗褐色土 (7.5YR2/3)+灰色土 (7.5Y5/1)
8 極暗褐色土 (7.5YR2/3)

0             1:100             5m

第143図 MJR1 90実測図 (1:100)

9。 MJR193(第 144図 )

調査地は、腰町191-13外 )で、本調査1-lc区の北側にあたり、範囲は、東西5.lm×南北2.7m×深度2.1

mである。

現地表面下0.9m前後まで、工事による撹乱層で

あつた。掘削の最下面北側壁に沿った位置の標高

0.6m前後で、人頭大の大海崎石4個が並んで検出

された。これも性格不明
―
である。比較的近い位置に

あるh/1」R186・ 187・ 190でも石を検出しているの

で、本調査地の石につながる遺構が存在すると考え

られたが、本調査地の方が0.6～ 0,9m程度低い位置

に存在し、直接の関連は認められなかった。浅い落

9 撹乱層
10 オリーブ黒色粘質土 (5Y3/2)
11 灰自色粘質土 (7.5Y7/2)

12 黒色粘質土 (7.5Y2/1)(ブ ロック混じり)

13 灰オリーブ粘質土 (5Y5/2)
14 灰オリーブ粘質土 (5Y5/2)(ブロック混じり)

15 暗オリーブ褐色土 (2.5Y3/3)

MJR1 93 石検出状況
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第5章 立会調査の結果

1 灰黄色粘質土 (ブロック混じり)

(2.5Y6/2)

2 赤黒色砂質上 (2.5YR1 7/1)

3 オリーブ褐色粘質土
(ブロック混じり)(2.5Y4/4)

4 オリーブ灰色粘質土 (10YS/2)

5 オリーブ黒色粘質土 (10Y3/2)

1:100             5m

第144図  MJR193実測図 (1:100)

ち込み検出面(2層上面)と 石検出面(4層上面)に生活面が存在したと思われるが、詳細は不明である。

遺物は出上していない。

10。 MJR194(第 145図 )

調査地は、骰 町191-1筋的で、電線共同溝掘削工事に伴う調査である。本調査1-lc区の北側にあたり、

範囲は、東西2.6m× 南北1.4m× 深度1.4mである。MJR193の西側に隣接した掘削坑である。道路面下

0.5m前後まで工事による撹乱層である。最下面憬高0,7～ 0.8m)に 約0.2mの厚さで堆積した砂層の上は

粘質上が堆積している。

遺構や遺物は検出しなかった。

11.MJR199(第 146図 )

調査地は、 (殿町 191-13外 )で、水道埋設工事に伴 う調査である。範囲は、東西 13.8m× 南北0.8m×

深度0.9～ 1.6mである。                零I

西側は、バラスと真砂上の堆積のみで、

江戸時代の土層は見られなかった。東側で

は、バラスの下に黄色と灰色の混合した粘

質土層があり、城下町造成上の可能性が考

えられる。標高約 1,Omに黒褐色粘質土が

あり、 I層の可能性がある。

X-58′ 074
1 アスフアルト
2 コンクリート
3 砂利
4 暗灰黄粘質土 (25Y5/2)

5 にぶい黄色粘質土 (2.5Y6/4)

6 黒褐色砂質土 (10YR3/1)

7 灰オリーブ色砂質土 (5Y6/2)

8 オリーブ黒色粘質土 (5Y3/2)

9 8に灰白色粘質土 (5Y8/2)

(ブロック混じり)

10 暗灰黄色砂質土 (5Y5/2)

11 オリーブ黒色砂質土 (5Y2/2)

12 灰黄色微砂 (5Y6/1)

自然堆積層

o             l:100             5m

第 145図  M」 R194実測図 (1:100)

い
罰

|

12
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― 1      
処 列

第1印 第1プロックの立会調査

X-58,071

M」 R199     1

1 バラス
2 撹乱
3 撹乱
4 淡青灰色粘質土
5 淡青灰色粘上
6 淡黄色粘土
7 淡青灰色と暗灰色の互層
8 淡黄色+灰色の斑色砂質粘土
9 黄色+灰色斑色の砂質土
10 淡青灰色と淡黄色の斑層粘質土
11 茶褐色粘土 (木片含む)

12 淡茶色粘土
13 暗茶掲色土

第146図  MJR1 99実測図 (1:100)

12. MJR208

調査地は、(殿町191-13外 )で、電線共同埋設溝掘削

工事に伴う調査である。「島根ふるさと館」と大手前駐車

場間の交差点北側を東西に横断する形で、鞄囲は、東西

27.5m× 南北1.6m× 深度1.8mである。

現道路の中央に近付くにつれ、旧地形とみられる堆積土

が認められた。交差点中央付近の堆積状況では、旧地形が

後世の掘削によって削り取られた様子が見られる。また、

深さ1.5mほ どで木片が混在する層が認められる。堆積土

層は概ね4層 に分けられるが、砂混じりのシルト質の層で

あった。

遺物は検出されなかった。 MJR208 土層断面

Ш

:酔
3

0             1:100             5m
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第5章 立会調査の結果

|     |´

  ~1 称

o             l:100             5m

第147図  M」 R258実測図 (1:100)

13. MJR209

調査地は、 (殿町 191-13外 )で、現「島根ふるさと館」北側の駐車場内の排水施設用の溝を掘削する工

事に伴う調査である。範囲は、東西 19,Om× 南北 1.6m× 深度14mである。

北側の一ケ所で、表土下09mほ どのところから黒灰色のシル ト質の掘 り込みが検出され、陶器の破片

を採集している。これは、本調査でも検出された廃棄土坑SK07の一部と考えられる。

14.MJR258(第 147図 )

調査地は、 (殿町344外)で、電線共同溝掘削工事に伴う調査である。範囲は、東西 14.Om× 南北15m

×深度25mである。

ガス管、上下水道管、NTT管が埋設されており、深さ1.5m前後まで撹乱を受けていた。部分的に黒褐

色粘質土 (I層)が確認できた。西側の歩道下で、石組の根石と思われる10～ 20cm前後の石を検出した。

この上に大きな石はなく、何らかの工事で抜きとられた可含旨陛がある。

表113 第1ブロック 立会調査一覧

細 節
調査区

M」R
遺跡名 調査日

雄
醸
ｍ

長軸 X短軸

(m)
雅
ｍ

備   考 検出遺構 調査体制 船時
■トレンチ 外

町

８．

殿

１９

東西,5X南北25
東西30X南 北18

試掘調査
松江市教育委員会

文化財課

東西10X南 北10 汚水桝徹去
(財 )松 江市教育文化振興事業団

埋蔵文化財課
柚 原

殿町
191-19外 ‐９。６０‐抑

東西20X南 北20
X2カ所

市教委分
(農跡確認調査 )

溝状遺構
松江市教育委員会

文化財課

東西69× 南北35
マンホール設置 溝状遺構

石の集積

1財)松 江市教育文化振興事業団

哩蔵文化財課
石井

ミ西15× 南北16
X2カ司〒

S、るさと館
二て看板支柱撤去

柚 原

東西09X南 北127 目線共同滴 建物礎石 石 井

ミ西77X南北11 §線共同溝 I～ S5の 大海崎石

東西180X南北11 §線共同溝
石組状遺構

胴木

東西51× 南北27 §線共同滴 大海崎石 4個

東西26X南 北14 電線共同滴

東西138× 南北08

`西

から)
水道単独埋設工事

松江市教育委員会

文化財課

長さ275X幅 16 ]線共同溝
(財 )松 江市教育文化振興事業団

埋蔵文化財課
中尾

東西190X南北16
(西 から)

〕1水施設
調ヽ査19卜 19外

,K07廃棄土坑

町
堺

東西140X爾北15 電線共同溝

い
蛉
い
、〇

∞
＞
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第2節 第3プロックの立会調査

第 2節 第3ブロックの調査

第3ブロックは、主要地方道松江・鹿島・美保関線と市道母衣南北線にはさまれた城山北公園線沿いの

北側部である。東西約120mの 区画にあたる。調査地は、工事予定地の北側に設置される共同溝工事範囲

が多く、城山北公園線を横断する道路下の調査も行われた (第 148図 )。

昌|

殿町344外

母衣町40外 母衣町45外
ハ洲」R215

f}ZK日丁45-3
MJR213

MJR212

殿町3451外
MJR31、 MJR252 MJR251 MJR219

MJR18

〇
い
０
、０

∞
＞

M ２２０　欄

殿町35811
MJR19

殿町35牛 1/ヤ MJR2判
M〕R49 MJR257 MJR210 |ヽ 1」R01

殿町3551 / M」 R132

属費田丁353-1

母衣町354 M」凸98
母衣町361

| は未報告調査範囲
赤字は遺跡名を示す

0              1:looo            50m

第148図 第3ブロック立会調査範囲図 (1:1′ 000)

1. MJR80

調査地は、本調査を行った (母衣町40外)で、汚水桝撤去工事に伴う調査である。範囲は、東西 1,3m

×南北 1.5m× 深度 1.Omである。

地表面下07mま では後世の撹乱を受けていたが、07m以下には城下町の堆積層と思われる土層が確認

3

された。また、現代の道路側溝の裏側にあたる位置

で、江戸時代の石組水路が確認された。また地表面下

約 1.Omか らは建物の柱と思われる角材が立った状態

で検出された。

2。 MJR83(第 149図 )

調査地は本調査を行った (母衣町40外)で、33区

の試掘調査である。範囲は、東西2.8mX南北 1.8m×

深度 1.5mである。

標高1.2mで東西方向の角材を検出した。角材は、

10cm角 のもので調査銅囲からさらに東西に延びて

いる。「腰掛鎌継ぎ」と思われる継手でつないである

0    1:100  2m

―
第149図  MJR83実測図 (1:100)
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第5章 立会調査の結果

ことや、ホゾ穴もあることから、建物の土台と考えられ、本調査

3-3b区の建物土台2とこあたる。また、標高0.6mで ウラジロ (シ ダ

類)を検出した。標高0.5m以下は自然堆積層である。図化できな

かったが、この自然堆積層を南方向に傾斜して掘込んだ形跡が見ら

れた。

3.MJR167(第 150図 )

調査地は (母衣町45-3)で、遺跡確認調査である。本調査3-4

区の南東隅にあたり、範囲は、東西1.2m× 南北3.5m× 深度2.7m

である。

北側の標高 1.lmで、北に広がる土坑を検出した。位置的に本調   第150図 MJR167実測図 (1:100)

査3-4区で確認したSK01(廃棄土坑)の一部と考えられる。また、

標高0,9mの黄灰色粘土の上面で遺構面を検出した。さらに、標高0.35mで Ⅱ層、0.15mで Ⅲ層を確認し

たが、 I層は検出しなかった。これは、位置的に素据りの大溝内を掘削したためと思われる。

|

0          1:100         4m

4.MJR168(第 151図 )

調査地は (殿町343-2)で、遺跡確認調査で

ある。範囲は、東西3.Om X南北 1.Om× 深度 1.6

mである。

南西隅の標高 1.3mで、土坑を検出 した。ま

た、標高0,6mの I層面で、溝状遺構の落込みを

検出した。落込みは西に向かって落ち込むようで

あり、現道路に平行する南北方向のラインをも

つ。城下町造成初期に掘削される素掘りの大溝と

考えられ、南側で実施された本調査3-4区のSD02

に相当する。

5。 MJR188(第 152図 )

調査地は (殿町344外)で、試掘調査である。

範囲は、東西3.Om× 南北 1.5m× 深度2.2mであ

る。

2つ の遺構面を確認 した。第 1面 (5層 上面 )

で、土坑を、第2面 (9層 上面)で、現道路に平

行する南北方向の石列を検出した。また、湧水と

壁面崩落のため図化できなかったが、標高0.6m

|

0             11100             5m

第 151図  MJR1 68実測図 (1:100)

|

0             1:100             5m

第 152図  MJR188実測図 (1:100)
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第2節 第3ブロックの立会調査

で南北方向に延びる素掘りの大溝を検出した。前述のNC」R168で確認された素掘 りの大溝の延長部分と考

えられる。石列は、この溝を人為的に埋めた後に構築されている。下層部分も人為的に埋められたブロッ

ク状の堆積が見られた。このことから、素掘りの大溝は掘削後すぐに埋め戻された可能性が考えられる。

6,MJR212

調査地は、本調査を行った (母衣町40外)で、マンホール埋設工事に伴う調査である。範囲は、東西

5,Om×南北3.2m× 深度2.8mである。

本調査3-3b区の安全勾配上に位置する場所で、赤レンガや玉砂利等の混濁した土層があり、地表面下

1.5m前後で、SX02の延長部分に到達したことが判明した。

7.MJR213

調査地は、(殿町345外 )で、マンホール埋設工事に伴う調査である。範囲は、東西5.Om× 南北3.2m

×深度2.8mである。

標高0.5～ 0.6mで、自然堆積層の I層 となる。深度2.8mま で掘 り下げるが、均―にこの層が堆積 して

いる。遺物等は検出しなかった。

1 撹乱層
2 暗灰色土
3 灰黄色粘質土 (黄褐色土)

4 黄灰色粘質土
5 黒褐色粘質土

(緑灰色砂層斑】犬に含む、緑灰色砂層斑点状にやや多く含む)

6 黒褐色砂質土 (数cm～拳状の礫やや多く含む、炭化物含む)

7 暗青灰色砂質土
8 黒褐色粘質土 (I層 )

9 灰色砂層 (I層 )

10 暗青灰色粘質土 (Ⅲ層)

0              1:100              5m

第153図  M」 R214実測図 (平面1:200 土層断面1:100)
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8,MJR214(第 153図 )

調査地は、 (母衣町40外)で、下水管埋設に伴う

管路掘削工事における、矢板打設工事に伴う調査で

ある。本調査の北側にあた り、範囲は、東西49.6

m× 南北 1.2m× 深度2.Omで ある。

東側の地表面下0.3mで、憲兵隊時代の丸太やレ

ンガが出土 した。東から370mの標高 1.3m付近で

来待石製の井戸を検出したが、井戸の中から北側ヘ

続 く金属製のパイプを確認 した。東から43.Omの

標高 1,4m付近で、瓦溜 りを検出した。この瓦溜 りの周縁部に直径5cm程の杭が数本打ち込まれていた。

本調査3 2attSK01(廃棄土坑)の続きと考えられる。東から6.8m～9.3mの標高0.025mで、南北にのび

る落込み状遺構を検出した。もう少し高い面からの掘 り込みと考えるが、調査区が狭く確認が困難であっ

た。先述の本調査3-3bttSX02の延長部分と考えられる。

9.MJR215(第 154図 )

調査地は、 (殿町344外～母衣町40外)で、電線共同溝に伴う管路掘削工事に伴う調査である。平成20

年度の本調査の北側にあたる。M」R214の lm程南側にあり、一部調査済みであった。範囲は、東西55.5

m× 南北 1.8～ 2.5m×深度 15～2.2mで ある。

撹乱層が0.5m～ 1.Om前後と厚く堆

積 していた。東から27.Omの標高 1.2

m付近で直径0.6mの瓦溜まりを検出

した。また周辺で杭2本を検出した。

21.5m付近では表土下で南北に延び

る現代の石組水路を検出した。

また、東から6.3m～ 10.4m、 標高

0.27mの Ⅱ層面で南北へ続 く溝状遺

構を検出した。M」R214と 同様、屋敷

境の清と考えられる。さらに、ウラジ

ロが堆積する直径0.7m前後の土坑、

一辺2.Om以上の土坑な どを検 出 し

た。また、現代の石組水路付近の最下

層の自然堆積層から南東へ向かう掘り

込みを検出したが、東側については湧

水のため確認出来なかった。
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